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ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ



　ぼくからですか。あ、はい。名前は、市いちヶが谷や、馨けい一いち、です。

　夷い皇おう島じま学園、高等部の一年です。あの、発明部、に入ってます。ええ、発明部、です。あの、いろいろ、発明して楽しむ、技術系のサークルっていうか……です。

　アンドロイド？　ええ、アンドロイドです。きっ子って、ぼくらは名前をつけたんです。だから、きっ子で、お願いします。

　きっ子を見つけたのは、偶然だったんです。生徒会の命令で、文化系サークルの男子だけが駆り出される、地雷原清掃作業のときに、誤って地雷を爆発させてしまって。いや、ケガとかはなかったんですけど、地面に開いた穴に落ちて、そうです。地面の下に、つまり地下に、戦争中の研究所のようなところがあって、そこにきっ子がいたんです。

　きっ子は最初は眠っていたんですが、ぼくが落ちてきた衝撃でケースが割れて、それで目覚めたんです。そうだと思います。それからは、きっ子はぼくにずっとくっついて来て、いつも、いっしょでした。そう。いつも、です。



　大おお崎さきゆひです。市いちヶが谷やくんとは、クラスでいっしょです。私は、華道部に入っています。

　六月の中旬くらいだと思うんですけど、登校したら、教室にきっ子ちゃんがいたんです。……アンドロイドっていうのは、あとで知りました。だって、私たちと、人間とそっくりで、いえ、なんていうか、人間そのものなんです。ちゃんと話もできるし、最初はちょっと変わったところもあったけど、どんどん人間ぽくなっていって……。

　きっ子ちゃんは由ゆ佳か里りさんの勧めで、華道部に入って、発明部にも入っていたのかな、とにかく、私たちといっしょにいつもいたんです。そのうち成績も上がって、みんなにもとけ込んで、今考えると、あのころってとても楽しかったなあ、って。

　きっ子ちゃんは市ヶ谷くんのことが好きだったんです。それはもう、一いち途ずに、大好きで、見ている私とかまで苦しくなっちゃうほどでした。だから、私も協力して、市ヶ谷くん焚たき付けたり、ええ、それは、きっ子ちゃんはアンドロイドで、市ヶ谷くんは人間だから、難しいことはわかってたんですけど、でも、とてもいいカップルだなって。うまくいくと思ってたんですけど。あんなことが、まさか、起こるなんて……。



　はい！　巣す鴨がもめぐみですー。高等部一年で、生徒会の、風紀委員会の委員長ですー。

　生徒会ですか？　私たち、高等部の生徒会はいちばん強いんですよー。もう、中等部も、大学の自治会とかまで傘さん下かに治めてるんですからー。

　え、それって、やっぱり、生徒会長のリオナさまの魅力がすばらしいからだと思うんですー。だからみんなリオナさまを慕っていて、この夷い皇おう島じま学園全体の女王っていうかー。それでそれで！　リオナさまにいちばん信頼されてるのが、あたしなんですー。えへへ。

　え？　きっ子って、はい、知ってますー。あたしが最初に見つけたんですー。市ヶ谷馨けい一いちと、地下の研究所みたいなところで、変なことしててー。生徒会法の男女交際違反の現行犯ですよー。でも、きっ子って、アンドロイドだったんですー。それで、変な光線が出る武器みたいなものがあってー、あたし以外のみんなは卑ひ怯きようだから、逃げちゃってー。

　はい？　要点ですかー？　これが要点ですよー。

　攻撃されたときですか？　あたしもいましたよー、その地下の研究所にー。あたしが敵をほとんどやっつけたんですよー。でも最後にピンチになってー、え？　もういいんですかー？　まだあるんですよー。あたしがリオナさまを助けてー…………



　高等部二年、上うえ野の響織子きようこ。華道部の副部長もしてるわ。

　敵が攻めてきたときには、私は、華道部の御ご殿てんにいたから。見てないのよね。

　みんなが無事で、なによりだったと思う。かわいそうだけど、きっ子は、仕方なかったのじゃないの。



　高等部二年、流ながれ山やま浩こう一いち郎ろうでェす！　こちらは、三年の九く品ほん仏ぶつ部長です。はい、発明部の部長です。自分は副部長でありましてェ。発明部ですか？　これまでに、単気筒のラジコンエンジンで実際の飛行機を作って飛ばしたりですねェ、いや、もうちょっとで飛ぶところだったんですけど、実際は一キロほど滑走しただけで、エンジンが焼きつきましてねェ。深海作業艇っていうのも作って。この付近の海に沈んでるんですよォ、旧日本軍の潜水艦とかねェ、そういうのを引き揚げようと、ま、もともとこの夷い皇おう島じま自体が、旧日本軍の要よう塞さいみたいなモンだったわけですからねェ。戦後アメリカの統治領になったこの島を、ときの政府が強引に租そ借しやくして、今の学園を作ったわけですよォ。将来の日本を担う優秀な人材を、全寮制の学園から生み出そうと……あ、島の説明はいいから？

　……きっ子ちゃんは、旧日本軍の、秘密兵器っていうかね、女性型アンドロイドとして造られたんだと思いますねェ。でもね、きっ子ちゃんはすばらしかったなァ。ですよね、部長？　あ、そうだ、と言ってます。うんうん、とにかくかわいくて、けなげでね、「～でありますぅ」っていうのが口癖ぐせで。え？　そんなことはいい？　はァ。

　戦闘のときですか、もちろんいましたよォ！　例の研究所跡に、旧日本軍の武器があったので、最初はそれで応戦できたんですけどねぇ、オレたちでも。でも最後にはどうにもならなくなって、それできっ子ちゃんが……。きっ子ちゃん、戦闘アンドロイドだったんだよなァ。もっと早くオレたちが気づいていれば、あんなことに、ならなかったかもしれないのにと思うと……　くー！　ダメだァ！　思い出すと……部長！　代わりに、あ、はい、部長もですかァ！　とにかく、きっ子ちゃんは自分たちの永遠の恋人ですよォ！　間違いなく！



　うん？　荒あら僚りよう冶じだ。校医だよ。

　そう。きっ子を診察して、アンドロイドだってわかった。だがな、それ以上、どうしようもないだろう。六十年もまえのシロモノのはずなのに、こっちが手出しできないほど精巧にできてるんだ。背中のコネクターを見なきゃ、アンドロイドだって見破れる者はいないんじゃないか。

　敵の正体か。俺おれにはわからん。ただし、そうとうヤバイ臭においがすることだけは確かだ。あん？　いろいろだよ。それより、あんたら、どこの管かん轄かつだ？　ああ？



　高たか田だ黎れい……。

　生徒会副会長。高等部二年……。

　きっ子と……そのアンドロイドと、直接話をしたことは、ありません。

　例の、研究所跡に、バラバラの状態で、彼女の、部品が何体分か、ありました。

　彼女は、敵のヘリを撃ち落として、装甲車二台と、戦って、相打ちになって……はい、見ました。

　そのくらいしか。聞かれてももう、知っていることはありません。



　夷皇島学園高等部二年、田た町まち由ゆ佳か里りです。はい。華道部の部長を務めています。

　華道部は、学園の中でも伝統あるサークルですので、正儀院という儀ぎ典てん用の日本家屋を部室に使わせていただいているんです。華道部御ご殿てん、なんて呼ばれているんですけれど。

　きっ子さんにお会いしたのは、ゆひの報しらせで、生徒会に連行されたところへ、話し合いに行ったのが最初です。はい。アンドロイドと聞いて、とても驚きました。でも、なんというんでしょう。人間以上に人間らしくて、心がやさしくて、がんばり屋さんな、かわいい女のコでした。はい。きっ子さんは市いちヶが谷やさんのことを、とても慕っていました。

　それだけに、あのことはとても残念に思います。

　私たちを助けるために戦ってくださったきっ子さんのことは、生しよう涯がい、忘れられません。

　今でも、きっ子さんのことを思い出すんです。きっ子さんが、華道部のみんなと食事を作ったり、お風呂に入ったりして、とても楽しそうにしていたこと。

　はい。私たちにとっては、きっ子さんはアンドロイドなんかではなくて、普通の、人間の、女の子だったと思います。



　わかっていてよ。有う楽らく町ちようリオナ。高等部二年。夷い皇おう島じま学園高等部、全権生徒会長。

　生徒会のことは、めぐみにでも黎れいにでも、聞いたでしょう。この学園では教員組合よりも生徒の自治組織のほうが強いのよ。ええ、わたくしがね、この島のことをすべて取り仕切っていると言ってもよくてよ。

　ああ、きっ子ちゃんね。かわいい子だったわ。わたくしはかわいいもの、美しいものが大好きですもの。一度は生徒会に引き入れようとしたわ。もちろん、わたくしに逆さからわないことが絶対条件よ。当たり前でしょう。

　そうよ、あの、攻めてきた連中はなんなの？　ひどい目にあったのよ！　今でも擦すり傷きずの跡が、まだ残っているんだから！

　連中の正体を早く……それを調べている？　はぁ、もう少し迅じん速そくに動いて、答えを出してから来ていただきたいものね。もうみんながしゃべっているでしょうから、わたくしから付け加えることは別になくてよ。きっ子ちゃんのパーツ？　まだその研究所に残っているのじゃなくて？



　もう、いいですか。

　きっ子のことは、これで、全部です。

　ぼくですか？　まあ、あんまり大丈夫じゃ、ないです。

　学校には、ちゃんと行ってますよ。ぼくはどうも、ふさぎ込んだり、登校拒否とか、あんまりできなくて。

　引きこもりなんて、そんなことする勇気、ないからかもしれないけど。

　こういうことは、誰だれも教えてくれないし、どこにも書いてないから。

　自分で、一人で、答えを出すしかないと思う。答えって、あるのかどうかも、わからないんだけど……。



    

  
    
      


１　ヘンシェル夷い皇おう島じまに立つ!!



「……市いちヶが谷やくん、市ヶ谷くん？」

「え？　あ、ゆひちゃん」

「もぅ、ボーッとして。居眠りしてた？」

　市ヶ谷馨けい一いちが顔を上げると、クラスメートの大おお崎さきゆひの心配そうな表情があった。

　昼休みの教室。

　ほどよい喧けん騒そうの中で、馨一の机だけがぽっかりと穴の開いたようになっている。

「あ、いや……起きてたよ」

「そう？」

　ゆひが馨一の顔を覗のぞき込む。馨一の視界に、ゆひの顔が超アップになった。跳ねた前髪が馨一の額にかかった。

「な、なに」

　馨一は一瞬、顔を引いてしまった。ゆひの匂いまでがフッと香ったような気がしたのだ。

「あーっ、顔色、悪いよ。目も充血して腫はれてるし、また徹夜したんでしょう」

　ゆひがパッ、と顔を離して、馨一を見下ろした。

「流ながれ山やまさんも、九く品ほん仏ぶつ部長も心配してたよ。市ヶ谷くん、勉強しすぎだって」

　ゆひは一度言葉を切ると、

「はい、お弁当」

　持っていた弁当を差さし出す。

　ゆひは馨一のために弁当を持ってきてくれたのだ。華道部のみんなが作ってくれた弁当だった。学校で支給される、美お味いしくも不ま味ずくもない、ただの食料とはわけが違う。

「今日はゆひが作ったのよ。残さず食べてね」

「あ、ありがとう、ゆひちゃん。いや、徹夜はしてないよ。昨日は」

「一昨日の晩は？」

「あー、ちょっと」

「昨日は何時に寝たの？」

「四時……かな」

「アウト。それじゃ、徹夜と変わらないじゃない」

「いや、今も居眠りしていたわけじゃないんだ」

「居眠りでもないのに、心ここにあらず、って感じでボーッとして、よけい悪いよ。居眠りくらいしたらいいのに。まあ、仕方ないね。まだきっ子ちゃんのことを……あ、ごめん、なさい」

　ゆひの顔が曇った。今度は馨一があわててゆひを気き遣づかう番だった。

「違うよ！　それは……意識はしてるけど。でももう吹っ切れたから。だから、こうやって勉強してるんだからさ」

　馨けい一いちは机の上の教科書をずらして、その下の本を見せた。『ＡＩの連想的処理』。大学図書館で借りた本だ。

「すごい。専門書じゃない。市いちヶが谷やくん、こんなのまでもう読んでるの」

「でも、この分野でいちばん進んでるのは海外の研究者だからね。英語の論文なんかも読まないと」

「そうかもしれないけれど……そんな、一度に無理よ」

　ゆひの言葉に、馨一はちょっと笑って見せた。

「うん、わかってる。無理はしてないよ」

「そうかなあ……」

　ゆひは馨一の顔色を診断するように眺ながめていたが、雰ふん囲い気きを変えようとしたのか、別の話題を持ち出した。

「ねえ、市ヶ谷くん、今度、高等部の二年に外国の生徒が来るんだって！　知ってた？　なんでも、ヨーロッパからの交換留学生なんですって」

「へえ、そうなんだ。ん、いつから？」

　初耳だった。しかし、今の馨一にはとりたてて興味のある話題ではない。まして学年も違う。

「明日よ。もう、市ヶ谷くん、少しは他ほかのことにも関心持たなきゃ。明日の全校朝礼で紹介されるんだって。どんな人かなあ。まだ男子か女子かも誰だれも知らないみたいなんだけど。きっとステキな人よね！」

　ゆひが夢見るような表情になった。

「ゆひちゃん、ヨーロッパの王子様でも想像してるんじゃない？」

「ううん、私はもうちょっと年上の……じゃないね。私たちと一歳しか違わないんだもの。じゃあ、市ヶ谷くん。ちゃんとお弁当、残さず食べてね」

　ちょっと照れ笑いを残しながら、ゆひは自分の席に戻っていった。そこには机をくっつけあって、仲良く弁当を食べるいつもの友だちグループの少女たちが待っている。

「いっしょにお弁当を食べてくれるわけじゃ、ないんだよな」

　馨一はぽつりと言ったが、ゆひを責める気はなかった。

　弁当は冷えていたが、とてもうまかったのだから。



　　　＊　＊　＊



　きっ子が失われてから、三ヶ月が過ぎていた。

　馨一は一ヶ月ほど、ケガをした目の治ち療りようのために学校へ来たり休んだり、という生活を繰り返した挙あげ句く、ある日突然、猛然と勉強し始めた。

　理由はひとつ。きっ子を復元するためだ。

　馨一の手元には、破壊されたきっ子のボディーから回収されたメモリーがある。きっ子の記憶。きっ子の心だと馨一は思っている。

　いつか、何年かかってもきっ子をこの手で復元すること。

　それが馨けい一いちの夢であり目標になった。

「きっ子を造っているのは半世紀以上まえの技術なんだ。今の最新の技術で、もっとうまく、もっと安全に、復元できるはずなんだ」

　そうして昼も夜もなく勉強し続けてきた。勉強していないと、ちょっとでもダラダラ過ごしたり遊んで時間を無駄にすると、とてつもない罪悪感のようなものに押しつぶされそうになる。自分で自分を許せなくなる。だから、寝る間も惜しんで勉強し続けた。

　しかし一口にきっ子を復元するための勉強といっても、コンピュータ、基礎工学、電気制御技術、ひいてはプラスチックやゴムの加工技術、冶や金きん技術まで求められる。

　とても馨一ひとりですべてまかなえるものではなかった。

　やることは膨大で、いったいきっ子を復元するのに何年かかるのだろう、と、つい途方にくれるありさまだった。

「いいんだ。何年かかったって、何十年かかったって、絶対にきっ子を復元して……生き返らせてみせる。ぼくがきっ子にしてあげられることって、これだけじゃないか。だから、それまで待っていてほしいんだ、きっ子……」

　勉強に疲れると、馨一は手のひらで握ると少し余る、きっ子のメモリーを握り締めた。

　鬼気迫る馨一の勉強ぶりと、それに伴うやつれを見かねて、発明部の先輩、流ながれ山やまと部長の九く品ほん仏ぶつが手伝うことになった。

「水臭いぞォ！　市いちヶが谷や。きっ子ちゃんはオレたちを助けるために破壊された……いや、もっと正直に言おう。オレたちのために、死んでくれたんだ。それを、この世に再び呼び戻すことができるとしたら、それを試みずして、誰だれがきっ子ちゃんの友だちと言えるんだァ！　いや、言えないィ！」

　九品仏は相変わらずいかつい身体からだで腕組みをし、うんうんとうなずいている。馨一は流山たちの友情に胸が熱くなる想おもいだった。

「本当ですか！　ありがとうございます。天才ハッカーの九品仏部長と、機械と電気の専門家の流山先輩が協力してくれれば、ぼくひとりよりずっと早く目的に近づけると思うんです」

「うんうん。そうだァ！　我々は発明部だぞ。とびきりの美少女アンドロイドを造る。それこそとびきりの発明だァ！」

「……先輩！」

「だがな、市ヶ谷。これだけは言っておく」

「は？」

「今度きっ子ちゃんが目覚めたら、それは必ずしも市ヶ谷、おまえだけのきっ子ちゃんとは限らない、ということだ」

　流山はめがねをキュッと持ち上げて見せた。

「と、言うと……でも、きっ子のメモリーがここにあるんですよ」

「それはわかってる。しかし今度のきっ子ちゃんは旧日本軍が造ったアンドロイドじゃない。オレたちが造るきっ子ちゃんだ。ということは、いろいろ違ってくるかもしれないじゃないか。つまり、『ながれやまへーか、すき、でありますー』とかだなァ！」

　バキッ！

　九く品ほん仏ぶつの拳こぶしが一いつ閃せんして、流ながれ山やまは前のめりに床に倒れ伏した。

　調子に乗るな、という意味であろう。

「あ、はは、九品仏部長、そう、ですよね」

　馨けい一いちがそう言うと、しかし九品仏は無言のまま首を振った。自分を指差さす。

「ええッ!?　発明部の発明品は、部長である自分に最優先権があるゥ？　ひどいなァ、部長！　もう、同じこと考えてるんじゃないスかァ！」

　無口な九品仏に代わって翻訳した流山が、殴なぐられた頭を抱えて笑う。

「先輩、部長……」

　流山たちがこんな冗談で自分を元気付けようとしてくれている、と思うと、馨一は思わず涙ぐみそうなほどにうれしかった。

「……ウーム。どっかに流山専用きっ子ちゃんを仕込む余地がありそうな気がするんだがなァ」

　……あながち冗談ではなかったようである。

　馨一たち発明部が懸命にきっ子の再生に取り組んでいる、と聞いて、華道部の由ゆ佳か里りたちも協力を申し出てきた。

「きっ子さんのこと、このままで終わらせてはいけないと思います。私たちでできることはなんでも協力させてください、市いちヶが谷やさん」

「私は、理数系全般が得意だから。何か役に立てるかもしれない」

「市ヶ谷くん。わたしは、みんなの夜食を作ることくらいしか、できないかもしれないけど、でもきっ子ちゃんのために何かしたいの！」

　そして華道部の他ほかの少女たちもうなずく。目を潤ませて、あるいは固く口を結んだ決意の表情で。

「由佳里さん、響織子きようこさん……ゆひちゃん、みんな……ありがとう。ありがとう、ございます……！」

　今度こそ、馨一の目に涙が光ったのは見間違いではない。

　発明部と華道部が一丸となって、きっ子再生のための勉強、研究がここに始まったのだ。

「そうとなったら、市ヶ谷ァ。さっそく生徒会から例のものを奪ってこないとなァ」

　流山が馨一に目配せした。

「例のもの？　それって……あ」

「そうだ。もちろん、きっ子ちゃんの同型パーツだァ！」



　　　＊　＊　＊



「いいこと!?　あの研究所跡は誰だれにも渡さないようにするのよ！　とくに……」

「はい、リオナさま！　華道部だとか、発明部の連中に荒らされないよう、私たち風紀委員会がばっちり警備していますー」

　夷い皇おう島じまの中枢。高等部生徒会が管理する迎げい賓ひん館かんのリオナ執務室だ。

　ソファーに浅く腰掛け、伸びやかな脚を投げ出しているのはもちろん、有う楽らく町ちようリオナだった。高等部全権生徒会長にして、夷皇島すべての学生自治組織の頂点に立つ美少女。教員組合をも圧倒し、まさにこの島の女王と呼ぶにふさわしい。

　そんなリオナのまえにひざまずき、うっとりと見上げているのはもちろん、風紀委員長の巣す鴨がもめぐみである。そしてリオナの傍らで、人形のような表情のない顔を見せているのは、副会長の高たか田だ黎れい。

「リオナ、以前私たちに取材して回っていた、日本の調査機関は……」

　黎が言うと、めぐみが口を挟んだ。

「そういえば、事件のあとやって来て、あれこれ聞きまわってたけどー、それから何も言って来ないんだから、いいんじゃないですかー」

「例の敵が狙ねらっていたのは、ほんとうにあの子なのだとしたら……」

　例の敵、というのは、三ヶ月前に突如夷皇島に上陸し、襲ってきた数人の部隊のことだ。船に搭載したヘリや装甲車で武装し、研究所跡を攻撃してきた。たまたま研究所跡にいたリオナたち生徒会や華道部、発明部のメンバーは戦いに巻き込まれ、多くの怪け我が人まで出した。一時はあわや、という場面もあったのである。

　その後の調べで、擱かく座ざした装甲車はフランス製、撃墜されたヘリはアメリカ製、残された小火器や装備類は、ドイツ、イギリス、旧東欧圏やソ連製とわかっていた。わかっていたが、彼らの正体については、これでは何もわからないのといっしょだった。

「やっぱりー、あの研究所にあるものとか、つまりはあのきっ子って子だったのではー」

「いいえ！　それは……お宝よ！　世界の金相場が変わってしまうほどの埋蔵金。旧日本軍の軍資金がこの島に隠されている！」

「あのー、でも金きんがほしいだけなら、なにもあんなひどい攻撃してこなくてもー……」

「バカ！　お宝の独り占めを狙っていたからこそ、私たちが邪魔だったのよ。多少の抵抗はあるかと武装してきた。ところが反撃されたから全滅させる決意を固めた」

「反撃しろ、って言ったのは、リオナさまですけどー、あ、はい、ごめんなさーい！」

　リオナが手に持ったグラスを投げつける構えを見せたのだ。めぐみは、手でアタマをかかえて謝る。

「あるいは……金に代わるなにか……」

　黎の言葉に、リオナは首を振って見せた。

「日本軍の軍資金としてなら、金がいちばんよ。わたくしが当てずっぽうで言ってると思うの？　いい？　わたくしには、有楽町フィナンシャルグループの情報があるのよ」

　リオナの家は日本でも有数の金融グループを持つ富豪なのだ。なら、そんなに埋蔵金に執着しなくても、とも思うが。

「はぁー、やっぱり金きんなんですねー。だからあんな武器まで持って……お金って怖いですねー。でも、そんな敵をあの子がやっつけて……」

　めぐみは無意識に言葉を切った。

　生徒会の執務室に、重い空気が流れた。

「……わかっていてよ。わたくしだって、きっ子ちゃんには感謝しているわ。かわいくて、いい子だったわよ」

「……そう。そうですよねー」

「リオナ……あの子のスペア部品……研究所跡にある」

　黎れいにも言われてリオナはフゥッと息を吐き出した。少しの間、考え込むようにうつむく。

「わかったわ。ここへ運びましょう。ここならいちばん安全だし、研究所跡を警備したり監視したりする必要もなくなるものね」

「発明部や華道部が、あの子の部品をほしがったら？」

「それは、ＮＯよ！」

「えー、ダメなんですかー」

「めぐみ、何を言っているの！　わたくしがあの子を生徒会に引き込もうとしていたことを忘れたの？　もし、あのスペア部品が役に立つというときがあるなら、それはわたくしたちの物。わたくしたちのきっ子ちゃんになってもらうに決まってるじゃない！」

「生徒会の……」

「きっ子ちゃんにー!?」

「もちろん！」

　リオナは得意げに胸を反そらした。金色の髪がはらり、と背中へ流れ落ちる。

「発明部の連中がどれだけがんばっても、しょせんは高校生のお勉強止まり。ロボットコンテストにでも出て、空き缶を積んだり運んだりしているのがお似合いよ！　そこへいくとわたくしには、産業界へのコネがあるわ！」

「ということは」

「わからなくて？」

「……ロボットは、家電や自動車に代わる新しい産業に成長する可能性がある。だから、多くの企業が研究開発している……」

「そう！　そこへ、自分で考えて行動するアンドロイドの部品がある、って聞いたら、どう思うかしら」

「さ、さすがー、リオナさまー、すごいですー。尊敬……」

「ふふん、まあ、普通の高校生と、わたくしとの違いがわかったかしら」

　そう言うとリオナは得意げに胸を反らせた。自慢のバストがグッと突き出される。

「はぁー、リオナさまって、なにからなにまで素敵ー。プロポーションもスーパーモデルクラスですー」

　うっとりとリオナをながめるめぐみ。

「フフン、めぐみ、よけいなことは……もっと言ってもよくてよ！」

　こうして生徒会と華道部・発明部は、再び対決することとなったのである。



　　　＊　＊　＊



　翌日の朝は、低緯度地方特有の、濃い青空が広がる晴天だった。

　冬とはいえ、夷い皇おう島じまの最低気温は二十度を下回ることはない。生徒たちはみんな夏服のままで過ごす。というより、制服の冬服はないのだった。

　高等部のグラウンドに全校生徒が整列していた。

　週に一度の大朝礼である。

　なにしろ高等部だけで三千人もの大所帯。軍隊でいえば約一個連隊規模！

　グラウンドを埋め尽くす生徒の列は、しかし、ダレていた。

　ここ十年ほどで、すっかり生徒自治の学園体制ができあがっていたせいだろう。かつては亜熱帯の日差しの中、数時間に及ぶ校長の長話のせいで、全生徒数の十パーセントが日射病で倒れるという伝説まで作った全校朝礼も、今や列は適当に乱れ、あちこちに欠席した生徒の穴ができていた。

　今日の集会がいつもと違うのは、リオナが姿を見せていることだろう。

　といっても、リオナは生徒たちの中央に陣取って椅い子すに座り、めぐみに日ひ傘がさまで持たせているのだから、まじめに集会に臨むといった態度ではない。黎れいは一歩下がって傍かたわらに立っていた。

「教師の話は一分以内に！　早く済ませて戻りたいわ」

「はい伝えてあります、リオナさまー。それにしても、交換留学生なんて、ホントに来るんですねー」

「さっき夷皇島の飛行場に着いて、今、こちらへ向かっているみたい……」

　いつものモバイルＰＣを片手に、黎が言う。

　そうなのだ。わざわざ全校朝礼などにリオナが出てきたのは、今日、高等部に外国から来る交換留学生が紹介されるからだった。しかも、奇妙なのは、留学生が来る、という以外のことが、何もわからないことだった。

　黎の言葉が示すとおり、リオナの情報網にも留学生の詳細は伝わっていないのだ。生徒会に事前になんの連絡もないとは、これはきわめて異例、というより異常なことだった。

「どうにも眉まゆ唾つばぽくてよ。男か女かもわからないなんて」

「滞在は一ヶ月の予定……」

「ならいいのだけど。なにか嫌な気持ちがするわ」

　苛いら立だちを隠さないリオナの視線が、壇上の校長に突き刺さる。

「……あー、夷皇島学園高等部の生徒の諸君、本日は……あー、では、私の話はこれくらいにしてだ。たったいま到着した、二年に編入になるオーストリアからの交換留学生を紹介しようかね」

　まだ挨あい拶さつすら満足に述べていないというのに、リオナの眼光に怖おじ気けを震ふるった校長はそそくさと壇上をゆずろうとした。

「オーストリアですって？」

「なんだー。夷い皇おう島じまの割と近くですねー、リオナさまー」

「それはオーストラリア……」

　あまりにベタなボケツッコミに、頭痛がしそうになる。そんなときだった。壇上にスラリと立ち上がる影があった。

「わー！」

「おおーっ！」

　誰だれともなく、全校生徒からどよめきに近い歓声が沸き起こった。

　校長の傍かたわらには、一人の金髪の美少女が立っていた。

　それまでいったいどこにいたのか。まるで突然舞い降りたようだった。

　身長は明らかに校長よりも高い。

　鳥が翼を広げたように、左右に広がる豊かな金色の髪。明るい緑色の虹こう彩さいは、見るものを一瞬でとりこにしてしまうかのようだ。彫りの深い顔立ち、高い鼻び梁りよう、色素自体ないのではと思うほどの白い肌。

「わー、すごーい、外人だー。やっぱりきれいですねー、あ！　痛い、痛いです、リオナさまー！」

　リオナが思い切り、めぐみの口をひねりあげたのだ。

「お黙り！　バカ！」

　それまでリオナに集まっていた生徒たちの意識が、いっせいに壇上の留学生へ注がれていた。リオナはお株を奪われた憤激のあまり立ち上がらんばかりだった。

「そ、それでは留学生の、キミ、えーっと……」

　校長がぎこちなく紹介するのをさえぎるように、少女は自分からマイクに向かって発言した。

「グーテンモーゲン。イッヒ　ハイセ私の名は　ヘンシェル＝バイエルライン・シュバルツバルト。オーストリアから来た。日本は初めてなので、いろいろと御教示願いたい」

　流りゆう暢ちような日本語でサラッと言ってのけるヘンシェル。簡潔な、男言葉に近いのに、どこか可か憐れんな響きがある。

　再び生徒たちから怒号と歓声がこだました。

「うおおおお～！」

「かわいー、ってゆーか、超美形～萌え～！」

「ヘンシェルさーん！」

　ヨーロッパの森の古城に住む、騎士のようなヘンシェルの魅力は、男子学生だけでなく、女子にも伝わるらしい。

　留学生のヘンシェルは、もともとのオーストリアの学校の制服を着ていた。

　チェック柄のスカートは超ミニで、脚には紺色のニーソックス。シルクのようなラインの白いブラウスは、ウエストが緩ゆるやかに絞り込まれ、裾すそが鋭角的に切れ上がった上着のようなデザイン。襟えりの先や袖そでのカフスに銀の装飾が施された豪華なものだった。襟元にはエンジのタイ。どことなく高貴で、年齢よりも大人びたヘンシェルによく似合う。

　さらにヘンシェルの容姿を際立たせているもの、それは左手に持った剣だった。

　かなり細身の直刀を、鞘さやに挿さしたまま直接持っている。周囲の反応が本人からその剣に移ったのを感じたのか、ヘンシェルは剣を軽く掲げて見せた。

「これは我がシュバルツバルト家に伝わる剣。つねに手元にないと落ち着かないので持っている」

　そしてちょっと不思議そうな顔になって、

「ヤーパン日本では武士が腰にカタナというものを差さしていると聞いたが、はて？　なぜ誰だれもカタナを持っていないのだ？」

　ヘンシェルの日本に対する知識のほうは、どうも偏かたよったところがあるようだった。

「すごい、西洋人形みたいね。きれいな人ー。ね、ゆひ！」

　ゆひの隣に並んでいた少女が興奮したように言う。

「う、うん。そうだね。本当に」

　ゆひはうなずいて、二年の席のあたりを眺ながめた。由ゆ佳か里りは微笑ほほえんでヘンシェルに拍手を送っている。響織子きようこは壇上を見もせず、なにやら難しい専門書を読んでいるようだ。

　華道部の二人がいつもどおりなのを見ると、ゆひはなぜだかホッとした気持ちになった。

　いっぽう、いつのまにか近くへ寄って来た流ながれ山やまと九く品ほん仏ぶつが馨けい一いちを小突いていた。

「市いちヶが谷やァ、見ろ、見ろ！　オレたちの運もまだまだ捨てたもんじゃないぞォ！　こんなへんぴな学園に、あんなとびきりの美少女が来るんだもんなァ！」

「先輩。いいんですか。ここ一年の列ですよ」

「誰も気にしちゃいないってェ。それよりヘンシェルちゃん、いや、彼女のクールな美貌にはヘンシェル嬢、と呼ぶのがふさわしいかな。マドモアゼ～ル、ヘンシェル～、コマンタレブー、シルブプレ～！」

「それ、フランス語ですよ」

「わかってる！　ドイツ語は、と。フロイライン、ヘンシェル～！　グーテンモーゲン！　イヒリーベ……」

「やめてくださいよ、先輩！」

　あわてて止めようとする馨一よりも先に、九品仏がガシッと流山の口を押さえて発言を封じ込めていた。あのままほおって置いたら、唯一知っているドイツ語のアイラブユーをわめきだしかねない。

「？」

　と、流山たちの騒ぎに気づいたのか、壇上のヘンシェルが馨一のほうを見た。

「んんー、んんー！（ヘンシェルさーん、私の名前は流山でーす）」

　まるで流山の願い（？）が通じたように、ヘンシェルは壇上からひらりと降りると、つかつかとまっすぐに歩み寄って来る。ヘンシェルが歩くと、生徒たちがサッと左右に避よけて道ができた。まるで映画のシーンのようだ。

　そして、あろうことか、ヘンシェルは馨けい一いちたちの目の前で歩みを止めた。

　突然の事態に言葉を失う馨一、それに九く品ほん仏ぶつにまだ口を押さえられたままで、言葉を出せない流ながれ山やま。

「んー、んー！（ヘンシェルさん！　ようこそ日本へ！）」

　懸命に話しかけようとする流山を軽々と押しのけると、ヘンシェルはまっすぐに馨一を見つめた。その距離はわずか三十センチもない。

　ヘンシェルの身長は百七十センチはあるだろう。見下ろすように緑色の瞳ひとみが馨一の目を射る。

「あの、なんです……」

　馨一が尋たずねるのをさえぎるように、ヘンシェルが言った。

「貴き公こう、イチガヤ、ケーイチ……」

「ええ、まあ」

　そして、数秒の沈黙。まるで永遠に思えるような時間だった。事の成り行きを注視して、生徒たちの全員が声もなく、ヘンシェルと馨一を見つめている。

　やがてヘンシェルが笑顔とともに沈黙を破った。

「決心した！　イチガヤケーイチ、貴公を私の恋人にする！」



    

  
    
      



    

  
    
      「こいび……」

「……と」

　最後の一文字は、衝撃のあまり九く品ほん仏ぶつの手が外れてようやく発言できるようになった流ながれ山やまの口から発せられた。そして生徒たちの頭の中にようやく今の事態がインプットされた数秒後、今度こそ、阿あ鼻び叫きよう喚かんの悲鳴と怒号が渦巻いたのである。

「……市いちヶが谷やさんって、もてるんですね。世界的に」

「そういうことではないでしょ、あれは。市ヶ谷馨けい一いち、どうやらやっかいごとを呼び込む体質、とみたね」

　少し離れた二年の列では、由ゆ佳か里りと響織子きようこが思わず顔を見合わせていたという。



    

  
    
      


２　灼熱のラブラブ・ファイヤー



「市ヶ谷ァ！　あれはいったい何だあァァ!!」

　ところ変わって、発明部の部室である。大声を張り上げているのはもちろん流山だ。

　部室、と言っても、馨一たち部員が寝泊まりしているから合宿所のようなものだ。もとは納なん戸ど代わりの離れとして作られたもので、華道部の実質的な部室である華道部御ご殿てんの中にあった。つまり、発明部は華道部の中に間借りをしているようなものなのである。

「いや、先輩、落ち着いてくださいよ」

「落ち着けだとォ。今日という今日は、オレは絶対に許さん！　容赦できん！　聞き捨てならん！　捨て置けーんゥゥゥ！」

　ほぼ同じ意味の言葉を連発する流山は、興奮のあまりはげしい歯ぎしりの発作まで起こしていた。そして九品仏はというと、さっきから死んだように動かない。青ざめた顔に笑顔を張り付かせたまま、ピクリとも動かないのがよけい不気味だ。

　ヘンシェルの核爆弾発言が全校朝礼で炸さく裂れつした後だった。

　とりあえず、ヘンシェルは教員たちになだめられるように、校舎のほうへ連れて行かれた。おそらくは留学の手続きが残っていたのだろう。そして馨一のほうはというと、全校の男子生徒の、怒気を通り越して殺気に変わった視線が突き刺さる中、流山と九品仏に抱えられるようにして帰って来たのである。

　その後も生徒たちの騒ぎはいっこうに収まらなかった。困り果てた学校側は、やむをえず授業を休校にしたほどだった。

「……とにかくだァ！　きっ子ちゃんといい、ヘンシェル嬢といい、市いちヶが谷や、おまえばかりいい目に遭あうのが許せん！　許せんのだ、オレはァ！　あああァ！」

「ちょっと、待ってください先輩。そんな、泣かなくても」

「市ヶ谷ァ、おまえは今、すごーく内心よろこんでいるな。あんな外人の美少女に惚ほれられて、有頂天だ。絶頂だ。トップオブザワールドだ。そうなんだろう、おォ！」

「まさか。だから、何かの間違いですよ。だいたい、今日初めて会ったばかりなんですよ。そんなこと、あるわけないじゃないですか」

　必死に馨けい一いちはなだめるが、涙と鼻水で顔面を水浸しにした流ながれ山やまの激情はとどまることを知らない。単なる理屈抜きのジェラシーなので、よけい始末が悪い。

「で、これからどうするんだァ市いちヶが谷や。ヘンシェル嬢とどういう交際をするんだ？　国際結婚かァ！　ムキーッ！」

　口から泡まで吹き始めた流山を、ようやく九く品ほん仏ぶつが押さえた。

「あ、ありがとうございます、部ちょ……」

　しかし九品仏の視線は冷たかった。ほとんどあるかないかのような大きさの目ではあったが。

「部長まで……はぁ～、先輩も部長も、聞いてください。さっきのことが、いったい何なのか、ぼくにもよくわからないんです。本当です。ヘンシェルっていうあの人に会ったのは今日のさっきが初めてだし、いきなり何を言われても、本気になんてできないですよ」

　一度言葉を切ると、馨一は居住まいを正して言った。

「とにかく、ぼくにはきっ子を再生するっていう大きな目標があるんですから、ほかのことに気をとられている余裕なんてないんです。余計なことをしていたら、きっ子にまた会える日が、それだけ遠くなってしまうんだ。だから……」

「よく言ったァ！」

　大声に馨一が顔を上げると、今度は感激のあまり涙と鼻水を噴出している流山の顔があった。

「市ヶ谷、オレはおまえを見直したぞォ！　さすがだ。それでこそ、我が発明部のホープだ。あんな、顔がよくて、そのうえナイスバディーな外人娘なんて、我々の大義の前にはただの雑音でしかないッ！　うんうん。そうだよ。美少女で、胸も大きくて、ウエストなんかキューッとくびれていて、脚がスラーッ、と、そう、こんな具合にスラーッ、と……あァ？」

　いつのまにか身振り手振りでヘンシェルの身体特徴を表現していた流山は、目の前に理想的な脚線が突如出現したのに気づいて言葉を飲み込んだ。そしてその脚線を目で遡さかのぼっていくと、そこには……。

「グーテンターク！」

　まさに下から上まで理想的なプロポーション。そして翡ひ翠すいのような緑色の瞳ひとみ。風になびく、金色の髪。

「……といえば……わあァ！　……フロイライン……ヘンシェル！」

「名前を覚えてもらって光栄だ。さっそくだが、ケーイチ、イチガヤケーイチはいるか？　ここにいると聞いて来たのだ」

　完全に固まっている流ながれ山やまを押しのけるようにしてヘンシェルが入ってくる。部室とはいえ、もとは物置のようなものだから、扉一枚開けると玄関もなく、もう部屋の中なのだ。そして……。

「ケーイチ！　そんなところにいたのだな！」

「へ？　あの……わああ！」

　馨けい一いちを見つけるやヘンシェルの顔が変わった。それまでのクールな表情にポッと赤みが差さす。近寄りがたい雰ふん囲い気きさえあるヘンシェルが、急にかわいらしい十七歳の少女に戻ったようだった。まるで氷河の漂う海面が、一転水温ぬるむ夏の海になったような……。

「ケーイチ！」

　ヘンシェルは一足飛びに馨一の胸に飛び込んできた。流山も九く品ほん仏ぶつも、止める間もなかった。まさに、電光石火の早業だった。

「ちょっと、待って！　やめて、のわーっ！」

　ドッ！

　ヘンシェルに押し倒されるように背中から倒れこむ馨一。

「ケーイチ！　会いたかったぞ！　ケーイチ！」

　仰向けに床に伸びた馨一にかまわず、ほお擦りをし、身体からだをぴったりと押し付けるヘンシェル。完全に上に乗ってしまっている。

「なんだか、こんなシーンを昔、見たような気がしますなァ……部長」

　完全に醒さめた目で、目の前のそんな光景を眺ながめる流山に、九品仏も無言で首を縦に振るしかなかった。

　………………

「のええェ！　発明部に入りたいィ!?」

「ヤー。そのとおり。なにか、不備でもあるのか？」

「いやァ、不備というのは……ないんだけど……ウホン！」

　とりあえずヘンシェルに上がってもらった部室二階のタタミ部屋。正座ができないせいで、超ミニスカートから長い脚を投げ出すように座る金髪娘に、流山も九品仏も、どうしても視線が不ふ穏おん当とうなところへいってしまうのを止めようがない。

「あの……ちょっと、離れてくれないかな」

　そう言ったのは馨一だ。さっきから馨一にもたれかかるように身体をぴったりと寄せて、その腕をとったままヘンシェルが離さないせいである。

「ナイン！　なぜだ。こうやってくっついていれば、お互い幸せではないか。それとも、日本の男子には、女性にやさしくするという習慣がないのか!?」

「いや、親切には、するけど、こういうのはちょっと違うんじゃないかな、と」

　それでも、日本男子代表、のような言われ方をすると、むげに冷たくできない、と思ってしまう。そんな馨けい一いちの態度をいいことに、ヘンシェルはますます身体からだをピッタリと密着させてくる。

「ウホン！　あ、あのォ、ヘンシェルさん。我が発明部に入りたい、というのはわかったんですが、あなたは、交換留学生ですよね。クラブ活動なんて……」

「もちろん、可能だ！　それに、人を愛することだって、できるのだし」

「あ、愛って、アイって？」

　すっかりヘンシェルのペースに巻き込まれた流ながれ山やまと九く品ほん仏ぶつは、顔を見合わせた。小声で話す。

「どう、します。部長」

「……」

「まァ、発明部のメンバーが増えるのは、歓迎すべきことなんですがねェ。一ヵ月後の仮装大会に向けて、人手はいくらあっても足りないし……って、おいおいおい！」

　目の前でヘンシェルの密着度がどんどん高くなっていく。逆に馨一の姿勢はどんどん水平に近くなっていくのだ。

「こらァ、やめェー！」

「仮装大会とは、なんだ？」

　急にヘンシェルに問われて、流山はびっくりした。とても聞こえるような声ではしゃべっていなかったのだが。

「いやァ、ウチの学園のイベントの一つで、仮装、ってわかるかなァ、いろんな人や物の形態を真ま似ねて、衣装や出し物を作るわけだ。コンテストの優勝者には賞金が出るんで、我が発明部も毎年参加しているのだがァ……」

「それなら、決まりだな！」

「へ？　いや、まだ我々は何も……」

「発明部のメンバーが増えるのは歓迎、と、言ったではないか！　すばらしい！　今日からケーイチといっしょにここで住めるのだな！」

　ヘンシェルの、すばらしくいい耳であった。

「まさか。それは、無理ですよ！」

「どうしてだ？　発明部のメンバーはみんなここに住むのであろう？　ならば私もここに住む！」

「いや、だから！　その……」

　いったい何から質問したらいいのか。そもそも、なぜこの金髪ゲルマン娘は馨一を知っていて、執着するのか。事態が収拾どころか拡散の方向にばかり向かっていくのを、馨一も流山も、まして九品仏も誰だれも止め得なかった。そんなとき……。

「あのー、誰だれか、いませんか。市いちヶが谷やくん、いるんでしょう？」

　一階からゆひの声がした。

「ゆ、ゆひちゃん？　あっ！」

「市ヶ谷くん、流ながれ山やまさんも、みんな二階ですか？」

　トントンと階段を上がってくる音がする。言ってしまってから馨けい一いちは気づいた。

　まずい！　ヘンシェルと密着しているこの姿を見られたら……いや、別にゆひとはもともとなんでもないが……いや、やっぱりまずい！　ゆひとは同級生だし、なによりこの体勢はまずい！　物理的にまずい！

「ごめん！　ちょっと、離れてくれ……あっ!?」

　焦って思い切り突き放したつもりが、けっきょく離れなかったらどうなるか。体勢が崩くずれ、よけいにくっつくことになってしまうのである。

「失礼します……市ヶ谷く……」

　次の瞬間、ゆひが見たのは、まるで押し倒したかのようにヘンシェルの上に覆いかぶさっている馨一の姿だった。

「……ゆひちゃん、違うんだ、これ、は」

　これではさっきよりまだ悪い。いや、十倍悪い。が、まだ馨一の不幸は終わっていなかった。

「市ヶ谷さん、帰ってたのですか？」

「市ヶ谷馨一、さっきの留学生のことなんだけど……」

　全校集会でヘンシェルに言い寄られた馨一のことを心配して、あるいはその対策を練るために、由ゆ佳か里りと響織子きようこまでが発明部の部室へやってきたのだ。

　……で、結果は同じである。

「市ヶ谷さん、まぁ、もうこんなところまで……」

「……相思相愛なら、私たちが出る幕もないようね。帰るか」

「ち、違うんです。こ、こら、いい加減離れてくれよ！　……て」

「市ヶ谷ァ、おまえが上になってるんだから、おまえが退のけばいいんだろうがァ！」

「あ。そう、でした」

　言われてようやく気づくほど、動転していた馨一だった。そして動転しているといえば、それは……。

「市ヶ谷くんて……」

「いや、だから違うんだってば、ゆひちゃん！」

「ほぅ？　貴き公こう、ゆひとやら、ケーイチの彼女か？」

　馨一が離れたせいでようやく起き上がったヘンシェルが、眼光鋭くゆひを見つめた。ほとんど睨にらんだ、と言ってもいい表情だった。冷たい美貌が冴さえる。

「い、いえ。私、違います！　私、別に好きな人がいるんですから……あ！　市ヶ谷くん、ごめんなさい……」

　思い余って必要以上に否定してしまうゆひだった。それは、今さらながら馨けい一いちに突き刺さったりもする。

「ゆひちゃん……いいんだ」

　馨一は物分りよさそうに言ってみるが、唇さびしいとはこのことである。

「ハハハハ！　つまりケーイチに彼女はいないということだな！　なら、私が彼女でどこが悪い!?」

　高らかに宣言するヘンシェルに響織子きようこは、

「まぁ、確かにそうだわ。言ってみれば個人間の問題ね、これは。失礼するわ」

　クルリときびすを返すと、階段を下りていってしまった。

「あー、響織子さん……」

「これで決まりだな。ケーイチ、私たちはみなの者の公認のカップルだ！」
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　嵐あらしのような騒ぎが一段落したのは、ようやく夕方になってからだった。

　どうしても発明部に居座る、と譲らないヘンシェルは、とりあえず今日だけでも華道部御ご殿てんへ宿泊してはどうか、という由ゆ佳か里りの申し出をひとまず受け入れることになった。

　そうして問答は、いちばんの重大事である、なぜ馨一を知っていたのか、なぜ恋人に決める！　と宣言するに至ったのか、という問題に集中した。

「簡単だ。私がオーストリアで、これから留学する日本の学園のアルバムを見ていたら、ケーイチがそこにいたのだ」

「へェ？　それだけ？」

「それだけ、とは何だ」

　そしてヘンシェルは夢見るような表情で続けた。

「写真のケーイチはとてもやさしそうだった。だから日本の学園、夷い皇おう島じまへ行ったら、絶対にこの者に会おう、そう思ったのだ。そして今日、初めて見たケーイチは、思ったとおり、ステキだった。だから恋人に、と思ったのも、当然ではないか」

「当然って……」

「シュバルツバルト家はオーストリアに代々続く貴族で騎士の家柄だ。家にはこんな言い伝えがある。当主となる娘が東方の地から婿を迎えるとき、家は栄えるであろう……」

「む、婿ォォォ！　ガッ！」

　逆上したのか動転したのか、発作的に立ち上がろうとした流ながれ山やまを九く品ほん仏ぶつが羽は交がい絞じめにする。

「実際に、そういうことがあったのですか？」

　由佳里の問いに、ヘンシェルが答える。

「うむ。第七代当主の娘が、パレスチナの男性と結ばれたときには、その後百年にわたって繁栄が続いたという」

「あの、それは、いつごろのお話でしょう？」

「第四回十字軍の遠征のときだからな。八百年ほど前だ」

　サラッと言ってのけるヘンシェルに、

「は、八百年……日本じゃ鎌倉時代だよ」

　全員ががっくりと肩を落とした。

「……写真？」

　ヘンシェルの言った写真という言葉に、馨けい一いちはようやく思い当たった。

「それって、先輩……」

「あァ、毎年作る、学園のアルバムのことだろう。ええと、これだな」

　流ながれ山やまが重いアルバムを持ち出してきた。ページをめくる。

　おきまりの、学園の紹介や学校行事の写真の先に、各学級のページがあった。生徒たち一人一人が、バストショットで並んでいる。

「そうだ！　この写真だ！」

「ええ？　っと、これ、かァ」

　ヘンシェルが指差さした写真を全員が注目した。

　見開きの二ページに、馨一のクラスの男女、五十人ほどが並んでいる。一人一人のスペースはわずか数センチ四方に過ぎない。その中で……。

「まぁ、本当ですね。市いちヶが谷やさん、とてもやさしそうに微笑ほほえんでいます」

「そうだった、かなあ」

　当の馨一が自信なさそうに覗のぞき込んだ。アルバムなど、もらうにはもらうが、開けてじっくり見たことなど、ないかもしれない。

　写真の馨一は、確かに微笑んでいた。

　大き目のページには五十人の男女がびっしりと、いろいろな表情で写っている。ある者は緊張のせいかしかめ面で、ある者は気取って、また、ウケを狙ねらっておかしな顔をする者もいる。そんな中、馨一だけが、ふんわりとやわらかい笑みを浮かべていた。まるで馨一の写真だけが、やさしい雰ふん囲い気きに包まれているようだった。

「確かに……笑ってる。なんで笑ってるんだ、ぼくは」

「市ヶ谷くん、このときって、きっ子ちゃんがいたころよ」

　ゆひが気づいて言った。馨一は、アッ、と思った。

　きっ子がいたころ。自分はこんなに穏やかな表情をしていたのだろうか。

　アルバム用の写真撮影など面倒で、それまではきっと、他ほかの生徒たちと同じように無表情だったり、仏頂面をしていたりしたのだろうと思う。それが、きっ子がいたこのころは、こんなにも違う顔をしていたなんて。

「きっ子ちゃんは、なんで写ってないんだァ？」

　流山の問いには、馨一が答えた。

「この撮影の日には、参加できなかったんです。あとで、追加できっ子だけ一人、撮影する予定になっていたんだけど……」

　きっ子の撮影はけっきょく行われなかった。

　そのまえに、きっ子はこの学園からいなくなってしまった……。

「なにを急に、しんみりしてるのだ？　悲しいのか、ケーイチ？　悲しいなら、私が慰めてやろう！」

「わ！　やめてくれ、今そんな……」

　状態じゃない、と馨けい一いちは言おうとしたのだが、ヘンシェルに通じるわけがない。

「慰めてやると言っておろう！」

　たちまち押し倒され、身体からだをぐいぐい押し付けられほお擦りされる始末。

「止めますかァ？」

　流ながれ山やまは呆れながら九く品ほん仏ぶつを見るが、九品仏も小さく首を振るだけ。本気で止めるだけ徒労だ、と悟ったというところか。



　　　＊　＊　＊



「はぁ～、ひどい目にあったよ」

　すでに夜の八時を回っていた。

　馨一は一人、湯船に浸かっていた。

　華道部御ご殿てんの中の風呂場。ふつうは湯ゆ殿どのと呼ばれている。

　さすがに伝統的な建物だけあり、湯殿は総檜ひのき造り。もちろん、寮の大浴場ほど大きくはないが、一人で入るには贅沢な広さだった。

　夷い皇おう島じま学園は全寮制なので、昼食以外の食事と風呂は本来、寮で済ませる。

　食事は、交代の当番で華道部の少女たちといっしょに作り、いっしょに取ることもできた。が、発明部の部室に当然風呂などは備わっていない。

　御殿のほうにはこの湯殿があるものの、そこまで甘えるわけにはいかない、というのは馨一ならずとも考えるところだった。それでなくとも、男女交際厳禁という生徒会法に限りなく抵触しそうな環境なのだ。

　となると馨一たちは、入浴のために男子寮までいちいち戻らなくてはならない。歩いて十分程度の道のりとはいえ、ときにはこれがおっくうなものだった。

　それが今日は、ヘンシェルの騒ぎで風呂の時間を逃してしまった。そこで由ゆ佳か里りが気を利かせて、御殿にある風呂を貸してくれることになったのだ。

「ふぅ、一人でお風呂に入るなんて、ホントひさしぶりだなあ。いつも大浴場で、時間制であわただしく入ってたんだもんなあ」

　ひょっとすると、夷皇島学園に入学してから初めてではないだろうか。

　かすかに鼻孔をくすぐる檜の匂い。熱すぎもせず、ぬるすぎもしない絶妙の湯加減。湯気にかすむ天井。まさにベストオブ風呂とはこのこと。馨一は潤沢にあふれる湯を手ですくっては、流れるままにこぼした。それだけでなぜか楽しい。

「お湯まで替えてくれたんだなあ。あとで由佳里さんたちにお礼を言わなきゃ。そうだ。出る前に、お風呂を掃除しておこう」

　そろそろ湯船から出て身体からだを洗おうか、と思ったときだった。背後でカラカラと引き戸が開く音がした。

「あれ、先輩ですか？　なにか忘れ物でも……あああ!?」

「私だ、ケーイチ。そなたの背中を流しに来たのだ」

　まぎれもないヘンシェルの声。そして、姿は……！

　振り返った馨けい一いちは驚きのあまり湯船にかけた腕を滑らせてしまった。

　ダッパーン！

　盛大なしぶきを上げて湯船の中へ勢いよく沈んでいく馨一。

「だ、だいじょうぶか!?」

　あわてて助け上げようとするヘンシェル。やわらかい腕が馨一の身体に絡みついてくる。

「ブハッ！　ちょ、ちょっと待てー！」

　ようやく湯船から顔を出した馨一は、思わずヘンシェルの腕を振り払った。

「何をするのだ。せっかく助けてやろうと……」

「だーっ！　どうしてここにいるんだよー！」

「だから言ったではないか、背中を流してやると。日本ではバ風ド呂で女子が男性の背中を流すのは当然のはず」

「いったい、いつの話なんだよ。それ!?」

「我がシュバルツバルト家に代々伝わる本で読んだような気がする。確か題名は『東方見聞録』とあったな……」

「マルコ・ポーロじゃないか、それ！　そんな何百年もまえの本で……うわ！」

　頭から滴したたり落ちる湯をようやく拭ふいて振り返った馨一の視界に、真っ白いヘンシェルの身体が飛び込んできたのだ。

　あわてて背中を向ける馨一。しっかりと目をつぶる。

「ま、まさか、服まで脱いできたんじゃないだろうね！」

「当然であろう。　風呂に入るのに、服を着る者がいるのか？」

「まさか……全部、脱いで来たんじゃ、ないよね、まさかね!?」

「全部脱がないで、どうするのだ。バドは生まれたままの姿で入るものではないのか」

「う、生まれた、まま……ぬぁー！」

「もっとも、家ではメイドが私の身体を洗ってくれていたがな。そうだ！　私がケーイチの背中を流すから、そなたは私の身体を洗ってくれれば……」

「あー！　やめてくれー！」

　馨一は再び湯船の中へ潜もぐりたくなった。

　こんなところをゆひに見られたら、今度こそ終わりだ。ジ・エンドだ。いや、ゆひにはさっき、きっぱりと他ほかに好きな人がいると言われたばかりじゃないか。そうだ。今さらゆひに好かれなくたって。だったら、ちょっとくらい……。

「だ、ダメだダメだ！　ちょっとくらい、と思う心が、転落の始まりなんだ！　嘘うそつきは泥棒の始まり！　買い食いは非行の始まり！」

　いったいいつの時代の標語だろうか。

「いつまでも何を言っている。寒くなってきたから、私も湯に入らせてもらうぞ」

　馨けい一いちが両手で頭をかかえながらブンブンと振っているうちに、背後から近づいてきたヘンシェルが、湯船に片足を沈めてきた。

　チャプッ……。

「わ、わかった！　わかったよ。ぼくはもう出る。もう十分お風呂には入ったよ。だから、出るぞ！」

　意を決して馨一は立ち上がった。ザブッと湯が暴れ、大きな波になって飛び散る。

　目をつぶったまま浴槽の縁をまたいで、と思ったのがまずかった。見事に馨一の脚がひっかかり、バランスを失って倒れそうになる。

「わ！」

「危ない！　ケーイチ！」

　今度こそ、ヘンシェルがしっかりと馨一を抱きかかえた。馨一も思わず、その身体からだにしがみついてしまった。

　ぷにょ……。

　それは、生まれてこのかた、馨一が体験したことのない感触！

　手のひらに伝わるあたたかさ。たとえようもなくやわらかく、それでいて、弾はずむような手ごたえ！

「こ、これ……は……!?」

「ァン……！　意外と積極的なのだな、ケーイチ……」

　倒れそうになったときに馨一は、つい目も開いてしまっている。目の前には、頬ほおを染めたヘンシェルの顔があった。

「ヘンシェル……？」

　持ち前の誇り高い美しさは影を潜ひそめ、恥じらいに目を伏せるヘンシェルの姿は、まさに十七歳の乙女のそれだった。一歳年上な上に、クールな美貌はともすれば近寄りがたい雰囲気をかもし出す。それが今は、守ってあげたいとまで思わせる可か憐れんさに満ちている。

　一瞬の表情でそんなに変わるなんて……。

「ケーイチ……」

　ヘンシェルの身体が、さらに馨一に密着しようとする……。

「だーっ！　ご、ごめん。ごめんなさい！」

　馨一は今度こそ、ヘンシェルの手を振り切って浴槽の外へ飛び出した。もう後先も考えられない。とにかくこの場から、この状況から逃れなければ！

「あ、ケーイチ！」

　しかしヘンシェルはまだ馨一の身体をしっかりと抱きとめたままだ。馨一が無理に飛び出そうとしたせいでヘンシェルまでが体勢を崩くずし、もつれるように二人で浴槽の外へと倒れこんでしまった。

　ダダーン!!

「アゥッ！」

「い、痛！」

　結果は……洗い場の床にヘンシェルは仰向けに倒れ、その上に馨けい一いちが乗りかかるような体勢となったのだ。

「た、たいへんだ。大丈夫？　怪け我がはない？」

　あわててヘンシェルを抱き起こす馨一。痛そうに顔をしかめていたヘンシェルが、目を開けた。

「……平気だ。どこも怪我はない。それよりケーイチ、そなたは無事か」

「ぼくは、大丈夫。あ、いますぐ、離れるから」

　あわてて立ち上がろうとする馨一の腕を、下からヘンシェルがつかんだ。

「え……？」

「もう少しだけ……こうしていて……」

「いや、ダメだって……」

　言いながら、馨一はヘンシェルの腕を払いのけることができない。それはさっき、強引に振り切って逃れようとしたことの反省だったのか、それとも……。

　しかし、好事（？）魔多し！



    

  
    
      



    

  
    
      「市いちヶが谷やくん、市ヶ谷くん!?　大丈夫!?」

「市ヶ谷さん？　立ちくらみでもしたんですか？」

　ガラガラガラ！

　勢いよく湯殿の戸が開けられた。そしてそこにいたのは、言うまでもなく、ゆひ、由ゆ佳か里り、そして華道部の他ほかの女子が数名。

　馨けい一いちとヘンシェル、二人が倒れた衝撃と振動は、ゆひたちの部屋まで十分伝わったのだ。馨一が湯殿で足でも滑らせたかと心配した彼女たちが駆けつけるには当然な理由だった。

　そして……。

「あ、ゆひちゃ……ん、これ、は……だね……その……」

「市ヶ谷……くんのおおおバカあああああ!!」

　悲鳴が来る、と思った馨一は甘かった。真のショックと軽けい蔑べつは、尻上がりに大きくなる罵ば声せいとなってゆひの喉のどから迸ほどばしった。

　居合わせた他の女子部員から悲鳴が上がったのは、一瞬遅れたあとだった。
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「ひ、ひどい目に遭あった」

　馨一は御ご殿てんの裏庭を、発明部の部室に向かってトボトボと歩いていた。そのセリフがさっきの湯殿のシーンとまったく同じなのに、本人は気づいていない。

「ゆひちゃん、あんなに怒るとはなあ」

　他に好きな人がいる、と言っておきながら馨一とヘンシェルのことを怒るのは理屈がおかしい。とはいえ、年頃の少女にとっては、あまりに刺激的に見えるシーンだったことは確かだ。

　由佳里にとりなしてもらい、言葉を尽くして説明して、ようやく誤解が解けた。いや、ゆひとしては頭で理解しても納得がいかないようすだったのだが、これ以上怒る理由は確かにない、と思ったのだろう。

「とにかく！　市ヶ谷くんも、あんまり誤解されるような行動、取らないことだと思う」

　プン、と横を向くゆひに、バスタオルで身体からだを覆っただけのヘンシェルが言った。

「ゆひとやら、貴き公こうも早く恋人を作ればよいのだ。私のようにな♪」

　そうしてまた馨一の腕を取ろうとするので、あわてて由佳里が止めたほどだった。

「……ふぅ、オーストリアの貴族か何か知らないけど、どうにかしてほしいよ。まさか本当にこのままここに居つくつもりじゃないだろうな。いったいいつオーストリアに帰るんだ？」

　帰る、というところで馨一はハッとした。

　もしヘンシェルがオーストリアに帰ってしまえば、おそらくもう二度と会う機会はないだろう。

　二度と会うことはない……別れ。

　それは人の死と同じことではないのか。

「ま、まさか。バカバカしい。今日会ったばかりじゃないか。それに、今の世の中、地球の裏側だって、ジェット機で一日飛べば着けないところはないんだ。電話だって、インターネットだってあるんだ。会おうと思って会えない人なんて……」

　馨けい一いちの心はきっ子を思い出したがっている。しかしそれを拒こばもうとする意識が馨一の中に確かにあった。

「何考えてる！　ぼくはまた明日からいつもどおり勉強しなくちゃいけないんだぞ」

　首から巻いたタオルを、馨一の手がギュッと握り締めた。

　しかしその手が、別の感触も覚えていた。

「……あんなに、やわらかいんだ……ば、バカ！」

　気がつくと、一人で赤面していた。馨一はつい緩ゆるみそうになる顔に無理矢理渋面を作って、首をブンブンと振った。

「忘れろ忘れろ！　馨一、よし、忘れた！」

　本当は忘れてなどいないが、忘れた、と言い聞かせて自分を抑えつける。

　さっきから、とうに発明部の部室の前に立っている。いつまでこうしている気だ。自分を叱しかり付けた。

「よし！　行くぞ！　……ただいまー。あれ、先輩？　部長？」

　部屋の中が真っ暗だった。みんなもう寝てしまったのだろうか。耳を済ませると、確かに寝息が聞こえる。なぜかいつもの盛大なイビキではない。

「あんな騒ぎに先輩たちが首を突っ込んでこないと思ったら、もう寝ちゃってたんだ。珍しいな。さて、と。ぼくも寝るか」

　流ながれ山やまたちを起こしてもいけないので、馨一は暗くら闇やみの中を手探りで進む。ここは一階がいわゆる部室で、二階が寝室兼物置部屋。二階にフトンを敷いて、馨一、流山、九く品ほん仏ぶつが寝るのだ。二階に上がると、これまた珍しいことに、馨一の分のフトンまでが敷いてあった。

「ふあ……今日はいろいろあったからなー。急に眠くなってきた。……おやすみなさい」

　バタン、と倒れるように横になった。と、右腕のほうに何か感触がある。それも、どこかで触ったような……。

「……これは……んああ！」

「こら、ケーイチ、騒ぐでない」

　ムクッ、と半身を起こしたのは、まぎれもないヘンシェルだった。

「ど、どうしてここに！　ま、また、今度は何しに来たんだよ！」

「何、とは御挨あい拶さつだな。夜の伽とぎをしに、に決まっているではないか♪」

「夜のと、ぎ～!?」

　馨一は叫び出しそうになって、自分で口を押さえた。大声を出せば流山や九品仏が起きてしまう。そうすればまた騒ぎになるのは火を見るより明らかだ。ここはなんとか穏おん便びんに済ませて、ヘンシェルに退散してもらわなくては！

「気を使わなくてもよい。この者たちには眠ってもらった」

「眠らせた？　先輩たちを？　どうやって？」

「我がシュバルツバルト家に代々伝わる、眠り薬を調合したのだ」

「……まさかその眠り薬の作り方って……」

「ん、本の著者には、ラスプーチン、とあったな」

「それって、毒薬じゃないのかー！」

「気にするな。量は減らしてある。薬も量が過ぎれば毒。毒も薄めれば薬、と言うのをそなた、知らんのか」

「知らん！　こうなったら、先輩たちを起こさなきゃ！」

　起き上がろうとする馨けい一いちの腕を、ヘンシェルがつかんだ。

「ようやく二人きりになれたのだ。無ぶ粋すいなことをするな」

「二人きりじゃない、ない！」

　馨一はブンブンと音がするほど頭を振るが、ヘンシェルはますます腕を絡めてくる。見ると、窓から射し込む月の光を浴びたヘンシェルの肌が金色に輝いていた。スルスルと手触りの良いナイトウェアはおそらくシルクだろう。要所要所がほとんどシースルーという凶悪なものだ。

「なぜそんなに抗あがらう。私が嫌いか、ケーイチ」

「いや、嫌いとか好きとか、そういう問題じゃないでしょう！　今日会ったばかりなんだし、もっとそういうことはお互い時間をかけて交際してですねえ……」

　なぜか説明口調になってしまう馨一だった。

「ならば丁度よいではないか。今日契ちぎりを交わして、明日からでもゆっくり交際をすればよい」

「ち、ちぎ……何言ってんだー！　ええい、もういい！」

　馨一は叫ぶと、渾こん身しんの力で立ち上がった。この際乱暴にヘンシェルの腕を振りほどく。そのまま階段へと走った。

「どこへ行くのだ、ケーイチ！」

「ぼくは外で寝る！　そのフトンは使ってくれていいから」

　言い残すと、一気に階段を駆け下りた。部室を出て華道部御ご殿てんの日本庭園へ逃げ込んだ。躊ちゆう躇ちよすると、ヘンシェルに追いつかれるかもしれない。

　ところがヘンシェルは追ってこなかった。これなかった、というのが正しい。

「ケーイチ、待て、私も！」

　当然馨一を追おうとしたヘンシェルの腕を、傍かたわらからガシッ、とつかむ者があった。

「……ふぃ～、むにゃむ……市いちヶが谷や……」

　寝ぼけた九く品ほん仏ぶつである。さらに、

「おーっ、市ヶ谷ァ！　ひきょうだぞォ！　おまえばかり！」

　普通にしゃべっているような明瞭な寝言とともに、もう片方から流ながれ山やまが抱きついてくる。

　馨一たち三人はいつも、年上の流山と九品仏を両端に、馨一が真ん中の“〝川”〟の字になって寝る。たまらないのは二人の寝言と、寝ているとは思えないからみ癖くせだ。真ん中にいるのがヘンシェルとは気づかずに、二人はいつものように絡みついてきたのだ。

「は、離せ！　この、キャア！　どこを触っているのだ！　無礼者！　ええい、離せといったら……!!」

　しかし殴なぐられても蹴けられても、流ながれ山やまがタコのように絡み付いている上に、ヘビー級のウエイトの九く品ほん仏ぶつにがっちり押さえこまれて、どうにもヘンシェルは脱出できない。さんざんじたばたしたすえに、諦あきらめて布団に倒れこんだ。

「フゥ……このような者たちといつも寝ているのか。ケーイチ、改めてそなた、ひとかたならぬ男かもしれん……」

　そうつぶやくとヘンシェルは微笑ほほえんだ。

「ア！　そこは触るなと……手を離せ、この！」

　ゆっくり感傷に浸らせてももらえないようだったが。

　一方、飛び出した馨けい一いちの方は、御ご殿てんの日本庭園に作られた東あずま屋やにポツリと一人、たたずんでいた。すでに夜は白々と明け始めている。

「はぁー、明日からどうなっちゃうんだ。こんなこと、やってる場合じゃないのに……」

　しかし明日のことを思うと、心労とはまた違った想おもいに、胸の奥がキュッと引っかかれるような感覚があるのも確かだった。ここ数ヶ月感じたことのなかった感覚。それはどこか懐かしい感覚でもあった。



    

  
    
      


３　ヘンシェル、恋のあとさき



『やっぱりヘンシェルさんって、違うわよねー。本当のヨーロッパの名門貴族だもの。宮殿に住むお姫様って言ってもいいくらいでしょう』

『その上、気高くて凛り々りしくて立ち居振る舞いも優雅だし、あこがれちゃうわー』

『リオナさんってさ、一見外人ふうだけど、じつはおしょうゆ味って感じだよね。ヘンシェルさんを見て私わかった！　どこか物腰が日本人ぽいのよー。って、ホントに日本人だからしようがないけどね』

「……と、以上がここ一週間の、学生街の喫茶店『岩猿』で採取された女子のサンプル発言ですー」

　レポートを読んでいためぐみに、ペンケースが投げつけられた。

「バカ！　おまえはクビよ！」

　迎げい賓ひん館かんの執務室にソプラノボイスが響き渡る。もちろんリオナである。

「えーっ！　ごめんなさいー、もうしませんー！」

　ヘンシェルの評判を調べろ、と命令したのはリオナなのに、これではヤブヘビもいいところだった。

「いったい何なの、あの女！　オーストリアの元貴族ですって！　なによ、それがどうしたのよ！　ここは日本なのよ！　おふざけじゃなくてよ！」

「でもー。ホンモノの外国人って、やっぱり違いますねー……わぁ！」

　こんどは机の上のライトスタンドを投げつけられてめぐみが昏こん倒とうする。

「い、痛いですー、リオナさまー」

　リオナとめぐみのやりとりを横目にしながら、モバイルＰＣに向かっていた黎れいがポツリとつぶやいた。

「……あった。ヘンシェル＝バイエルライン・シュバルツバルト。ウイーン女子高等中学校の五年。十七歳……」

　黎れいはネットを使ってヘンシェルの身元を調べていたのである。

「そんなもの、当てにならなくてよ！　きっ子ちゃんのときのことを思い出してごらんなさい！　データなんていくらでも改ざんできるんだから！」

　じつは天才ハッカーの九く品ほん仏ぶつが、かつて学園のデータネットに侵入して学生名簿などを捏ねつ造ぞうした事件をリオナは言っているのだ。

　けっきょくよい知恵も浮かばないまま、時間だけが過ぎていく。ヘンシェルは生徒たちの憧あこがれと羨望の的になっているだけでとくに悪いことをしているわけでもないのだ。執務室の中に、どんよりとよどんだ時間が停滞した。

「……いつ帰るのだったかしら。あの外国娘」

　リオナがぽつんとつぶやく。黎はモバイルから目を離さずに言った。

「いちおうあと三週間。でも、本人が望めば延長も可……」

「そう。三週間……延長も可、ですって!?」

　急にリオナが声を張り上げた。めぐみがびっくりして飛び起きる。

「短期留学から、本当の留学に切り替えることもできるらしいから、制度上は」

　黎が淡々と答える。リオナの表情に、急速に怒りが満ちてきた。それはある意味、生気がみなぎってきた、とも言える。

「あの女がこれからも学園に居座るなんて、とんでもなくてよ！　たった一ヶ月だけだと思えばがまんしてやろうとも思ったけど、やっぱり許せないわ！　つぶしてやる！　つぶしてくれてよ！」

　リオナはガバッと立ち上がった。

「それでこそリオナさまですー！」

　さっきまで眠そうな目をこすっていためぐみまでが元気になっていた。黎はモバイルでなにごとか探し始める。

「……リオナ、三週間後の仮装大会を早めては」

「仮装大会？　……そうね、それは絶好の機会かもしれなくてよ」

　仮装大会。それは冬に行われる夷い皇おう島じま学園のちょっとしたイベントだった。

　第一部は全生徒の事前投票で選ばれた“〝ミス仮装大会”〟の発表。そして事前に登録した出場者による仮装コンテストが第二部。優勝者に贈られる賞金目当てに、毎年多くのチームが第二部に参加する。

　もちろん、馨けい一いちたちの発明部も登録し、その日のために全力で出し物を製作しているはずだった。

「今までは無視してきたけど、仮装大会、これを利用してあげてよ！　めぐみ！」

「はいー」

「さっそく実行委員会に圧力をかけるのよ！　黎れい！　今までの投票結果を集計して！」

　リオナはキッ、と向き直ると拳こぶしを握り締めた。

「いじめてやるー……いじめてやるわ！　ヘンシェルも、華道部も、発明部の連中も……！」
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　けっきょくヘンシェルは華道部の御ご殿てんに住み込んで、学園に通っていた。

　華道部の一員、ということが認められたのである。そうでなければ、留学生のヘンシェルは、賓ひん客きやくということで生徒会の迎げい賓ひん館かんに宿泊するはずだったのだ。それをリオナが嫌ったことから、華道部への臨時入部が許された、とも言える。

　そんなわけで、ヘンシェルは毎日、朝から馨一のもとへ押しかけてくるようになった。その方法も過激なのだが。

「ケーイチ、ケーイチ、朝だぞ。起きぬのか」

「……はぁ……もう少し……？……!!」

　ガバッ！　と半身を起こす馨一。見ると、そこには絡みつくように添い寝するヘンシェルの姿が。

「なんだ。もう起きるのか。もう少し、寝ていてもよいぞ」

　ヘンシェルは幸い（？）きっちりと制服を着ていた。そのうえ、剣までしっかり持っている。

「ちょ、ちょっと、いつ入ってきたんだあ！」

　馨一の両側に寝る流ながれ山やまと九く品ほん仏ぶつの顔には紙が乗せられている。いつもならイビキがまだ聞こえる時間なのにやけに静かだ。

「ま、まさか！」

　馨一は急いで九品仏の顔に乗せられている紙を摘つまみ上げた。しっとりと湿った薄紙で、ぴったりと九品仏の顔に張り付いている。

「うわー、部長！　大丈夫ですか！」

　馨一が勢いよく薄紙を顔から剥はがすと、まだ眠ったままの九品仏は、一瞬ビクッと震ふるえたあと、大きく息を吸い込んだ。

「……プフゥ～、むにゃむにゃ……」

　そこからはまた寝息になる。馨一は急いで流山の顔の紙も剥がした。

「はぁー、間に合ったー！」

「なんだ。せっかく静かでよかったのに」

「何言ってんだ、あれじゃ先輩たちが死んじゃうよー！」

「そうなのか。おかしいな。昔、映画で見たのだが」

「どういう映画なんだよー」

「うむ。忍者が館に忍び込んで、宝物のツボを奪うのだ。ツボは寝ている領主の近くにあるのでな。水に浸した布を顔にかぶせて、起きないようにしていたぞ」

「だからそれが死んじゃうんだってば！　あっ、先輩！」

　馨けい一いちの隣で流ながれ山やまが目覚めた。蘇生した、というべきか。完全に寝ぼけた顔で言う。

「ぬおォ……市いちヶが谷や。いま変な夢を見たぞ。こう、一面花畑でなァ、とーってもきれいなんだ。そこを歩いていくと小川が流れていてな。死んだ母方のじいさんが、川の向こうからニコニコして手を振っててなァ……」

「それはいい夢を見たものだな」

　真顔で微笑ほほえむヘンシェルを、馨一は頭をかかえながら押し留とどめた。

「あの、先輩。今度そういう夢をまた見ても、おじいさんの方へは決して行かないでくださいね……」

「そうかァ。ふぅ……その夢に、九く品ほん仏ぶつ部長もいたような気がしてならないんだよなァ。不思議なこともあるもんだなァ、市ヶ谷」

「そ、そうですね。は、はは……」

　馨一はもう、気の抜けたような笑いで返すしかなかった。
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「だから、あんなことしちゃダメなんだよ！」

　華道部の御ご殿てんから高等部の校舎への道。ついつい馨一は小言を垂れていた。

「わかったわかった。もうしない。だからそなたも、そんなにガミガミ言わなくてもよいではないか」

「ガミガミとはなんだよ。だいたいヘンシェルがうろおぼえの変な知識で勝手なことするからおかしくなるんじゃないか。反省しなよ」

　すぐに反論が来ると思っていた。しかし不思議と言葉は返ってなかった。馨一は不思議に思って傍かたわらのヘンシェルを見た。

　ヘンシェルは微笑んでいた。そして目を伏せるとそのまま馨一の腕を取る。身体からだを寄せてきた。

「な、なんだよ。聞いてるの？」

「聞いている。もっと言ってくれてもよい。なんでも、そなたの言うとおりに従う」

　従う、と言われて、馨一はドキッとした。

「そんな、意見を言ってくれてもいいん、だけど……」

「そんなことはない。そなた、私がこんなふうだから、強情だ、言うことを聞かないと思っているのであろう」

「いや、そんなこと、ないけど」

　ヘンシェルは口の端に笑みを残したまま、まっすぐに馨一を見た。碧みどりの目が南太平洋の朝日を受けてキラキラと光っている。

「自ら選んで、一度この人、と決めた殿方には従うべきだ。どんなときでも」

「そ、それも、シュバルツバルト家の、家訓かい？」

「いいや。私が自分で、決めた」

「自分で……？　そ、そう」

　馨けい一いちはそれだけ言うと、目を逸そらせた。正直言うと、それ以上ヘンシェルの顔を見ていられなかったのだ。自分でもびっくりするほど心臓がドキドキと暴れている。身体からだを密着させているヘンシェルに伝わってしまうのでは、と思うほどだ。

「お、落ち着け、馨一、落ち着け……竹下登、宇野宗佑、海部俊樹、宮澤……」

　歴代首相の名前を呪文のように唱え、顔を思い描く。こうすると急速に興奮状態が醒さめてくるのだ。不慮の事態への対応策には、とても有効な呪文だ。

「何をブツブツ言っているのだ、ケーイチ」

「い、いや、大丈夫、なんでもない……」

　やがて少し心臓の鼓動も治まり、馨一はフーッ、と深呼吸をした。

　海の匂いをかすかに含んだ、しかし乾いた風が鼻孔を通り過ぎた。身体の中が、一瞬でリフレッシュしたような気がする。

「あ」

　馨一が顔を上げると、ちょうど海岸沿いの道が切れるように曲がるところだった。海に突き出したようなその場所からは、正面、左右と三方が海と空に囲まれて、まるで宙に浮かび上がったような錯覚を覚える。

「……きれいな景色だな、ケーイチ」

「あ、うん」

　ヘンシェルも気づいたのだ。歩みを止める。二人は風に髪をなぶられるまま、空と海を見つめた。

　そういえば、以前にもこんなことがあったような気がする。

　いつも通う変哲もない道が、突然魅力的に思えてくる。それはなぜだろう。それはきっと、一人ではないからだ。普段見る風景も、二人で見るからまったく違って見えてくる。違う意味を持ってくる。

「そうだよ」

　馨一は独り言のようにつぶやいていた。

　これはきっ子と通った道なのだ。

　わずか、一ヶ月足らずの間の出来事。腕を組むどころか、手を繋つなぐこともしなかった。馨一が嫌がったからだ。きっ子は小さくて、いつも馨一の目線の下にいた。下から馨一を見上げていた。

『へーか、きょうはいいてんきでありますー』

『きっこはへーかといられたら、それでいいでありますから』

『へーかはほしゅうでありますか？　きっこはまってるであります』

『へーか……』

「何がへーか、なんだよ、まったくもう……」

『へーか、すきであります……』

　馨けい一いちは、ウッ、と言葉に詰まった。少しの間、遠ざかっていたきっ子の幻影が、またすぐ間近に蘇よみがえってきた。まるで、隣にいるのが、きっ子であるかのような……。

「……ケーイチ、そなた、何を考えている」

　ヘンシェルの言葉で、我に返った。

「え？　ああ、ごめん。いいんだ。行こうか」

「きっ子、のことか？」

　歩み出そうとした馨一の足が止まった。ヘンシェルが微笑ほほえむ。

「驚いたような顔をするな。もう一週間もこの島にいるのだ。イヤでもいろいろ耳に入る」

「……そうか。そうだよね」

「聞かせてもらえぬか。その、きっ子のことを詳しく、そなたの口から聞きたい」

　ヘンシェルは言葉を選んでいるようだった。馨一はそこにヘンシェルの誠実さがあるように思えた。

「そうだね。ヘンシェルにも、話さなくてはいけないんだ。そう、思っていたよ。いつからか」

　馨一はもう一度ヘンシェルの顔を見た。ヘンシェルは、小さくうなずいた。

「もう、三ヶ月以上まえのことなんだ。ぼくが偶然、きっ子を発見した。きっ子を、目覚めさせたんだ……」

　そうして馨一はきっ子とのことをヘンシェルに話した。脚色もしなかったが、自分の感じたことも正直に話した。思った以上に、緊張することもためらうこともなく、話すことができた。こんなに素直に自分の気持ちを伝えられたのは、初めてのような気がした。

　ヘンシェルは短くはないその話を、真剣に、全身で聞いているように見えた。

　馨一が話し終わり、言葉が途切れた。

　しばらく沈黙が続いた。しかしそれは、心地よい沈黙だった。

「……そうか。よく、わかった」

　沈黙を破ったのはヘンシェルだった。

「そなたが、なぜそれほどまでに必死に勉強に打ち込むのか。すべて、きっ子を再生させるためだったのだな」

「うん。今はとにかく、ぼくはそれしか、考えてないんだ。ぼくだけでなく、流ながれ山やま先輩や、九く品ほん仏ぶつ部長もいっしょになって努力してくれてる。由ゆ佳か里りさんや、ゆひちゃんや、響織子きようこさんまで、直接、間接に協力してくれているんだ。とてもうれしい、ありがたいことさ。だからそういうみんなの気持ちに応えるためにも、ぼくはもっとがんばらないと」

「いつまで、そうするのだ」

「え？」

「現実的に考えて、あと何年かかるのだ。もしかすると十年、いや、もっとかかるかもしれない。ケーイチ、そなたも自分でわかっているはずではないか。それだけやっても、再生できないことも、可能性としてあるのだろう」

「いや、そんなことはないよ！　いつかきっと、必ずやり遂げてみせる。これだけは……」

「ケーイチ……」

「きっ子は、ぼくたちの……いや違う、ぼくを、助けてくれた。自分を犠牲にして、ぼくの命を救ってくれたんだ。だからこんどは、ぼくがきっ子の命を取り戻す番なんだよ。ぼくの、生しよう涯がいを賭けても」

「生涯……それではそなたの」

「言わないで！　わかってるよ。でも、どうしようもないんだ。……きっ子は、ぼくにいろんなものを与えてくれた。とても大きなものだ。だからぼくは今生きてるんじゃないか、って思うくらいだ。それに、きっ子は待ってる。きっ子のメモリーが、ぼくにはある。それに、生徒会が保管しているけど、ボディーも、ある。いつか必ずきっ子を、安全に、無事に、再生できるはずなんだ。きっ子もぼくを信じて、きっと待ってるんだ」

「きっ子を、再生してどうするのだ」

「どうするって……！」

「きっ子は、アンドロイドなのであろう。どれほどそなたの気持ちが強くても、アンドロイドと、どうやって……」

　そこでヘンシェルは一度言葉を飲み込んだ。迷っているように見えた。馨けい一いちには、次の言葉はわかっていた。

「どうやって、そなたは、未来を、作るのだ」

　そこまで言うと、ヘンシェルは黙った。今度は馨一が話す番だ。

「わかってるんだ。そんなこと。わかりすぎるくらい……。だけど、決めたんだ。バカバカしいって思うかもしれない。普通の人なら、思うよ。アンドロイドと、約束したとか。アンドロイドの気持ちを大切にしたいとか……でも、決めたんだ。ぼくはもう、迷わない。人間か、アンドロイドかなんて関係ない。ぼくは、ぼくのきっ子を、取り戻すんだ……」

　ヘンシェルは馨一の話す言葉を横顔で、黙って聞いていた。しかし最後の一言は、辛そうに見えた。

　もうダメだ、と馨一は思った。

　ヘンシェルが馨一のことを好いていてくれるのは、彼女の言動からわかっている。本当なら、それに応えるのが人の気持ちの王道ではないのか。それに、馨一もヘンシェルが嫌いではない。少々強引で意地っ張りなところはあるが、正義感が強く、気持ちのやさしい、いい娘だと思う。もし恋人にできるなら、得がたい女性に違いない。男なら、誰だれもが馨一をうらやむだろう。

　それなのに、自分はそのヘンシェルを選ばない、と言ったのだ。

　これでいいのだろうか。

　今はいない、そして将来も確証のない、きっ子の再生などのために、もっとも輝かしい未来への道を捨てたのではないのか。

　ヘンシェルのような、一生に一度出会えるかどうか、という女性に好かれているのに。もうこんなことは二度とないかもしれないのに。

　そしてヘンシェルに言われるまでもなく、きっ子は人間ではなく、アンドロイドなのだ。

　馨けい一いちは笑いがこみ上げてきた。

　ぼくは、世界一のバカだな。間違いない。世界一の、バカバカバカ。大バカだ。

　笑ってくれよ。きっ子。

「わかった……」

「……え？」

　ヘンシェルの声に、馨一は思わず振り返った。

「わかった、と言ったのだ。そなたの言葉、信じよう。ケーイチがやりたいと言うのなら、私はついていく」

「え、でも……」

「協力する、と言っているのだ。私は理系も得意なのだぞ。オーストリアでは、郡内一の成績なのだしな」

「ヘンシェル……」

「言ったはずだ。一度この人と決めた男には、とことん従う、とな」

　信じられなかった。しかし、目の前のヘンシェルは微笑ほほえんでいる。すべてを包み込むような微笑。クールな美少女のヘンシェルが、すべてを許してくれそうな天使のように、馨一には見えた。

「ありがとう……」

　馨一が言うと、ヘンシェルは片手を差さし出した。

「そうとなったら、学校へ行かなくてはな。もう遅刻はまぬがれないけれど、な」

「あ！　そうか……ま、まずい！」

「走るか、ケーイチ？」

「うん……いや、このまま歩いて行こう」

　馨一はヘンシェルの手を取った。握られる手のひらと手のひら。

「そうだな。もう遅刻はしてしまっているのだ。ゆっくり、行こう」

　歩き出した馨一は、ヘンシェルと手と手を繋つないでいるというのに、もうさっきほどはドキドキしなかった。隣にはヘンシェルがいる。ヘンシェルの顔の位置は、馨一の顔より少し高かった。

「……ケーイチ」

「うん？」

「ただ……近くにそなたのことをいちばん想おもっている者がいることを、忘れないで……」

「ヘンシェル……わかったよ。ありがとう」

　馨けい一いちはそう言ってヘンシェルの手をグッと強く、握った。

　これでよかったのか。これでよかったんだろうか、ぼくは。これで……。これで。
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「……それではヘンシェルさん、剪せん定ていした花を、剣山に刺してください。……ヘンシェルさん。ヘンシェル、さん？」

　華道部御ご殿てんの広間。放課後を利用して日常の稽古が行われている。

　ずらりと並んだ華道部員の少女たちに交ざって、初めてヘンシェルが華道に挑戦していた、のだが……。

「ヘンシェルさん!?」

　隣にいたゆひが顔を向けるとヘンシェルは正座の姿勢のままばったりと倒れ伏した。驚き、思わず立ち上がる回りの少女たち。

「ヘンシェル!?」

　走り寄ってきた響織子きようこがヘンシェルを抱き起こした。

「大丈夫？」

「あ……ああ。すまぬ。脚が……」

「脚が、痺しびれたのですね」

　いつのまにか由ゆ佳か里りまでが心配して側そばに来ていた。

「貴き公こうら、このような拷ごう問もんにいつも耐えているのか。華道とはアートではなかったのか。それにしても、ヤーパン日本の婦女子は我慢強いと聞いていたが、予想以上のようだな」

「拷問って……」

　ヘンシェルの言葉に、女子部員たちの間に忍び笑いが起こり、やがて吹き出すように笑い声が広がった。ゆひも思わず、口元に手を当ててしまった。

「脚を伸ばして。見せて」

　そんな中、響織子がヘンシェルの脚を気き遣づかった。

「大事無い。このくらい」

「いいから、伸ばして。ほら」

　ヘンシェルの脚をとって、無理にも伸ばそうとする。ヘンシェルも負けて、言われるとおり、床に足を投げ出すかっこうになった。

「まあ、こんなに青くなって……」

　由佳里が言うのと、響織子がヘンシェルの脚に手を伸ばすのとがいっしょだった。

「な、なにをする!?」

「おとなしくしているの。血行が悪くなって、青あざができてるね。このままにしておくと、数日あざが残ったりするのよ」

「日本式の正座は初めてだったのですね。ごめんなさい。膝ひざや脛すねに負担がかかりにくいよう、足の指に少し力を入れるといいのですけれど、お教えしていなかった私たちが悪いんです」

　由ゆ佳か里りも、ごく自然にヘンシェルの脚をマッサージしている。

「そ、そのくらいでよい。あとは、もう、歩ける」

「まだよ。あなたも華道部の部員なんだから、部員は部長や副部長の言うことを聞くこと。つまり、由佳里や私のね」

　響織子きようこはそっけなく言うが、手は休まない。ていねいに、ヘンシェルの脚をさすり上げる。血行がよくなってきた。最後に膝ひざを何度か曲げて伸ばし、くるぶしもそんなふうにする。

「はい、終わり」

　響織子が手を離した。

「……うん。だいぶ、楽になったようだ。……あ、ありがとう……」

　………………

　稽古が終わり、ゆひが当番で花器を洗っていた。

　そこへヘンシェルが来て並んだ。ブラウスの袖そでをまくりあげると、花器の一つを手にする。

「あ、ヘンシェルさんは、二年だから、後片付けはしなくても」

「今日始めたばかりなのだ。貴き公こうよりも後輩であろう」

　そう言うと、ヘンシェルは手早く花器を洗い始める。ゆひもそれ以上は言わず、並んで手を動かし続けた。

「あの……」

「なんだ？」

「さっき、ごめんなさい。ヘンシェルさんが、脚が痺しびれたこと、笑ってしまって」

「かまわない。それより貴公はすごいな。あれほどの拷ごう問もん……もとい、正座ができるのだから」

「あ、慣れです。慣れれば、ヘンシェルさんも平気になります」

　そう言ってゆひはふと思った。慣れるほど、ヘンシェルはこの島に、華道部に長くいるのだろうか。

　しばらく無言で、花器を洗い続けた。

「あの、ごめんなさい。気に障さわらなければ、いいんですけど……」

「質問か？」

「はい……あの……ヘンシェルさんはどうして、あんなに積極的に、市いちヶが谷やくんに、その、アタックできるんですか？　やっぱり、自分に自信があるから……」

「自信など、ない」

「でも」

「いつも、不安と恥ずかしさで、心臓が破裂しそうになる。怖くて、逃げ出したくて、震ふるえがくる。頭の中が真っ白になって何も考えられなくなる」

「で、でも！　あんな……すごいこと、普通できないです……」

「すごいこと、か……」

　ヘンシェルは花器を洗う手を止めた。ゆひを見る。

「虚勢を張ってしまうのだ……つい、いつも」

「虚勢、を……？」

「私は、一人娘だ。シュバルツバルト家の当主となるべく育てられた。どんなときでも、どんな困難にも、正面から立ち向かって、決して逃げてはならないと、教えられてきた」

　ちょっとヘンシェルがため息をもらした。かすかに笑みを浮かべる。

「私とて、かわいいしぐさや、かよわい振りで、殿方の興味を惹ひいてみたい。そうしてひたすら殿方に選ばれるのを待つのが淑女のたしなみだと言うなら、そうもしてみたい。だが、だめなのだ。今さら、生き方は変えられぬ」

「そう、だったんですか」

「それに、生来せっかちな性分のようだ」

　そう言って、今度こそヘンシェルはゆひに笑いかけた。

「貴き公こうは、どうなのだ。まえに、好きな人がいる、と言っていたが」

「え？　あ、あたしは、ぜんぜんダメ、なんです！　その、自分から言うなんて、ぜんぜん無理で……だから、ちょっとうらやましかったんです。でもそんなふうに、ヘンシェルさんも怖いと思いながら行動を起こしてるってわかって、なんだか、すごい驚いたかも……あたし、自分ができないのに、ヘンシェルさんのことを自信家だ、なんて思ってて……ごめんなさい！」



    

  
    
      



    

  
    
      　ゆひが、ヘンシェルに向かってひょこっ、と頭を下げた。

「貴き公こうがあやまることはない……それより、誰だれなのだ。貴公の好きな殿方とは」

「え!?　あ、あの、あの……そんなこと!!」

　ゆひは急にあわてて、まだ濡れた両方の手を顔の前で振って見せた。そして、気づいた。

　以前にも、こんな話を誰かとした。誰かと……。

『ゆひは、だれがすきなのでありますか？』

『きみつであります。だれにもいわないでありますー』

「あ」

「いい。言わずとも、よい」

　ゆひが気づくと、ヘンシェルの笑みはほんの少し、哀かなしげに見えた。ゆひが思い浮かべたビジョンが、まるでヘンシェルにも見えた、そんなふうだった。

「これで、洗い物は全部のようだ」

　ヘンシェルは手をフェイスタオルで拭ぬぐうと、花器の水気もふき取っていく。

「あの、ヘンシェルさん……」

「貴公はこの花器をしまうのであろう。私もそこまで手伝う」

「はい。ありがとう。あの、ゆひ、って呼んでください」

　ゆひはそう言い、拭い終わった花器をヘンシェルから受け取った。ヘンシェルが、ゆひの目を見て、うなずいた。

「ありがとうユヒ、わたしも」

　それからちょっと遠くを見るように、しかし、口には笑みを乗せながら、

「いいものだな。仲間、とは……」

　ヘンシェルがつぶやくのを、ゆひもまた微笑ほほえんで耳にした。



    

  
    
      


４　激闘は慎み深く



　そして仮装大会当日！

　馨けい一いちたちは突貫工事で作り上げた出し物を引いて、会場となる高等部体育館へやってきた。馨一も毎日の勉強を中断して手伝っていたのである。

「これでオレたちの優勝は間違いなしだ。なァ、市いちヶが谷や！」

　流ながれ山やまはもう三日も眠っていないせいで、目の下にはくっきりと不健康なクマができている。九く品ほん仏ぶつも同じようなものだった。

　リオナの生徒会が突如として予定を二週間も早めたため、第二部の仮装コンテストへの参加者たちは恐慌状態に陥おちいった。しかし生徒会に抗議はできず、抗議してもはじまらず、けっきょく、無理に無理を重ねて出し物を間に合わせて来たのである。不眠と過労で、数十人の生徒が僚りよう冶じの保健室にかつぎこまれたという。

「しかし先輩、これ、ウケますか、みんなに」

「いつの時代にも普遍的な人類の夢だよォ！　それをファンタジーの形でかわいく表現してだなァ、そうですよねェ、部長！」

　久品仏は間欠的に頭を上下させるだけだ。よほど眠いらしい。

　馨一はいつもの勉強もしながらの手伝いだったので、流山たちほどではないものの、やはり昨日からは一睡もしていなかった。朝日が目に沁しみる。

　馨一たちが仮装大会の会場、高等部体育館の出場者準備室へと向かおうとする途中、扉の前に張り紙を見つけた。

「先輩、これ！　『今回の“〝ミス仮装大会”〟は、予定を変更し、あらかじめ選出された十名をステージ上で決選投票する形式で行う。なお、十名は……』」

「んゥ？　……なんだってェ!?」

　馨一たちが驚いたのも無理はない。決選投票の対象となる十名の中には、由ゆ佳か里り、響織子きようこ、ゆひ、それにヘンシェルの名前があったからだ。そして、リオナ、黎れい、めぐみの名も。

「先輩、これって」

「んー、これこそリオナの陰謀だなァ。由佳里さんたちを壇上に上げて、否応ない雰ふん囲い気きの中でひどい目に遭あわせようっていう。しかも狙ねらいは、ヘンシェル嬢だろう」

「そんなことになったら、先輩！」

「とにかく市ヶ谷、由佳里さんたちと会って策を練ることだァ！　控え室へ行くぞ！」

　………………

「そうなんです。今朝急に、生徒会の小さい方が華道部の御ご殿てんへ見えて……」

　由佳里が説明する。

「あはは、小さいのって、きっとめぐみのことですね」

「はい。めぐみさんが見えて、この“〝ミス仮装大会”〟に出場するように、と」

　由佳里、響織子、ゆひのほかに、この控え室には、三人の見知らぬ少女たちがいた。ベストテン、ということだから、リオナたちを加えてもまだ余る三人の枠を埋めるために集められたのだろう。

「断ることはできなかったんですか？　当日になって、そんな、急に」

「私たちは、断ろうって、言ったんだけど、ヘンシェルさんが」

　ゆひである。そのあとを響織子きようこが続けた。

「リオナからの挑戦だとわかったのね。挑戦は誰だれのものでも受ける、って」

「ヘンシェルらしい、な。でも、由ゆ佳か里りさんたちは……」

「しかし！　これは明らかに、生徒会長のリオナの罠わなですよォ！」

　言い募る馨けい一いちと流ながれ山やまに、由佳里はにっこりと微笑ほほえんだ。

「いいえ、ヘンシェルさんだけを一人で行かせるわけにはいきません。私たちは同じ華道部の部員です。何かがあるとしたら、なおのことごいっしょするのが、仲間ですものね」

「由佳里さん……ありがとうございます。ヘンシェルは、ああ見えて本当はすごく無理してるところがあるから、いっしょにいてくれて助かります。ところで、ヘンシェルは？」

　そうなのだ。さっきからヘンシェルの姿がない。

「外を見てくる、って言って、さっき出て行ったんだけど」

　ゆひの言葉に、流山が時計を見た。

「しかしもう時間がないぞ、市いちヶが谷やァ！」

「ぼく、捜しに行きます！」

　由佳里に小さく挨あい拶さつをして、馨一は控え室を飛び出した。あとを流山と九く品ほん仏ぶつが追う。

「なあ、市ヶ谷ァ、これはけっこうチャンスかもしれんぞ」

　走りながら、流山が言う。

「チャンスって、どういうことです、先輩？」

「つまりだァ、みんなのまえでヘンシェル嬢をやっつけようとしているリオナの思惑は、諸刃の剣だって、ことだ。逆にヘンシェル嬢が勝てば、リオナも観客の手前それ以上手出しはできないだろうからなァ」

「でも、そう簡単に勝てるとは思えないですよ。リオナたちのことだから」

「ヘンシェル嬢一人じゃない。由佳里さんたちがついてる。リオナの思い通りにはすんなりといかないはずだろォ。だがな、オレたちもいざっていうときのために準備しなくちゃならんぞ！」

「準備って？　ぼくたちが、何を」

「まだわからんがなァ。リオナとヘンシェル嬢の一騎打ちになったら、チャンスだァ！」
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　ヘンシェルは控え室を出ると会場のほうへと歩いていた。

　とくに目的があったわけではない。廊下には誰もいなかった。しばらく行くと、大きな防音扉があった。

　そっと扉を開ける。そこは二階のギャラリー席だった。見下ろすと体育館の一階はすでに無人のパイプ椅い子すで埋まっていた。その向こうには、ステージがある。

「うん？」

　ステージには数人の生徒たちがいた。それに、両手でかかえるくらいの大きさの段ボール箱が何個も。どうやらその箱をセッティングしていたらしい。

「あれは、今朝ほどの……確か」

　ステージの上の一人は巣す鴨がもめぐみだった。めぐみが三人の女子生徒になにやら命じているのだ。ヘンシェルは耳を澄ます。

「……いい？　あなたたち手品研究会の腕の見せどころよ！　全員がカードを引いて見せたら、素早く数字の紙を箱に貼はるの！　だからどのカードを引いても、あの女に行くのは、この箱よー！」

　めぐみは得意そうに、足元の箱を指差さした。

「ハァン……そういうことか」

　ヘンシェルは察した。

　おそらく、あの女、というのはヘンシェルのことだろう。そしてステージに上がってカードを選ぶと、どの数字であろうと同じ段ボールを選ばされるようになっている。

「そろそろ時間ね。引き揚げるわよー！」

　めぐみはステージから降りて撤収しようとした。と、振り向くとそこには……

「ごくろうさま」

「わああああああー!!」

　目の前にヘンシェルがいたのだ。

「何か、やっていたように見えたが」

「こここここ、これは、仮装大会のステージのセッティングよー！　別に、やましいことなんか、ぜんぜん、やってないんだからー！」

　めぐみは大汗をかいてパニックに陥おちいっていた。なにしろ目の前には、罠わなにかけようとしている張本人のヘンシェルがいるのである。

「ウソ!?　本人よー！　まずいわ！」

　女子生徒たちは、ヘンシェルに穏やかだが鬼気迫るものを感じて、いっせいに逃げ散ってしまっていた。もうヘンシェルとめぐみの一対一である。

「何か、手伝おうか、私も」

「い、いえいえいえいえ！　ダメー！　参加者には秘密になっているからー！　あー、ちょっと！」

　勝手にステージの上へ上がろうとするヘンシェルを、めぐみが必死に押し留とどめる。

「ん、じゃあ、そこに並んでいる箱でも片ずけよう……」

「あー、ダメー！　あ、あなただけいろいろ見たら、不公平になるで……あー!!」

　必死で言い訳を考えるめぐみだったが、振り返るともっと恐ろしいことになっていた。

「この段ボール箱を、運ぶのではないのか？」

　ヘンシェルがステージ上の段ボール箱を一個、勝手に持っているのである。あきらかに、例の段ボール箱だ。

「あー!!　その箱、動かしちゃダメー！　じゃなくて、段ボール箱は、ええと、いま触っちゃダメなのー!!」

「そうなのか。じゃあ、ここに置く」

　ヘンシェルは手にした段ボール箱を手近な場所に置いた。

「どうやら、じゃましたようだ。すまなかった」

　ヘンシェルはしかしそれ以上は何をすることもなく、めぐみに声をかけるとゆうゆうと体育館を出ていった。残されためぐみは大きな息を吐いた。

「ふーっ!!　なによー、あいつ。もう、驚いたわよー。でも、この仕掛けには気づかなかったみたいね。よかったー！」

　そしてヘンシェルが運びかけた段ボール箱を元へ戻す。

「これでよし、と。これでリオナさまと、あの女の決着は、誰だれもが見ているまえでばっちり、つくはずねー！　そうだ。さっき勝手に逃げたあいつら！　リオナさまに言いつけて罰を与えてもらうからー！　見てなさいよー！」

　めぐみ的にはたいへん満足したようすで、腕組みすると鼻息荒くうなずくのだった。

　………………

「……あ、ヘンシェル！」

　そうして体育館から出てきたヘンシェルを、馨けい一いちたちがようやく見つけたのはミス仮装大会の入場が始まる寸前だった。

「ケーイチ！」

　馨一を見ると、ヘンシェルが笑顔で駆け寄ってくる。

「ヘンシェル、大丈夫なのかい。きっとなにか仕掛けが……」

「心配してくれたのかケーイチ。うれしいぞ。だがそれには及ばぬ。この勝負、見えた」

「見えた、って」

「貴き公こうらも、安心して見ているがよい。あとで会おう！」

　ヘンシェルはクルッ、と腕を馨一に回すと、顔を寄せ、頬ほおに小さくキスをした。驚く馨一が何か言う前に、素早く離れ、ウインクをする。そのまま飛ぶように走り去った。

「あ、ちょ、っと……」

　馨一はもう小さくなってしまったヘンシェルの後姿を、呆ぼう然ぜんと見送るだけだった。そして隣にいる流ながれ山やまと九く品ほん仏ぶつに気づいて、ハッ、とする。

「いや、あの、先輩！　部長！　その……」

「……何だか、かわいくなってないか、前より。ヘンシェル嬢……」

　呆然としているのは馨一だけではなかったようだ。

「そうですね。かわいい、と思います」

「……可か憐れんだ」

　九く品ほん仏ぶつがボソッ、とつぶやいた。
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「先輩、そろそろ時間ですね」

　馨けい一いちは流ながれ山やまや九品仏とともに、体育館の一階客席にいた。ヘンシェルとめぐみの一件があってから、約十分後のことだ。すでに客席は一、二階とも満席。そのほとんどが男子生徒である。

「リオナのヤツ、何を考えてるか知らないが。オレたちは由ゆ佳か里りさんたちを守るぞォ、最後までな！」

　隣の九品仏も腕組みしながらうなずく。馨一は少しホッとした。

　やがて、ステージ上に司会者とおぼしき男子生徒が上がった。おそらく生徒会の者だろう。マイクで話しかける声は、スピーカーから割れた音となって体育館に響いた。よくある前口上のあと、本題に入る。

「では、仮装大会第一部の華！　“〝ミス仮装大会”〟、上位入賞者の発表でーす！　みなさん、拍手～！」

　ステージの幕がスルスルと持ち上がる。その向こうには、十人の美少女が均等な間隔で並んでいた。

「おーっ！」

「かわいー！　っていうか、由佳里さーん！」

「ヘンシェルちゃーん！」

　ほとんど男子生徒ばかりの客席から野太い声の歓声が上がった。

「やっぱり！」

　顔ぶれを見て馨一は声を上げた。十人の中心にはリオナが、傲ごう然ぜんたる表情で立っていたのだ。その隣には黎れい。そしてちゃっかり入っているめぐみ。司会者が入賞者たちをそれぞれ紹介した。

　端から、由佳里たちが控え室で会った少女たち。中央にリオナをはじめとする生徒会の面々。そして華道部の、由佳里、響織子きようこ、ゆひ。ヘンシェルは反対側の端に置かれている。

「リオナのヤツ、なんか自信たっぷりな顔してるけど」

　馨一が不安になる中、司会者は得意げにプログラムを進行していく。

「この壇上に上がっていただいたのは、事前に全校生徒に実施した人気投票で高い票を獲得した、いずれ劣らぬ美少女の皆さんがた十人です！　さあ、今日はこの会場の皆さんの投票で、さらに、ベストワンを決めていただきます！　が！　そのまえに！」

　なかなか期待を持たせるうまい進行である。観客はステージの上の可か憐れんな彼女たちを見つめて、司会者の次の言葉を待った。

「十人もの美少女の皆さんにお集まりいただいたんですから、ここで一つ趣向を凝こらし、今回、特に私どもが素晴らしいコスチュームを用意いたしました！　今からカードをひいてもらいます。そして、出た番号の箱を渡しますから、中に入っている衣装に着替えてもらいましょう！」

　司会者の言葉に、会場は一気に盛り上がった！

「うおー！　生着替えですかー！」

「たまらぬー！」

　客席の熱狂とは対照的に、ステージの上ではゆひが不安をこぼしていた。

「着替えだなんて、どうしよう……」

　助けを求めるように横を見ると、響織子きようこはいつもどおり飄ひよう々ひようとした態度を崩くずさない。その向こうでは、由ゆ佳か里りが微笑ほほえんでいた。何かゆひに言っている。その口の形は、だいじょうぶですよ、と見えた。

「由佳里さんはそう言うけど……響織子さんは、自分に自信があるからよね。私、イヤだなあ……」

　すると反対側から、ヘンシェルが声をかけた。

「心配するには及ばぬ」

　意外なほどやさしげな声。そして表情だった。

「は、はい」

　ゆひは不思議と気持ちが落ち着くのを感じた。

　その間にも、手品研が扮ふんするアシスタントの女子生徒がカードを参加者全員に引かせていく。全員が引き終わったところで数字の書かれている表側を観客に見せ、それと同じ番号の箱を、またアシスタントが本人の元へ持ってくる、という趣向だ。

「めぐみ！　ぬかりはなくて！」

「もちろんです！　リオナさまー。あ、ちょっと……」

　言い切ってめぐみは、作業の途中、ヘンシェルの邪魔が入ったことを思い出した。

「ちょっと、何？　何かあったのではなくて!?」

「い、いえ、ないです。完璧ですー！」

　めぐみはあわてて言う。ほころびは修正したのだ。なにも危惧することはない。ない、はずなのだが。

「えー、有う楽らく町ちようリオナさん！　生徒会長です。お美しいですねー！　３番！　リオナさんは３番です！」

　番号が発表されると、アシスタントが箱を持ってくる。が、最初から箱に番号が貼はられてるわけではない。置かれていた箱を持ち上げ、クルッと返すと、いつの間にか、箱の床に接していた面に番号の紙が貼られている。観客も参加者も、そこで箱がカードの番号に対応していることを知る、というわけである。そして言うまでもなく、これは生徒会に動員された手品研の技わざによるものだった。

「番号が出揃そろい、それにあわせた箱も行き渡りましたね！　ではお待ちかね、仮装タイムでございます！」

　観客を煽あおるような軽薄な司会とともに、病院などで使われるついたてがずらりとステージの上に上げられた。ちょうど鉤かぎ型に二方向を覆うついたてが、各参加者の前に置かれる。参加者はそれぞれ半分個室のようなところで、着替えをするわけだ。

「ついたてがあるといったって、ステージの上で着替えをさせるなんて！」

　馨けい一いちは憤いきどおったが、観客席の勢いもあってもう止めようがない。

　そしてステージの上では、各人各様の混乱が巻き起こっていたのだ。

「イヤだなあ。でも、もうやるしかないよね。え？　制服はこの籠かごに入れるんですか。あ、はい……」

「もう、箱を開けてもいいですか？　まぁ……これは」

「まあまあ、っていうところね」

　華道部のゆひ、由ゆ佳か里り、響織子きようこの反応である。対して、

「な、何なの、これは！　めぐみ！　あなた何をやっているのよ！」

「ええー！　なんでー！　これ、華道部のほうにいくはずの衣装なのにー！」

「……」

　リオナ、めぐみ、黎れいの三人には、明らかなハプニングが起こっていた。

　しかし、もう衣装を着ないわけにはいかない。すでに脱いでしまった制服は、手際よく片付けられてしまっているのだ。衣装を着なければ、下着姿のままステージ上に取り残される。これもまた、無理矢理衣装を着せるための策謀だったのだが。

「では！　全員着替え終わりましたでしょうか!?　いいですか？　ついたてを外しますよー！　それ！」

　そしてついたてがいっせいに外されると、客席はまた違ったどよめきに満たされた。

「わー、すげー、かわいー！」

「美しいー！」

「な、なんだ、ありゃー!?　うぷ！」

「あははは！」

　悲喜こもごも、であった。

　それぞれ十人の少女たちが、いつもの制服とはまったく異なった衣装を身にまとっている。それだけでも少々刺激的なのだが、問題は各人の衣装だった。

　生徒会でも華道部でもない三人には、それぞれ、時代劇に出てくる町娘、ＳＭの女王のようなボンデージ、バレリーナというバラバラのいでたち。

　そして華道部の面々はといえば、

「これは、看護婦さんですね。すてきです！　小さいころは、看護婦さんになりたかったんです。今なら、看護師というのでしたか」

　と、由佳里。

　ひざ上二十センチ近いミニスカートで、足元は白のストッキングにやはり白のサンダル。長い髪はまとめて、てっぺんにナースキャップをつけている。小道具としてボードに留とどめたカルテ、というのも心憎い。

「あの、これって、神社の……」

　巫み女こがゆひだった。手には祓種はらえぐさ、という芸の細かさ。

「婦人警官よね。まあいいかな」

　と言うのは響織子きようこ。やはりスカートがミニ丈なのは主催者の趣味か。駐禁取り締まりの、先にチョークのついた棒が小道具のようだ。

　三者三様。しかしそれなりになんとかなっている華道部に比べ、生徒会のほうはまったくおかしなことになっていた。

「何でー！　何であたしがこれなのー！」

　わめいているのはめぐみだ。

　そのかっこうは、幼稚園児そのものである。スモックのようなワンピース。ひも付きの黄色い帽子、赤いランドセル。なぜか奇妙に似合っているが。

「何、これ……」

　黎れいは教会のシスター姿だった。手にはもちろん十字架。

　そして、問題のリオナは、

「誰だれがこの衣装を私のところへ持ってきたの！　お、おぼえてなさい！」

　フードがついて頭まですっぽりと覆う全身タイツ。その頭には皿のようなものがついており、背中には甲こう羅らまで。もちろん全身緑色、といえば……。

「カッパ？」

「……だよね。カッパって、今かっこいいんだっけ？」

「リオナが、カッパ……」

　一瞬、客席が沈黙した。そして、やや遅れて笑いの大波が襲ってきた。

「どーっ！」

「ぎゃははは！　な、何だあれー！」

「か、カッパだよ、カッパー！」

「リオナさーん、ある意味かわいー！」

　しかしあらゆる言葉もリオナの気持ちを逆撫でしまくるものでしかない。

「めぐみ！　この失態はどういうこと……ぶっ！」

　顔から炎が迸ほとばしりそうな形相で、リオナはめぐみを睨にらんだ。しかしそのめぐみもまた、マヌケな幼稚園児の格好なのだから、思わず吹いてしまう。

「も、申し訳ありません～！　きっと、途中ですりかえられたんですー。あの女にー！」

　そこまで言ってはじめて、めぐみもリオナの姿を目まの当たりにしていた。

「り、リオナさまー、な、なんだか、でも、お似合いですー」

「バカ！　めぐみ！　おまえはヒラの風紀委員に降格よ！」

　そして、キッ！　とヘンシェルを睨んだ。

　そして当のヘンシェルはというと、

「これは……メイドか？」

　まさしくゴシックロリータ調の、メイドコスチュームだった。

　紺を基調にしながらも、袖そでや裾すそ、襟えりぐりにふんだんにあしらわれたレース。大きく開いた胸元。スカートは超ミニのフレアで髪にはレースのカチューシャ。足元は編み上げのサンダルという、趣味がいいのか悪いのか、戸惑うセンス。小道具として丸いトレーまでがセットされていた。

「メイドなら我がシュバルツバルト家にも大勢いるが、だいぶ違うような……」

　あまりの結果に、おののいていたのは司会者だった。生徒会からの息がたっぷりかかっている手前、リオナの惨状をどう言い表したものか、わからないのである。

「さ、さあ、みなさん、衣装の着替えが終わったようですが……う、うぷぷ！」

　看護師、巫み女こ、婦人警官、町娘、メイド、幼稚園児、シスター、バレリーナ、ボンデージ、そしてカッパ。こうなるとリオナが本来着るべきだったコスチュームはいったいなんだったのか。それもまた謎である。

　そして馨けい一いちたちも、あまりの成り行きに唖あ然ぜんとしていた。

「ど、どうなってるんでしょう」

「わからんが、どうやらヘンシェル嬢がリオナの鼻を明かしてやったことだけは確かみたいだなァ」

　ステージの上から、ヘンシェルは馨一を見つけるとウインクして見せた。

　トリックは簡単である。

　ヘンシェルはめぐみとやりあった際、箱を入れ替える途中のように見せかけてそれを中断した。めぐみはだからその箱をもとあった場所に自分で戻し、元通りになったと思ったのだが、すでにすべての箱は取り替えられていたのだ。

　めぐみは自分で最後に手を下して箱も直したので、いかにもヘンシェルの介入を排除した、と錯覚したのである。

　恐るべきはヘンシェルの早業、そしてどうどうとそれを行う度胸と冷静さ、だろう。

「あー、みなさん！　いろいろと混乱しておりますが、ここで決選投票を行います！　お手元の投票ボタンを押してください！」

　ついに収拾は無理だ、と見た司会者が、決選投票を強行する策に出た。興奮で野次の飛び交う客席は、それでも文句を言いながら投票したようだ。リオナやヘンシェルたち参加者の背後に設けられた電光カウンターがランダムな数字をフラッシュで映し出す。

「これで！　これでようやく終わりね。せめてうさを晴らしてくれてよ！」

　リオナがカッパスーツを着せられながらも、すべてを放り出してステージを降りなかったのは、最後の投票があるからだった。せめて、投票一位にならなければ、恥のかき損である。しかし、カッパの姿で一位というのも、はなはだしくナンではあるが。

「出ました！　ん……？」

　投票結果が各自の背後に数字で表されている。その結果……。

「リ、リオナさん、ヘンシェルさん、五百六十票の同点一位です！」

「えええー!!」

「ほお」

　そして再び叫きよう喚かんに包まれる客席。

「どういうことなの、めぐみ！」

　カッパのリオナが幼稚園児のめぐみに問う。

「わ、わかりませんー。組織票で過半数以上は押さえてあったはずなんですー」

　つまりここでも生徒会の組織が動き、最初からリオナに票が集まる予定だったのだ。

　ヘンシェルや由ゆ佳か里りたちに合法的に恥をかかせた上、涼しい顔でリオナがトップを取る。これが筋書きだった。

　ところがそれは大いに狂った。

　リオナのカッパ姿などで会場は大荒れとなり、組織票として固めてあった学生たちも、箍たがが外れたように好き勝手に投票してしまったのである。

　結果、リオナとヘンシェルがなんと同点。僅きん差さで由佳里。やや離れて黎れい、響織子きようこ、ゆひ。続いて一般の女子生徒三人。そして最下位は察しのとおり。

「あたしが最下位なんだー！　あーん！」

　と、めぐみ。いちおうベストテンというだけでもよしとすべきではないだろうか。それとて、組織票で操作されていた疑いは十分にあるのだが。

「こういうときは……どうすればいいんでしょうかねえ」

　すっかりうろたえた司会者は、すでにイベントをコントロールできなくなっている。このまま投げ出すように閉会か、と思われたそのとき、だ。

「それなら、一対一で勝負してくれてよ！」

「ならば一対一で勝負を！」

　リオナとヘンシェルが同時に叫んだ。

　同時に、客席から熱狂と歓声がこだました。

「いじめてやるー！　いじめてやるわ！　この恨み、必ず晴らしてくれてよ！」

　カッパ姿のリオナが全身から復讐の炎を照射すれば、

「私はどんな挑戦でも必ず正々堂々と受ける！　それがシュバルツバルト家の伝統なのだからな」

　ヘンシェルも受けて立つ。

「あの、じゃあ、どうやって、進行しますか。出し物は……」

　完全に我を失う司会者。

「だったら、こうしてもらおうかァ！」

　急に舞台の袖そでに飛び出してきたのは、流ながれ山やまだった。そして九く品ほん仏ぶつの姿も。

「まあ、流山さん？」

「九品仏部長も……！」

　驚く由佳里にゆひ。その姿はナースと巫み女こである。

「せ、先輩!?　え、え？　いつの間に！」

　まだ客席にいた馨けい一いちが、唐突にステージに現れた流ながれ山やまたちに戸惑ったのも当然だった。

「なにをする気なんです、先輩！　部長！　ええい、ぼくも行くしか……！」

　ステージの上では、突然の闖ちん入にゆう者しやに、司会者は今度こそやけくそ気味だ。

「あなた方は……ああもういいです！　なにか発案があるなら、言ってください！」

　完全に投げている。ついでにマイクも渡してしまった。マイクを受け取った流山は、自信たっぷりに話し始めた。

「一対一の対決。けっこうだァ！　しかしここは、平和裏にやってもらいたい。そうじゃないかァ、みんなァ！」

「うおおおお！」

　流山が会場を煽あおる。怒号のような声が返ってきた。流山はどうやら、アジテーターとしての才能もあるようだ。

「そこで、リオナ生徒会長と、ヘンシェル嬢にはゲームをやってもらうゥ！」

「ゲームって、何のゲームなのよー！」

　幼稚園児のめぐみが詰め寄る。いつもの説得力のない発言も、これではなおさらである。

「私はなんでもよい。どんなゲームでも受けて立つ覚悟はある」

　ヘンシェルは剣を引き寄せる。剣を持ったメイドというのも、また……。

「だったら、やってもらうゲームはァ！　借り物競争だァ！」

「借り物……」

「……競争？」

　一同が一瞬唖あ然ぜんとして硬直する。

　もちろん借り物競争とは、お題をいくつかいただき、それに見合った品物を誰だれかしらから借りてきて揃そろえたものが勝ち、というゲームだ。

「借り物競争……すてきです！」

　瞬間、真っ白になった全員の頭は、由ゆ佳か里りの一言で我に引き戻された。

「まあ、もう何でもよくてよ！　そっちがやるなら、こっちも受けて立ってよ！」

　リオナが叫ぶ。

　客席も再び勢いを取り戻し、借り物競争断固支持、を叫び出す始末だった。

「借りてくる品物だけど」

　婦人警官の響織子きようこが言う。

「それなんだが、ここは公平を期してェ……」

「はい。書いておいたわよ。わたしと、彼女で」

　響織子が指差さすのは、シスター姿が妙に似合う黎れいだった。

「……これ」

　黎がメモ用紙を差し出す。

「私と彼女が、三つずつ品物を思いつくままに書いておいたのよ。それを、こうして折って……あとは封筒にでも入れてシャッフルして、二人に引かせれば、公平じゃない」

　素早い手際だった。無駄を嫌う響織子きようこらしい。隣にいた黎れいまで使うというのが際立っているではないか。

　確かに、こうして両陣営から品物を出し合い、しかもそれをシャッフルしてしまえば誰だれが何を引くかわからない。自分のほうに有利な品物を書いたとしても、相手側がその借り物メモを引く可能性だって二分の一あるのだ。無茶なものは書けない。

「すばらしいィ！　響織子さん、さっそく使わせていただきます！　じゃあ、封筒に入れて、これでわからない。さァ、引いて。そして、三十分以内に、この会場に品物を持って戻ってくること！　サポートするのは自由だが、必ず本人が品物をゲットすること！」

　六枚の封筒はすぐにリオナとヘンシェルによって三枚ずつ引かれた。

「よおおし！　スタートォ！」

　笛こそないが、いっせいにスタートである。

　わああああ！　歓声と怒号が客席に沸き起こった。

　二人は同時に、一枚目の封筒を破った。

「女性用襟えり巻き……なによ。楽勝じゃない。購買部へ行くわよ！」

　リオナが勝ち誇った顔を早くも見せた。一方のヘンシェルは、

「レコード針。そんなものがまだ売っているのか？」

「いや、最近はもう全部ＣＤだよ。くそ、これは難しいぞ」

　リオナはもうスタートしている。めぐみや黎を引き連れて、購買部へ走っていってしまった。

「いちおう、購買部で聞いてみよう！」

「うむ、ケーイチ、先導してくれ」

　ヘンシェルは馨一に従って購買部へ急ぐ。

「私たちも、心当たりを探しましょう」

　由佳里が言い、響織子、ゆひらが手分けして探すことになった。流山と九品仏も続く。

　仮装大会第一部はいつのまにか生徒会のリオナと、華道部、発明部を代表したヘンシェルの一騎打ちという、とんでもない局面に変わってしまっていた。



    

  
    
      


５　強行借り物作戦



　購買部には、先にリオナたちが着いていた。

「ホホホ！　今どきレコード針なんて、売っているわけがなくてよ！　黎れい、いい物を書いたわ」

「そんなこと、わかるもんか！　すいませーん！　あの、レコード針って、まだありますか？」

　馨けい一いちが尋たずねる。男の店員、じつは馨一と同じ学生のアルバイト、は笑顔で言った。

「ああ、ありますよ」

「なんですってー！」

　大声を出したのはリオナだった。

「この島では、本土じゃジャンクになったような年代モンがまだまだ現役だったりしますからねえ。ステレオなんて４チャンネルが二割くらいあります。カラオケなら８トラック。選曲速くていいですよ。あとこれ、知ってます？」

　店員が出して見せたのは、普通のカセットテープを二倍くらいにしたものだった。冗談のような、ディスプレイのための作り物のように見える。

「ええと、これって……」

「おおッ！　エルカセットだァ！」

　馨一が逡しゆん巡じゆんする中、横から口を挟んだのはもちろん流ながれ山やまである。

「エルカセット？」

「おお、当時はカセットテープの音質が悪くてなァ。オープンリールがマニアには主流だったんだ。が、オープンリールは扱いが面倒だ。そこでオープンリールのテープの太さのまま、カセットにしちまったのがエルカセットよ！」

「お客さん、詳しいですねえ」

「先輩、いったい何歳なんですか……」

　無事、レコード針が手に入った馨一たちは、次の封筒を開けた。一つの封筒に書かれている物がコンプリートしない限り、次の封筒を開けてはいけないのがルールだ。

　ヘンシェルが封筒を開け、馨一に見せる。

「ヘラクレスオオカブトムシ！　こんなもの、この島にいるわけないよ！」

「ヘラクレス……そんなカブトムシがいるのか？」

「ああ。世界最大のカブトムシさ。ボルネオ島やジャワ島に主に生息しているんだ。いくら南の島だからって、なんでもいるってわけじゃないんだぞ！」

「やられたなァ市いちヶが谷や、これは、あの黎の字か？」

「わたしの字よ」

　ひょい、と顔を出したのは婦人警官の響織子きようこだった。
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「ない？　何で襟えり巻きがないの!?」

「そう言われても、こんな常とこ夏なつの島で襟巻きなんて誰だれもしないから」

　こちらはリオナ一行である。女物の襟巻き、と見て、楽勝と思い込んだのが間違いであった。真冬でも最低気温が二十度以上はある夷い皇おう島じまでは、襟巻きなど誰もしない。ゆえに購買部も仕入れない。で、ない。

「ストールもショールもないの？　この際、襟巻きのように見えれば何でもよくてよ！」

　リオナは言うが、それらも基本的に防寒のためのものである。やはり夷皇島では売っていない。

「簡単そうに見えて、探そうとするとない。盲点をついた出題ね。頭のいい上うえ野の響織子きようこの考えそうなことだわ」

「……それ、私が書いた」

「黎れい、あなたなのー！」

　どうにもお互い出題が錯さく綜そうしているようである。

「とにかく！　ないなら作りなさい！　そこにあるニットを切って繋つなげて、襟巻きを作るのよ！」



　　　＊　＊　＊



「響織子さん、ヘラクレスオオカブトムシなんて、この島にいませんよ」

「いない虫を借り物メモに書くのは、相手に渡ったとしてもフェアじゃないのではないでしょうか」

「あのォ、由ゆ佳か里りさん、虫っていうか、昆虫とォ……」

　みんなの意見がどうどう巡りする中、由佳里は変わらず飄ひよう々ひようとしている。

「この島にいないカブトムシなら、私の負けなのか、ケーイチ」

「いや、もともといないのなら、この問題自体無効になって、再出題ってことになるんじゃないのかな」

　しかしその問題を黎れいにでも出されたら、それも困ったことになるだろう。

「響織子さん」

　ゆひだった。次第に集まる視線をものともせずに、響織子が言った。

「ヘラクレスオオカブトムシなら、いるわよ」

「どこに、ですか？」

「生物研究室に標本があるのよ。別に“〝生きたヘラクレスオオカブトムシ”〟とは書いていないのだから、大丈夫よ」

「なあるほどォ！」

　一同、大いに納得した。
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「めぐみ！　次の借り物メモは何!?」



    

  
    
      



    

  
    
      　今や襟巻きをしたカッパ、となったリオナが言う。

　けっきょく、夏物のニットを切り裂いて繋つなげ、怪しげな襟えり巻きを作ってしまったのだった。借りることができなければ作ってもいいのだろうか。謎である。

「ええとー、次の借り物はー……」

「……タバコとライター」

「ずいぶん簡単なものね。あっ！」

　そう。リオナも気づいたのだ。タバコとライター。どこにでもありそうだが、少なくともここ、高等部の購買部にはない。となると、歩いて二十分ほどもある大学の購買部へ行かなくてはならないのか。

「荒あら先生がいるわ！　荒先生の保健室なら、ここからすぐよ！」

「ナイスですー、リオナさまー！　今すぐ行きましょう。ゴーですー！」

　カッパ、幼稚園児、それにシスターの三人組が校舎をあわただしく走っていく。リオナと知らずに大笑いし、風紀委員に連行される生徒もいた。

「……タバコ？」

「ハァ、ハァ、そうですわ、荒先生。すぐに返しますから、貸してください！」

「ないよ」

「何をとぼけて！　現にくわえているのじゃなくて！　え、え？　それ、は……？」

　僚りよう冶じが口に銜くわえたのは、禁煙パイプだった。

「だから言ったろう。禁煙してるんだよ」

「じゃあ、ここには、タバコは？　ライターは？」

「おれは徹底してやる主義なんでな。全部捨てたよ」

「何ですって！」

　真実、目の前が真っ暗になるリオナだった。

「リオナ、こうなったら……」

「……しかたないわね。高等部でもぐりの喫煙者を捜しているほど時間はなくてよ。ここの教員は皆タバコを吸わないから、教員室の空気がきれいでいいと思っていたのに……誰だれか一人くらい吸いなさいよ！　バカ！」

　メチャクチャな言い分であった。

「リオナさまー、大学まで走りますかー？」

　幼稚園児姿のめぐみが背中のランドセルを揺らして走る真ま似ねをした。

「走っても往復三十分はかかるわ。めぐみ！　自転車部から自転車を借りてくるのよ！　今すぐ！」

「は、はいー！」

　その後、今度は自転車に乗ったカッパ、幼稚園児、シスターが高等部から大学への道で多くの生徒たちに目撃されたという。
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「貸すだけだよ。ちゃんと返してよね」

「はい。ありがとうございます！」

　生物研究室の教師に頼んで、馨けい一いちたちは無事、ヘラクレスオオカブトムシの標本を借りることができた。

「大きいな」

「高そう。っていうか、偉そうねー」

　確かに高価なものなのか、アクリルのケースに入っている。カブトムシの体長は十五センチはありそうだ。

「ともかく、これで二つ目の品物がそろった。ヘンシェル、最後の封筒を開けて」

「うむ。これは……」

「なになにィ？　マイル・ア・ミニッツ・ヴァインの花ァ？　なんだこりゃあ」

　植物にはまったく造詣のない流ながれ山やまが首をかしげる。

「あまり聞いたことのない花、ですね。響織子きようこ、これもあなたが書いたのですか？」

「いや。これは私じゃないな。黎れい、彼女ね」

「とすると、一筋縄じゃいかないところにある、のか」

　全員が考え込む。ともあれ、その花を特定することから始めなくてはならない。まずは購買部の花屋で聞いてみよう、ということになった。

「……ヴァインの花ですか。うちは仕入れてないですねえ。亜熱帯の花だけど、そもそも荒地に咲く雑草って感じの花ですから。売れるようなものでもないし。大学の購買部へ行っても、ないと思いますよ」

　さっそく訪れた花屋では、落胆するような答えが返ってきた。

「そうなんですか」

「あ、ほら、この花ですよ」

　店員が大きな図鑑を広げて、写真を見せてくれた。そこに載っていた花は、白くて小さなカズラのようだった。一分間に一マイルも育ってしまう、そんな意味からつけられた、多年生のつる植物らしい。

「あ！　この花……」

「どうしたの、ゆひちゃん？」

「どこかで、見たことがあるの。うーん、どこだったかな……」

「思い出してください。ゆひ」

「……確か……あ！」
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「ハァ、ハァ、で！　次は何なの！　もう時間がなくてよ！」

　猛スピードで自転車をこぎ、大学購買部までの距離を往復してきたリオナが、息を切らしながら声を上げる。

「ヘェ、ヘェ、はいー。ええと、次はですねー……うわあ！」

「なに!?　何なのよ、早く、お言い！」

「は、はいー。あの、『それは噴き出すマグマのように（初回限定豪華パッケージ、ヒロインフィギュア付き）』らしいです」

「はぁ？　それは何!?」

「ＰＣのゲーム……マニア対象。限定パッケージは千個くらいしか作られていないし、この島で買うなら、通販でも利用しないと」

　黎れいが言う。なぜかこういうことにも詳しいようだ。

「どうしましょー、リオナさまー。売っていないのなら、片端から聞いて回るしかないですよねー」

「そんなことをしていたら時間切れよ！　もう十分も残っていないのよ！」

「じゃあ、負け……あ、痛いですー」

　めぐみの黄色い通学帽がずれた。リオナが殴なぐったのである。

「バカ！　軽々しく負けるなんて言わないの！」

「あそこへ行けば、もしかしたら……」

　黎がつぶやく。カッパのリオナが詰め寄った。

「黎、あそこって、どこなの!?」
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「ここです。あそこに咲いているのが、ヴァインの花じゃないかな、と思うんです」

　ゆひが一同を連れてきたのは、華道部の御ご殿てんから高等部校舎へ至る通学路、海に面した道の途中だった。

「ここ、は」

　ヘンシェルがつぶやいたのも無理はない。そこは道が海に向かって突き出しているカーブ。ちょうど数日前、ヘンシェルと馨けい一いちが登校の途中、海を見ながら話したところなのだ。馨一ももちろん気づいていた。

「どこに、その花が？」

「あ、ほら、あそこ。よく見てください。こっちから」

　道を外れて、さらに突端へと歩く。そこは完全に崖がけになっていた。そして上から見下ろすと、崖と海の間に、確かに花が咲いている。

「あれは……！」

「あれだ！　ヴァインの花だ！」

「で、でも……あれじゃァ！」

　誰だれもが思った。あれでは取れない。

　崖のある部分はちょうど小高い丘になっていて、海面までは二十メートルはあるだろう。普通のビルなら、六、七階の高さである。岩石質の崖なのだが、おそらく風で運ばれてきた土が溜まったのだろう、途中に草の生えている場所があった。そこにヴァインの花が数株、植わっているのだ。

「降りて行こうにも、このあたりは砂浜がないし。船で接近しても、手の届く高さじゃない。なんとも、困ったところにあるなあ」

　上から覗のぞき込む崖は、そのまま海へ没している。海岸のすぐ近くなのに、海は深い青色を見せていた。

「船を持ってきたのじゃとても間に合わないし」

「すぐそこに見えているのに、くやしい」

「上からロープを下ろすってのは、あーッ、危険だなァ！」

　この状況を見越してヴァインの花を借り物リストに書いたとすれば、黎れいの思惑は見事に的中したことになる。目の前に見えていて、取れないのでは敗北感はいや増すという心理をついているのか。

「諦あきらめようよ。危険を冒してまで、やることじゃないよ」

　馨一が言ったとき、ヘンシェルと流ながれ山やまの二人から反論が上がった。

「いや、私がやる」

「市いちヶが谷やァ！　アレを使うぞォ！」
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「本当に、こんなところにあるんでしょうね！」

「リオナさまー、あんまり女のコのいないところですねー」

　リオナ一行は、学生街のさらに裏街、とでもいうべき路地を歩いていた。

　学生街は学生相手の街、というより、学生が手持ちのチケットを増やす目的で商売を始め、それが街にまで発展した、学生による街、といったほうがいい。それでもメインストリートは雑然としながらもまだ明るいアジアの市場のようなのだが、その奥には普通の学生が入り込めないようなアンダーグラウンドな店が軒を連ねる裏街がひっそりと存在しているのだ。

「ここは、何を売っているところかしら」

　リオナが嫌悪感を隠さずに言う。

　裏街は非合法な商品、レアな商品の集積場といってもよかった。普通見ることのないようなもの、本土でしか手に入らないもの、コピー商品、法外な値段のついたプレミア品などが、ここで秘密裏に取引される、らしい。

「それにしても、こんなところにまで顔が利くなんて。黎れい、あなたもいろんな活動をしているようね」

　リオナは、自分の知らない黎の一面を目まの当たりにしたようで、少々戸惑ってもいる。黎はそれには答えず、ある店の前で立ち止まると、躊ちゆう躇ちよせずに中へ入っていった。

「こ、ここ？」

　間口一いつ間けんほどもない店の奥は、さらに足の踏み場もないほど、ジャンクＰＣやそのパーツ、ケース、基盤、ドライブなどであふれかえっていた。

「誰だれだーい」

　店の奥から出てきたのは、ひどく痩せた男だ。髪の毛は伸び放題。分厚いメガネに不健康そうな顔色。その手のオーソリティーであることが一目でわかる。

「あ、こりゃ、黎さん。こんなところへわざわざどうしたんです。メールもらえば、なんでも宅配で送りますのに」

「すぐほしいものがあるの『それマグ初回限定版』」

「『それマグ』ですか。通常版ならありますけどね。もちろんコピーガード外して、イメージディスクに落とし込んであるやつ。全キャラグラフィックもあるんですけど」

　黎の言を待たずに、背後からリオナが口を出した。

「そんなものより、その初回限定版というのをちょうだい！」

「うわ！　カッパ！　いや有う楽らく町ちようリオナ？　ほ、本物だ。一分の一だ！　でもなんでカッパ？」

「カッパカッパってうるさくてよ！　黎、ここにはないの？」

「ないみたい」

「いや、すいません。二、三日もらえれば、会員に全メール出して確実に手に入れられると思うんですが、いますぐというのは。『それマグ初回限定版』、この島に来てるのは十個ほどらしいんでね。あ、フィギュアだけとかなら、オークションに出てますよ、もう。それより、これどうです？　『南の海のトリニトロン』。萌えますよー！」

「もうよくてよ！　行くわよ、黎！」
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「私がここから飛び込む。途中でヴァインの花を取って。幸い、海は深そうだ。そのままダイブして、また浮かび上がってこれるだろう」

「そんな危ないこと、無理だよ！」

「やめてください、ヘンシェルさん！」

「そうです。そこまでする価値はないと思います」

「価値？」

　ヘンシェルが由ゆ佳か里りの言葉に反応した。

「言葉を返すようだが、価値なら、ある。私にとっては。たとえバカバカしいゲームであっても、ひとたび納得して始めたなら、最後まで真剣に行うのが相手への礼儀であろう。そして自分の矜きよう持じでもある。困難なことを理由に、価値がない、と問題をすり替えてしまうのは、相手に対してだけでなく自分も裏切ることになる」

「そうかもしれませんけれど、命を失うようなことがあっては」

「心遣い感謝する、ユカリ。みんなも。しかしこれしきの高さ、夏のドナウ川へ木の上から飛び込むなど、避暑で行ったシュバルツバルト家の別荘でいつもやっていたこと。心配には及ばぬ。もう時間がない。ケーイチたちは下で待機していて。ダイブしたあと、私が泳ぎ着くのを助けてほしい」

　……けっきょく、ヘンシェルに押し切られたように、馨けい一いちたちは岩場の下へと移動した。それにしても時間がない。もう制限時間まで五分もなかった。このままヘンシェルが飛び込みざまに花を取っても、それから岸へ泳ぎ着き、さらに体育館まで行くには五分では足りない。それでもやるというのか。

「大丈夫なのか、やっぱり、止めるべきだったんじゃないのか。嫌われても、殴なぐってでも、止めるべきだったんじゃあ」

　馨一の手にはヘンシェルから預かった剣がある。

　エストク。柄えの長い、細身の剣だ。シュバルツバルト家の家宝とも言うべきこの剣を預けるのは、馨一によほどの信頼を置いている証拠だろう。

「ヘンシェル……」

「市いちヶが谷やくん！」

　ゆひが声をかけた。馨一が顔を上げると、崖がけの上のヘンシェルが手を振った。これから飛び込む、という合図だろう。

　ヘンシェルがうなずき、手を身体からだの前へ揃そろえた。今まさにジャンプする、というそのときだ……。

「待て待て待てェ！　市ヶ谷、ヘンシェル嬢はまだ飛んでないだろうな！　これを使うぞ！　手伝え！」

「せ、先輩、部長！」

　もちろん、流ながれ山やま、それに九く品ほん仏ぶつである。二人がかりで、リヤカーに積んだ大きな長い荷物を運んできたのだ。

「これって、まさか」

「そうだよ。我々発明部の、仮装コンテスト出場品。空飛ぶホウキだ！」

　そう言ってカバーを一気に取り去る。中には、全長二メートルはあろうかという、ホウキ状の物が入っていた。

　もちろん、馨けい一いちも製作を手伝った出し物である。製作動機は、流ながれ山やまの、

「魔法少年とか、魔法少女とか！　ホウキに乗って飛ぶじゃないか。ファンタジーだ。少年少女の夢だァ！　それを仮装しないでどうする！　しかし我々は、発明部であるゥ！　形態模写みたいな姑こ息そくな手で、ホウキで飛ぶ人間を真ま似ねしても仕方がない。本当に飛ぶホウキを作って、それにお前が乗るんだァ！」

　その一言で決まったのである。

「これを使うんですか。でもこれは飛ぶといっても形だけで、実際は隠したレールの上をすべるだけのシロモノですよ」

「甘いぞ市いちヶが谷やァ！　秘密裏にジェットエンジンの推力を五十キログラムから二百キログラムに変えておいたのだァ！　というより、最初から二百キロのジェットエンジンを買ってきたんだなァ！　名づけてジェットホウキ２６２！」

　自信たっぷりに背後の九く品ほん仏ぶつもうなずく。

「二百キロって……そんなエンジン。なんで２６２……」

　ホウキ型マシンの自重と馨一の体重を合わせてもそんなにあるわけがない。となると翼がなくてもパワーウエイトレシオだけでじゅうぶん飛行は可能だった。

「中古だがな。高かったぞォ！　そんなわけで、我々はぜひともコンテスト優勝賞金十万チケットを手に入れなくてはならんのだ！」

　馨一には察しがついた。

　おそらく来年の分の部費も使い込んでしまったに違いない。しかも推力二百キログラムのエンジンである。ホウキ状のものに跨またがった馨一が魔法使いの格好をし、エンジンの推力でスルスルと動いてみせる、というのが計画だったのだが、これでは最初から飛ぶことを流山たちは考えていたことになる。あの体育館のステージでいきなり客席の上空を飛んでいく自分、を想像すると、馨一はゾ～、とした。

　マシンは簡単に言えば、一本の棒の背後にジェットエンジンをつけただけのものだ。エンジンの周囲にホウキの先の部分を貼はり付けてホウキらしく見せている。しかしひとたびジェットエンジンが火を噴いたら、おそらく焼け落ちてしまうだろう。

「でも先輩、これが本当に飛ぶとしても、こんなもの操縦できませんよ」

「大丈夫だ市ヶ谷。ちゃんとリモコンでも操縦できるようになっている。本体に乗れば、過重移動で操縦できる、はず、だ」

　流山は得意げにガングリップタイプのリモコンを見せた。

「操縦できる、って、先輩、それ、ラジコンカーのリモコンじゃないですかー！　せめてラジコン飛行機のにしてくださいよ！」

　馨けい一いちの言うことも道理である。上下方向の操作はどうするのだろうか。

「ちゃーんとな、緊急の機首上げボタンを新設してある。あとは推力の増減でコントロールするのだ！　それより市いちヶが谷や、もう時間がない。これを飛ばすぞ！　コンプレッサー始動ォ！」

「まさか、これを飛ばして、ぼくが……」

「二人は乗れん！　ヘンシェル嬢が飛び込んだあと、これに捕まって岸まで戻ればいい。そうすれば泳ぐ時間が大幅に短縮できるからなァ。そのあとは、この自転車で体育館へ行ける」

　九く品ほん仏ぶつがジェットホウキ２６２の吸気口にコンプレッサーを当てがい、強力な圧縮空気でエンジンを始動させる。もう猶予はない。馨一はヘンシェルに合図を送った。

「ヘンシェル、いつでもいいよ！　気をつけて！」

　崖がけの上のヘンシェルがもう一度手を振った。今度こそ本当に、ダイビングのポーズを取る。一度、二度、小さくジャンプすると、軽やかに地面を蹴けった。

　が、その瞬間だった。すさまじい突風が海から吹きつけた。

「行った！」

　そして馨一の側そばでは、轟ごう音おんをうならせてジェットホウキが発射された。

「しまった、早かったァ！」

　二百キロもの推力に耐え切れずに、発射台のストッパーが壊れてしまったのだ。一気に加速するジェットホウキ。このままだと……。

「ぶつかる！」

　ヘンシェルの動きはひどく緩かん慢まんに見えた。飛び込みの要領でジャンプし、空中で頭を下にして、落ちていく。

　その軌道はとても美しいものだった。突風のせいで、一歩間違えればその身体からだが崖に叩たたきつけられてもおかしくなかった。なのに、少しも軌道は乱れない。金色の髪が本当の翼のように広がり、なびく。矢のように落ちていくはずのヘンシェルが、まるで羽の生えた天使のように、その落下速度は緩ゆるやかに見えた。

「……この花を」

　そしてヘンシェルは、ヴァインの花から決して目を離さず、そのごく間近を通過しながら、正確に一輪を摘つみ取った。きわめてやさしく、花のついた一輪だけを手た折おったのだ。そして入水……。

「ヘンシェル、危ない、避よけろ！」

　が、入水する軌道にはジェットホウキが迫ってきていた。身体からだを思い切り反そらせて逃げなければ、ホウキに当たってしまう。むろん、竹などではなく、アルミパイプにカーボンファイバーのシートで補強されたホウキ本体が当たれば、怪け我がだけでは済まないこともありうる。

「た！」

　しかし、その心配は杞き憂ゆうだった。ヘンシェルは最小限に身体からだを逃がすと、片手でジェットホウキの柄えを握ったのだ。

「おオーッ！　すごいー！　すごい動体視力と、三次元偏差の身体能力だァ！」

　自分も相手も動いているものの速度と距離、角度から未来位置を予測する。このもっとも難しいことを、ヘンシェルはとっさにやってのけたのである。そして……。

「ケーイチ！　これに乗っていくぞ！」

　ヘンシェルはヴァインの花をくわえると、逆上がりの要領でホウキにのぼり、座った。あとは、驚異的な身体能力とバランス感覚を持つヘンシェルなら、ジェットホウキの操縦も容易だった。

「ヘンシェル！　す、すごい」

　馨けい一いちは叫びながら走って後を追った。九く品ほん仏ぶつが自転車に飛び乗り、漕こぎ出す。流ながれ山やまは自転車に取り付けてあった台車にこれまたしがみついた。

「初めてでジェットホウキ２６２を乗りこなすとはァ！　すごい！　ヘンシェル嬢、すごすぎるゥー!!」

　南太平洋の午後の空を、飛行機雲を引きながらホウキに乗ったヘンシェルが駆け抜けていく。これが奇跡というものだろうか。

「す、すごいなあ……ぜんぜんかなわない」

　ポツリ、とゆひがもらした。

「すばらしい人です。ヘンシェルさんは。私も一度オーストリアに行ってみたくなりました」

「そういう問題じゃないんじゃない？」

　響織子きようこがいちおう由ゆ佳か里りに突っ込む。そして一人つぶやいた。

「それにしても……すばらしい人、か……」
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「すいませーん！　『それマグ』の初回限定版、持ってませんかー！　貸してくださいー。お願いしまーす！」

　リオナ一行はまだ怪しい裏街の路地にいた。こうなると、一軒一軒、しらみつぶしに声をかけて歩くしかない、という判断だった。幼稚園児姿のめぐみがあちこちで生徒たちに声を掛けまくるのは、迷子が大人に道を尋たずねているようだ。しかし、どれだけがんばっても成果はかんばしくないのだった。

「ハァ……負けね、これ」

　カッパ姿のリオナがため息をつく。じきに制限時間を迎えようとしている。今、品物を手に入れても、体育館まで行くのに十分はかかるだろう。物理的に無理だった。

「彼らへの出題は何だったの、黎れい」

「……ヴァインの花」

「花？　そんなもの、どこにあって？　まさか、そのへんの路ろ傍ぼうに咲いている花ではないでしょう。とすれば、彼らも手に入れていない、ということもありうるかもしれないわ。このまま時間切れなら同点引き分け……」

　リオナがそういい切ろうとしたときだった。

　キーン！

　金属音とともに低空を駆け抜けていくホウキ。そしてホウキに座ったメイドが金髪をなびかせていくのが見えた。あっと言う間に青空に溶けていく。

「……なによ」

「……」

「……あー」

　この瞬間、三人の誰だれもが負けを確信したのだった。
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「優勝は、ヘンシェル＝バイエルライン・シュバルツバルトさんです！」

　ごおおっ！　という歓声が体育館を満たした。

　誰もが立ち上がり、叫び、手を振っていた。なにしろ、ついいましがた、体育館の窓をぶち破ってヘンシェルがジェットホウキで現れたのだ。時間切れ両者引き分けか、とダレきっていた観客のテンションは一気にトップへとハネ上がった。

　やや遅れて馨けい一いちや由ゆ佳か里りたちが駆けつけ、全員で喜びを噛かみしめる。

「やったなァ！　市いちヶが谷や！」



    

  
    
      



    

  
    
      「やったね、市いちヶが谷やくん！　ヘンシェルさん！」

「みんな、ありがとうございます！」

　由ゆ佳か里りも響織子きようこも拍手をしている。九く品ほん仏ぶつも満足そうだ。

　そしてヘンシェルも、心からの笑みを浮かべていた。

「ケーイチ、なんだか今日はとてもうれしい！」

「ぼくもだよ。みんなのおかげだ。最高の仲間だね」

「仲間、いい響きだ……これで貴き公こうと私が正式に契ちぎりを交わせば、さらにすばらしい日となるのだが……フフフ、冗談だ。そんな顔をするな」

　そう言うとヘンシェルは悪戯いたずらっぽく笑った。あながち冗談とは思えなかったが、馨けい一いちもホッとして、笑った。

「ところで、私の書いた最後の借り物、リオナたちは手に入れられなかったのかな」

　響織子がポツリとつぶやいた。

「なんと、書いたのですか」

「『それは噴き出すマグマのように（初回限定豪華パッケージ、ヒロインフィギュア付き）』」

「まあ、それは難しいものを」

「入手は不可能だろうと思うわ。おそらく……え？」

　肩をとんとんとつつかれて響織子と由佳里が振り返ると、そこには満面の笑みをたたえた九品仏が。そしてゴソゴソと胸ポケットから取り出したものは……。

「これは、ヒロイン、ぎあなこうちのフィギュア！　じゃあ、久品仏部長が？」

　うんうん、と九品仏がうなずく。

「これなら、最初から私たちの勝ちだったのですね」

「そういうことね」

　改めて、由佳里、響織子、九品仏が笑ったのだった。

「よおし、市ヶ谷ァ！　この調子で二部の仮装コンテストも優勝をいただくぞォ！」

「やりましょう、流ながれ山やま先輩！　部長！」

「!!」

　………………

「えー、七十八番、発明部、出し物、魔法少年と魔法のホウキ、予選落ちです」

「なんでだーッ!!」



    

  
    
      


６　敵の調査船を叩たたけ！



「リオナさまー、仮装大会の写真ができあがったって、さっき写真部がー……あ、きゃあ～！」

　手に持っていた本をリオナがめぐみに投げつけたのだ。

　ここ数日間、執務室に閉じこもりきりのリオナだった。それもこれも、もちろん仮装大会での完敗が尾を引いてのことである。

「だいたいおまえが最初に衣装を取り違えたのがすべての原因じゃなくて！　なにが悲しくてわたくしがカッパの仮装なんてしなくてはならないの！　その上、決選投票になって、借り物競争にも負けるなんて！　あぁ、思い出したら熱が出てきたわ！　黎れい、氷ひよう嚢のうを持ってきて、横になるから」

「リオナ、今日の授業は……」

「欠席するわ。とても授業を受ける気になんてなれない」

　そこまでリオナが言ったときだった。あわただしく執務室のドアが叩かれ、続いて一人の女子生徒が入ってきた。

「あの、リオナさま！　緊急のご報告が……！」

「なんなの！　騒がしい」

「あ、申し訳ありません、それが、本土から緊急連絡の通信が、入りました」

　どうやら生徒会の事務連絡係らしい少女は、小さなメモ用紙を取り出すと、読み始めた。

「三ヶ月前の事件を徹底して調査し、また発掘された施設、武器等を回収するための調査団を、すでに夷い皇おう島じまへ派遣した、とのことです」

「なんですって！」

「ええー！　で、でも、リオナさまの言うとおりになった、っていうことですよねー。本土の、ということは政府の本格的な調査団が来るんですからー」

　驚きながらも、ニコニコと振り返っためぐみに、リオナの罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛んできた。

「バカ！　おまえはどこまでバカなの！」

「え!?　でも、リオナさまー、例の研究所跡の重要性が、政府の人たちにも伝わった、っていうことですよねー？」

「役人だの政治家だのが出てきたら、いちばんおいしいところが台無しになるのよ！　もう、余計なことを！　でも、例のきっ子ちゃんのパーツはもうこの迎げい賓ひん館かんに運んであるのだし、今さらあの研究所を押さえたところで、とりたてて何も発見なんか……」

「あのー」

「なに、めぐみ！　仮装大会の写真なら、いらないわよ、あとになさい！」

「いえ、そうじゃないですー。あの、交換留学生騒ぎとかー、仮装大会とかでー、いろいろ風紀委員会も借り出されてたいへんでー、つまり、そのー……」

「めぐみ、まさか……」

「……アンドロイドのパーツを研究所跡に放置したまま」

　黎れいが代わって冷静に指摘する。

「ご、ごめんなさいー！　あーっ、痛、痛いですー！」

「バカ！　向こうにあるものをここへ持って来るっていう、荷物運びのようなこともできないの、おまえは！」

「す、すいませんー、リオナさまー！」

「謝ってる間に、今すぐ行って全部持って来なさい！」
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「もー、ほんと、人遣い荒いんだからリオナさまってばー……」

　ブツブツ文句を言いながら、歩いているのはもちろんめぐみだ。めぐみの背後には、風紀委員会の生徒たち、男女十名ほどが続く。向かう先はもちろん、旧日本軍の基地、研究所跡である。

「そんなこと言っていいんですか？　めぐみさん」

「風紀委員長って言いなさいってば。なによ、あたしはリオナさまに使われて幸せなんだもん。人遣いが荒いってことはぁ、それだけあたしを信頼してくれてる、ってことなんだからー。めぐみ、がんばる！」

「すっかり自分のいいように解釈してるよ。幸せな人だよなあ、隊長は」

「だから、風紀委員長だっつーの！」

　解釈どころか、リオナに叱責されてあわてて出てきたのが、信頼されてあれこれ使われている、ということになっている。リオナに聞かれたら、また物が飛んでくるに違いない。

「めぐみさん、そろそろ研究所ですよ」

「風紀委員長！　……あ」

　めぐみを先頭に進んでいた風紀委員会の生徒たちは、そこで呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。めぐみの胸に、ライフル銃の銃口がぴったりと押し付けられたのだ。気がつくと、生徒たちは武装した数名の男たちにすっかりと囲まれていた。

「な、何なの……これ……リオナさまー……」
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「ふぅ、いいものだな、ケーイチ」

　昼休みの校庭。

　すでに昼食を終えたらしい生徒たちが、そこかしこに散らばり、冬の夷い皇おう島じまの穏やかな気候を享受していた。夏はときに暑すぎるが、湿度が低いせいで不快指数はそれほどでもない。一年を通して寒さに震ふるえることのない島は、南の海の楽園と言ってもいいかもしれなかった。

　馨けい一いちの傍かたわらにはヘンシェルがいる。二人で緩ゆるやかな斜面になった芝に座って過ごすのがこのごろの昼休みの習慣だった。ゆひが持ってきてくれていた、華道部のみんなが作る弁当は、ヘンシェルが持ってくるようになった。食堂で済ませた、というヘンシェルは、馨一が弁当を食べるのを、よく微笑ほほえみながら見ている。

　食事が終わると、馨けい一いちはいつもどおり勉強をして過ごす。勉強というのはもちろん、きっ子の再生のためのものだ。ヘンシェルはときどき話しかけるくらいで邪魔はしない。そんなふうに過ごす午後の時間は、馨一にはとても心地よいものに感じられた。

「もうすっかりこの学園にも慣れたね、ヘンシェルも」

　本から顔を上げて馨一が言った。

「そうだな。そなたのおかげだ」

「ぼくなんか、何もしてないさ。由ゆ佳か里りさんたち、華道部のみんなのおかげだよ。そういえば、華道の稽古も続いてるんだって？」

「うむ。由佳里や響織子きようこの手ほどきでな。なかなか、興味深いものではある」

「ヘンシェルの作品はどうなんだい？」

「少し、硬すぎる、と言われたかな。もっと楽に力を抜いてするといいようだ」

　ほぼ毎日、他ほかの部員たちに交ざって華道の稽古をヘンシェルは続けていた。辛かった正座も徐々に慣れてきている。

「ははは、そうだよね。生まれたときから椅い子すの生活だもんね、ヘンシェルは。華道の極意よりも正座のほうが大敵かもしれないな」

　初めて正座をしたとき、立ち上がれなくなってしまった、という話を聞いて馨一が笑った。ヘンシェルははにかむような、しかし笑顔を見せている。

「そんなにおかしいか、ケーイチ」

「ああ、ごめんごめん。ヘンシェルが立てなくなっちゃったところを想像したら、ちょっと、ね。ふぅ……力を抜いて、か。そうだ。そうだね。ぼくは華道はまったくわからないけれど、ヘンシェルにはそういうところがあるもの。華道、騎士道……、すべての“〝道”〟というものには共通した何かがあるんだな」

　そこまで馨一が口に出したときだった。

「おおお～い！　市いちヶが谷やァ～！」

　校舎の方向から声が聞こえる。走ってくるのは、流ながれ山やまだった。

「先輩！」

「ナガレヤマか？」

　流山は馨一の側そばまで走り寄ると、息せききってしゃべった。

「市ヶ谷ァ、港につい今しがた船がついたらしい。でかいヤツだ」

「船って……まさか！」

「まだわからんがなァ、船から降りてきた連中と生徒会がやり合っているっていう情報が入ってきた。武器を持ってる、という話もある……」

　馨一は愕然とした。一瞬、頭の中が空白になった。

　まさか……また、あいつらが来たのか……！

　地下の研究所跡を襲い、きっ子を死なせた、あの連中が！

　気がつくと馨けい一いちは走り出していた。

「お、おい、市いちヶが谷やァ！」

「ケーイチ！」

　ヘンシェルも立ち上がるや、馨一の後を追った。

「市ヶ谷！　オレも行くぞォ！」
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　迎げい賓ひん館かんの執務室では、リオナら生徒会と奇妙な一団との対峙が続いていた。

　一団は六人。全員男で、灰色の地味な作業服の上下に身を包んでいる。いずれも三十歳から五十歳くらいに見えるが、異常なのは中の二人が手にライフル銃を持っていることだ。作業服の下にワイシャツとネクタイを締めた男が、責任者のようだった。

「だから、納得のいく説明をしてくださらない!?」

　言うのはリオナだ。ライフルにも臆さぬ姿はさすが、夷い皇おう島じま学園の女王たる風格がある。しかし対する男たちもまた、いっこうに態度をやわらげようとしない。トリガーからは指を外しているものの、ライフルを持つ者はいつでもかまえて撃てるような体勢を保っているようだ。部屋の中を緊張感が満たしていた。

「さっきも言ったとおり、我々は文部科学省の調査班の者だ。私は代よ々よ木ぎ。主任調査官を命じられている」

　代々木と名乗った男は、五十歳くらいだろうか。顔面にほとんど肉がなく、皮膚が張り付いたような顔に分厚いメガネをしている。

「文部科学省ですって？　いきなり銃で脅かすのが文部科学省のやり方なの!?」

「そうですー、リオナさま。急に手を上げろって、ひどいですー」

　そう。めぐみたち風紀委員会が、研究所跡で取り囲まれた謎の武装集団。それがじつはこの、政府の調査団だった。その後、ほとんど引き立てられるように迎賓館まで案内させられためぐみに、代々木が言った。

「脅かして悪かったね。なにしろ、つい数ヶ月前に武装集団が襲ってきたばかりだというじゃないか。我々も自衛しなくてはならないのでな」

「自分たちのほうがよっぽど武装集団じゃないー……」

　ブツブツ言うのはめぐみだ。

「それにしても、武装集団襲撃の事件を調べるのに、警視庁でも警察庁でも、ましてや防衛庁でもなく、なぜ文部科学省なのかしら？」

　リオナが皮肉交じりに聞く。しかし代々木の態度はまったく変わらない。

「もちろん、本土のほうでは警視庁が捜査を進めている。が、我々はそれとは別に、この島の研究所跡とアンドロイドのパーツを調査しに来たのだよ。すでに研究所跡は立ち入り禁止とさせてもらった。アンドロイドのパーツも発見して運び出し、船に移したと連絡を受けている」

　代々木は腰につけたデジタル無線機に触れ、強調して見せた。

「何ですって！　生徒会の許可もなくそんなことをしてもらっては困るわ！　この学園は私たち学生の自治に任されているのよ！　それを勝手に……！」

　リオナがそこまで言ったときだった。男たちが、威圧的にライフルを手元へ引き寄せた。わざとボルトを動かして見せる者もいる。

「なに？　これは脅しだというの？」

「いいや。我々は平和的な調査団だよ。今回の調査には、ドクター・メレンゲも同行していただいている。ドクター・メレンゲはサイバネティクスの分野、それにＡＩの世界的研究者だ」

「サイバネティクス……？」

「ロボットの権威、ということ……」

　ポツリ、とつぶやいた黎れいに、代よ々よ木ぎは目を留とどめた。そして満足げにうなずく。

「そう。よくわかっているね。そういうことだから、地下研究所跡にあったものはすべて、我々が引き取る。本国へ持って帰って、詳細に調べなくてはならないからな」

「ちょっと待って！　それじゃまさか……」

「まさか？　なにかね。君たち学生が、あんなものに興味を持っているわけではあるまい。学生は学業が本分だ。よけいなことに首を突っ込むんじゃない」

「よけいなことですって！」

　さらに言い募ろうとするリオナに、話は終わりだ、とばかりライフルが向けられた。あまりにも乱暴で性急な態度にリオナが思わずひるむ。

「リオナさまに何かしたら、あたしが許さないわよー！　リオナさまはこの学園の女神なんだからー！」

　と、突然リオナの前に飛び出してきたのはめぐみだった。こわばった顔で、両手を広げ、精一杯リオナをかばおうとする。代々木が鼻で笑った。

「何だ、このちびは」

「ち、ちびー!?」

「ちびとは、何よ！」

　めぐみを押し留めて、猛然と食って掛かったのは、こんどはリオナだった。

「わたくしの部下を侮辱すると許さなくてよ！」

　しかし代々木はもう興味はない、とばかりにライフルの男たちを連れ部屋を後にする。

「待ちなさい！　まだ話は終わって……」

「話があるなら、いつでも船まで来るといい。まだしばらくはドクター・メレンゲが船の研究施設を使って試したいことがあるそうだからな。相手ぐらいはしてやろう」

　振り向きもせずにそれだけ言うと、代々木たち一行は執務室を出て行った。歯噛がみしながらも見送るしかないリオナたち。部屋の中に苦い空気が残った。
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「お、おい！　あれじゃないのか！」

　迎げい賓ひん館かんを取り囲むように集まった生徒たちの一人が叫んだ。馨けい一いちと流ながれ山やま、九く品ほん仏ぶつ、それにヘンシェルもその中にいた。

　夷い皇おう島じまの港に入港した船のこと。そして中から上陸してきた男たちが、どうやら研究所跡を占拠したことは、耳の早い連中に知れ渡っていたのだ。そして彼らが生徒会の迎賓館に入って行ったということも。

「あれがそうなのかァ？　なんだ。見た目は普通の日本人じゃないか。それに、ダサイ作業服なんか着てやがるぞ。ん？　ありゃあ、レミントンのライフルかァ？」

　流山がそんなふうに一行を観察していたとき、突然、馨一が男たちの前へ飛び出した。

「お、おい、市いちヶが谷やァ、おまえ！」

　流山の制止もきかない。男たちがライフルを持っているのを見たが、それも馨一を止める動機にはならなかった。

「あ、あなたたちは、なんなんですか!?　この島へ、何をしに、来たんです！」

　馨一の言葉と態度に、代よ々よ木ぎは明らかに憤慨して見せた。

「なんだ、おまえは。ここの学生はどいつもしつけがなっちゃいないな。大人に対する礼儀ってもんを知らんのか！」

　しかし馨一はひるまない。

「答えてください！　どういう権利があって……うっ！」

　ライフルの男が、銃床で馨一の腹を突いたのだ。崩くずれ落ちる馨一。

「市ヶ谷！」

「ケーイチ！」

　一歩早く躍り出たのはヘンシェルだった。剣の柄つかに手をかけている。

「ケーイチに手を出すと、私が許さぬ！」

　ヘンシェルの鋭い眼光と一気に放射される殺気に、男たちがたじろぐほどだった。

「ん？」

　ヘンシェルの姿を見て、代々木が怪け訝げんな顔をした。妙な笑いを漏もらす。その視線が、ヘンシェルを下から上まで嘗なめ回した。

「こんなところにいたか。ふはははは」

「なんだァ、どういうことだ？」

　ヘンシェルに続いて飛び出した流山が言う。久品仏は馨一を抱き起こしていた。

「いやね。こんな島の学園に、こんなに美しいお嬢さんがいるとはね。ふん。奇遇だと思ってねえ。いや、手荒なことをして悪かったね、きみ。しかし大人に向かって言う言葉じゃないだろう」

　急に態度を変えた代々木が言い、馨一にわざとらしく手を差さし出した。しかし馨一はその手を取らない。

「答えて、くれませんか」

　ヘンシェルもまた、剣のかまえを解かない。

「わかったわかった。さっき、その生徒会で説明してきたんだがね。我々は文部科学省の調査団の者でね。まあ、詳しいことは生徒会長にでも聞いてくれたまえ。忙しいので、これで失礼するよ。お嬢さんもね」

　慇いん懃ぎんにそれだけ言うと、代よ々よ木ぎは部下を促うながして立ち去った。生徒たちの誰だれもが、どうすることもできなかった。

「ケーイチ……」

　ヘンシェルの手が馨けい一いちの手を探り当てると、そっと握ってくる。

　なにかが動き始めていた。まるで、三ヶ月前のあの事件のように。
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「……と、いうわけなんですよォ！　で、道々、市いちヶが谷やとも話したんですが、こうなったら連中の船へ乗り込んで、きっ子ちゃんのパーツを断固として奪ってくるつもりです！」

　ここは華道部御ご殿てんの広間だ。

　情報収集のために、再び向かった迎げい賓ひん館かんから戻っていた流ながれ山やまが、さっそく華道部の由ゆ佳か里り、響織子きようこ、ゆひらに事態を説明していたのである。もちろん、馨一、九く品ほん仏ぶつもいる。ヘンシェルだけが、気分が悪いという理由で、戻ってから自室で休んでいた。

「そうなんですか。急なこととはいえ、流山さんたちはよくがんばったと思います。でも、いきなり船に乗り込むというのは、危険すぎるのではないでしょうか」

　由佳里の意見はもっともだった。

「それしかきっ子を取り戻す手段はないんです。危険なことはわかっています。船が出て行ってしまったら、もう二度とチャンスはなくなってしまう」

「でも市ヶ谷くん。そんな、銃まで持っているなんて」

　ゆひが心配そうに顔をくもらせる。

「本来なら、まさか日本の学生相手に本当に銃を発砲したりはしないと思うけど」

　響織子が言う。流山がそれに続けた。

「やはりィ、響織子さんも少し変だと思いますか？」

「日本の役人はとにかくトラブルを嫌うからね。武装集団がまた襲ってくる可能性があるとしても、最初からどうどうと銃なんてちらつかせて仕事するかしら」

「それに、その銃が、レミントンのライフルなんだなァ。銃器マニア向けの、高級な銃だ。そのへんの役人が、護身用に買って持たせるようなものじゃない」

「その人たちが、じゃあ文部科学省の人じゃないとしたら、誰なんですか？」

「え、まさか!?」

　ゆひが言い、馨一が青ざめた。

　まさか、三ヶ月前にここを襲った連中なのでは!?　武力で制圧するのが失敗したので、今度は巧妙な偽装を仕掛けてきたのでは？

「それなんだが、うーん、直接このまえの敵ではないと思う。ただ、可能性は否定できないかもしれん。どこかで繋つながっているということもありうるしなァ」

「どこかで……繋つながっている」

「何か大きな組織というものを感じるわね」

　ゆひと響織子きようこがいぶかった。しばらく敵の正体を詮せん索さくする論議が続く。

　……そうして小一時間ほども経たったころだ。馨けい一いちが発言した。

「あの……やっぱり、やめませんか。はは、危険ですよ。怪け我がでもしたら、大変だし。もし怪我で済まなかったら……そんなことに命賭けるなんて、バカバカしいですよ。ね。だいいちパーツを取り返したって、その……きっ子を再生できるかどうかなんて、わからないわけだし……」

「市いちヶが谷やくん！」

「おい市ヶ谷ァ！　おまえ、本当にそんなことを考えてるのかァ！　なさけない。見損なったぞォ！　きさまァ！」

　激げき昂こうした流ながれ山やまが、馨一の襟えり首をつかんで引きずり寄せた。拳こぶしを振り上げる。馨一は目をつぶって歯を食いしばり、次に来る衝撃に備えた。

「……市ヶ谷さん。あなたは、一人で行こうと思っているのですね」

　由ゆ佳か里りの声が、やんわりと響いた。

「え……？」

　馨一は目を開けた。流山もハッとした顔をしている。その拳は、背後から九く品ほん仏ぶつが止めていた。

「みんなを危険に巻き込むまいとしたのですね。わかっていますよ。でも市ヶ谷さんだけで船に忍び込もうなんて、それこそ無謀です」

「市ヶ谷くん、本当なの!?」

「由佳里さん、ゆひちゃん……」

　ふと見ると、馨一の襟えり首をつかんだまま、流山が硬直している。見開いた目から見る見る涙が溢あふれ出してきた。

「市ヶ谷ァ！　水臭いじゃないか！　オレたち発明部は一いち蓮れん托たく生しようだ。危険なところへおまえ一人を行かせて、オレたちの気持ちがおさまると思うのかァ！　たとえ万が一、再生できなくたってなんだ！　きっ子ちゃんは今でも発明部の部員なんだぞ。その大事な身体からだを取り戻すのは、オレたちの義務みたいなもんだ！」

「すいません、先輩、部長……」

「そうよ、市ヶ谷くん、みんなでやろう!?」

「私たちもできることはお手伝いします」

「見張りとバックアップ、くらいならできそうだしね」

　ゆひ、由佳里、響織子たちも声を揃そろえる。

「みんな……みなさん、ありがとう……」

　馨一は感謝の気持ちが胸に溢れるのを感じた。



    

  
    
      


７　きっ子救出作戦



　夜の帳とばりが下りたころ、人目を避けるように港を徘はい徊かいする影があった。

　影はやがてどこからか小船を調達してくると乗り込み、漕こぎ始めた。小船はゆっくりと音もなく進み始める。

　夷い皇おう島じまの港は、一応コンクリートの防波堤を設けた人工港だ。補給物資や郵便物を載せた船が、半月に一度の割合で往来する。そのため、一万トンクラスの船までが運用できるように作られていた。荷揚げ作業用のクレーンも二基ある。

　今その港に接岸しているのは、もちろん例の文部科学省の船だった。外見から、おおよそ五、六千トンはあろうという船は、ところどころに灯あかりを瞬またたかせているものの、ひっそりと黒く静まり返っている。港に降りて船の周りを警戒する者はなかった。学生だけの島、と高をくくって、それほどまでの警備をしなくてもよい、と判断したのだろう。全員が船の中にいるようだった。

「まったく、面倒なことになっちまったぜ」

　小船の中の人影は、僚りよう冶じだった。一人である。

「しかしどうしても、確かめておかないとならねえ。少々しんどいが、やってみるか」

　小船はやがて、文部科学省の船に接せつ舷げんした。とはいっても相手は六千トンの大船。かたや池で漕ぐような小船である。小船からは大船の舷げん側そくが真っ黒い壁のようにそびえ、見上げる甲板ははるか頭上だった。



    

  
    
      



    

  
    
      「やつら油断してるだろうな。それが付け込む隙すきだ」

　僚りよう冶じは小船のもやい綱を大船の錨いかりに繋つないだ。正確には、錨から伸びている巨大な鎖に繋いだのだ。そうして船を固定しておいて、自分は鎖を登り始める。見ると、僚冶はいつもの汚れた白衣にシャツ、といういでたちではなく、全身、黒のスウェットと黒いパンツという姿である。背中には小さめのデイパックを背負っていた。

「さて、吉と出るか凶と出るか、な」

　錨いかりの鎖を頂上まで登りきると、そこからはロープを投げて甲板によじ登った。やはり人影はない。安心しきって、見張りも立てずに寝ているのだろう。

　僚冶は開いているドアを見つけると、船内へ滑り込んだ。慎重に廊下を歩く。やがて、レクリエーションルームだろうか、テレビやソファーの置かれた広めの部屋に出た。ここにも誰だれもいない。僚冶は中に入って観察した。

　テレビの横の作り付けの家具には、船の模型が飾られていた。ガラスケースに入った大型のものだ。僚冶が近寄って見る。模型の基部に、船名を書いたプレートが貼はってあった。スペイン語で“〝ブエノスアイレス”〟と読める。

「なにが文部科学省だ。日本の役人が、アルゼンチン船籍の船をどうしてチャーターしなきゃならない。いよいよもって眉まゆに唾つばしたくなってきたな」

　レクリエーションルームを後にすると、僚冶はデッキを下へと下って行った。耳を澄ましながら、一歩一歩、歩を進める。

　船内のオレンジ色のライトに照らし出されるいくつもの扉を開けては確認した。明らかに居住ブロックと思われるところへは近づかないようにする。

　小一時間もその作業を続けただろうか。やがて僚冶は、一つの扉を発見した。

「立ち入り禁止？　今度はドイツ語か？　こりゃあ怪しいよな」

　レバーロック式のノブを握る。簡単に開いた。鍵かぎがかかっていないのは、外部の者が入ってこない船という密閉された空間を信用しすぎたせいか。もっとも、僚冶のデイパックの中には開錠セットもしっかり入っていたのだが。

　ドアを開け、中へ踏み込む。

　暗くら闇やみの中に、いくつもの機器が動いていることを知らせる、ＬＥＤの光が見えた。低くうなるモーター音。乾燥した空気の中に、どこかプラスチックとゴムのにおい……。

「ん」

　僚冶は背中でドアを閉めると、部屋の照明を探した。手で探り当て、スイッチを入れる。一瞬の後、部屋の全貌が目に飛び込んできた。

「これ、は……!?」
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　僚冶に遅れること約一時間。

　再び港に人影が現れた。今度は六人。もちろん、馨けい一いちら、発明部と華道部の面々である。

「それじゃあ、わたしたちが行って、注意をひきつけます。その間に」

「わかってます。お願いします、由ゆ佳か里りさん。それに響織子きようこさん、ゆひちゃんも」

　全員がうなずいた。作戦開始である。

　発明部華道部連合の作戦はじつに大胆だった。

　まず華道部の少女たちが、船に直接乗り込んでいく。接岸した船は、タラップを降ろしたままだったから、可能だった。

「すいません！　どなたかいらっしゃいませんか？　夜分に申し訳ありません！」

　由佳里がドアを叩たたく。何度目かに、中から音が聞こえ、ドアが開いた。

「なんだ、こんな時間に……ん？」

　出てきたのは昼間馨けい一いちたちが見た男の一人だった。手にはライフルを持っている。さすがにタラップの出入り口くらいは見張っているということか。

　文句を言おうとした男は、しかしドアの外にいたのが由佳里ら三人の少女たちだと見て、態度を和らげた。

「どうしたんだ。この船は立ち入り禁止なんだぞ」

「申し訳ありません。じつは、友だちが熱を出してしまって。とてもひどい熱なんです。それに衰弱していて、この船にお医者さまはいらっしゃるのでしょう。診てはいただけませんか。お願いします」

「病人か？　しかしなあ」

　男は由佳里の背後を覗のぞき見た。響織子に肩を抱きかかえられた、病人役のゆひがひどく苦しそうに息を吐く。

「お願いします！　ほんとうに、危ないんです。ちょうど今の時期は、本土から届く物資が底をつくころで、お薬もないんです。お願いします！」

　由佳里のせっぱつまった演技に心を動かされたらしい男は、しぶしぶながら同意した。

「離れ島ってのも難儀なもんだな。まあ、ドクターが診てくれるかどうかわからないが、とにかく入って、そこへ座んなさい。いま、おれが聞いてきてやる」

「ありがとうございます！」

　こうして男は、ドアを開けたまま、持ち場を離れて船内へ消えて行った。もちろんこの隙すきに、馨一たちが忍び込むのだ。

「気をつけて」

　すれ違いざま、響織子が声をかけた。

「ありがとう。響織子さんたちも、危ないと判断したらすぐに戻ってください」

「いくぞォ、市いちヶが谷や！」

「はい」

　馨一、流ながれ山やま、九く品ほん仏ぶつの三人は、労せずしてまんまと船内へ侵入した。

　すぐにいなくなっては不審に思われるため、由佳里たちはまだ残って芝居を続ける。ころあいを見て船から降り、付近に待機して、脱出してくる馨一たちをサポートする手はずだった。さらに、二時間を過ぎても彼らが出てこないときには、教員組合に報しらせるなどして手を尽くす。

「どこに行きます、先輩」

　馨けい一いちが声をかけた。懐中電灯を持った流ながれ山やまが言う。

「おそらく、甲板の下の船倉のほうじゃないかなァ。手分けしたいところだが、全員がバラバラになったらこの不慣れな船の中じゃ再会できそうにないしな。みんなで、一つ一つ調べていくしかないだろう」

「わかりました。やりましょう」

　馨一たちは船室を一つずつ確かめながら捜すことにした。時間はかかるが仕方がない。途中、船のデッキ別の見取り図が見つかった。

「やったぞ市いちヶが谷やァ、これでだいぶ楽になった。うーん、このへんは明らかに船員の部屋だろうな。いちばん底の船倉ってことはないだろうから……すると、こっちのあたりが怪しいな」

　甲板のすぐ下の階層に、いくつか大きな区割りの部屋があった。馨一たちはそこに狙ねらいを定めた。

「こっちの階段を下りてすぐだ。行ってみるかァ」

　全員がうなずき、足音を忍ばせ、廊下を早足で歩いた。階段を下りる。

「こっちか。それともこっちかな」

　だが廊下の角を曲がろうとしたところで、馨一たちの方へ向かってくる数人の声が聞こえた。外国語である。

「まずい！　隠れろ、市ヶ谷！」

「隠れるったって、どこにですか！」

　背後には、今来た廊下があるばかり、何もない。急いで階段へ走って駆け上がれば、とりあえず逃れられるかもしれない。が、三人もの人間がドタバタ走れば、すぐに異変に気づかれるだろう。

「う、う……」

　極度の緊張に直面したとき、人間は頭が真っ白になってしまうらしい。けっきょく馨一たちが取った行動は、そのまま固まるというものだった。呆ぼう然ぜんと立っているだけ。その目の前を、二人の男がしゃべりながら通り過ぎた。

「……××××××××、××××××」

　会話の断片が聞こえた。しかし、意味まではわからない。

　話に気を取られていたのか、男たちは真横の通路にいた馨一たちに気づかない。

　硬直していた馨一たちは、声が遠ざかるのに従って解け始め、ようやく動くことができた。

「と、とりあえずゥ、危機は脱したかな。ふう」

　しかし好事、魔多し。流山が額の汗を手で拭ふこうとしたときだった。その手に握られていた懐中電灯が、するりと手からすっぽ抜け、派手な音とともに床にぶつかり、分解した。

「うわっ！」

　もちろん、その音は、やり過ごしたばかりの船員たちにも伝わる。

「×××、×××！」

　すぐに戻ってくる足音が聞こえる。もう硬直してごまかすことはできない。

「逃げろォ！　市いちヶが谷や！」

「はい！」

　三人は飛び出すと、男たちが来たほうの通路へと走った。

　幸い、船員の男たちはライフルを持った警備の係りではなかった。大声を出しながら追ってくるが、撃たれる心配はない。とはいっても、すぐに応援を呼ばれてしまうだろう。

「し、しくじったァ！　このままだと三人いっしょに捕まる！　しかたない、分かれて逃げよう！　最悪、個別に脱出もやむなしだ！」

「わかりました！　気をつけて！」

「おお！」

　まず馨けい一いちが抜けた。流ながれ山やまたちと別の通路へ曲がる。

　が、そこも行き止まりだった。

「くそ、ここもダメか！　ここは……開く？」

　ダメもとで突き当たりの部屋のドアに当たってみる。普通のノブと違う、水密構造の隔壁を思わせる大きなレバー式のロックを持ち上げると、ゴムの弾力を伴う感触とともにドアが開いた。

「いいぞ！　ここへ……」

　馨一は部屋の中へ入るとドアを閉じた。すぐにあたりを見渡す。

　どうやらそこは、何かの実験室、あるいはその準備をする部屋のようだった。広いテーブルが中央にあるが、椅い子すは近くにはない。壁際にはいくつかの機器が積み上げられていた。コードやなにかの部品も整然と並べられている。

　部屋の明かりをつけてもっと詳しく調べたかったが、隠れている身ではそれもできない。馨一は音を立てないように気をつけながら、目を凝こらして部屋のありさまを調べた。ドアの向かい側に唯一ある丸い舷げん窓そうから月明かりが射し込んでいる。その灯あかりを頼りに探っていくと、壁際に不自然なカーテンを見つけた。

「何だ、これ」

　そんなところに窓があるはずはないのに、横長のカーテンが取り付けられている。しかし縦の幅は五十センチもない。窓だとしたら、覗のぞき窓のようだ。

「ん？」

　カーテンの隙すき間まから灯りが漏もれている。隣の部屋の明かりだろうか。馨一はそっとカーテンの端をめくると、頭を入れて覗き込んだ。

「何だ、向こうの部屋は……。え？　あれは……荒あら先生……？」
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「これは、たまげたな」

　僚りよう冶じの視線の先にあったもの、それは人形のように横たわる一体のアンドロイドだった。

　手術台を思わせるスチール製のテーブルに、側そく臥がした姿はまるで眠っているようだ。初めて見る者には、本当に人間が眠っているようにしか見えないだろう。しかし僚冶はこのアンドロイドを知っていた。

　陸軍特殊機械工こう廠しよう、キ―５５０……。そう、

「きっ子……」

　僚冶は無造作に、きっ子の身体からだにかけられている布をはぐった。

　まぶしい白い肌が露あらわになる。人間で言うなら、生まれたままの姿だ。背中には見慣れたコネクターが、きっ子がアンドロイドであることを雄弁に物語っていた。コネクターからはそれぞれコードが伸びている。

「復元されていたのか。ここまで……もう、動くのか」

　きっ子の頬ほおに僚冶の手が触れる。温あたたかい。起動しているのか。それともアイドリングの状態なのか。

「ん、これか」

　僚冶は背後のコンソールを振り返った。つねにきっ子の状態がモニターされているらしく、いくつもの機器が動いている。その中の、メインのＣＲＴモニターを覗のぞき込んだ。近くにあったポインティングデバイスを操作すると、ウィンドウが次々と切り替わった。

「ここからアクセスできるか」

　さらにコンピュータの外部接続コネクターを確認すると、僚冶は背負っていたデイパックを下ろした。そして中から取り出したのは、かつて馨けい一いちに手渡したはずのきっ子のメモリーだった。

　そこからは無言の作業が始まった。僚冶は手早く、メモリーを外部接続コネクターに繋つなぐ。どうやら改造されているらしいメモリーには、現代のコンピュータと接続するためのコードとコネクターが取り付けられていた。

　メインのコンピュータがきっ子のメモリーを認識したことを確認する。僚冶はポインティングデバイスを使って次々とコマンドを実行していった。画面にウィンドウが開き、プログレスバーが左から右へと伸びていく。やがてコンプリートを示すアラームが小さく鳴った。

「これで、いけるはずだがな……」

「ごくろうだったな。ヘルミスター荒あら」

　突然の声に、僚冶が振り返る。と、ドアの前には白髪の大男が立っていた。白衣を着た姿は、それがドクター・メレンゲであることをすぐに判らせた。日本語も達者のようだ。しかしその手には拳銃が握られている。銃口は正確に僚冶を捉えていた。

「あんたが、ドクター・メレンゲか。俺おれのほうはどうやら自己紹介なしでよさそうだな」

「コンピュータから離れてもらおう。これ以上余計なことをしてほしくないのでね、“〝キッコ”〟に」

「きっ子？　そう呼ばれてるのか。名付け親の一人としちゃあ、光栄だな」

「あくまでコードネームだよ。気に入っているがね。しかしヘルミスター荒あらのことは私も聞いている。会って話したいとつねづね思っていたのだよ」

「歓迎されているとは思えない態度だがな。しかしあんたがここの研究責任者だってことは間違いなさそうだ。俺おれのメモリーデータも、回りまわって、地球の裏側で活用されているとは知らなかったぜ」

「データ？　ああ、なかなか興味深いものではあった。しかしデータ自体は、言って見れば、単なる行動の記録だ。事象と行動を箇条書きにしたようなものだな。アンドロイドの自由連想プログラムを拡張はしない。そんなものを、ヘル荒はわざわざまた持ってきてくれたのかね」

　メレンゲが銃を持って迫る。僚りよう冶じはじりじりと後ずさりした。

「メモリーからデータをコピーしたのか。無駄なことだ。このメモリーによって“〝感情”〟は生まれない。生体コンピュータのほうが重要だったのだと我々は考えている。しかしそれは“〝前回の戦闘”〟で完全に失われたようだな」

「長いセリフだな。説明ありがとうよ」

「どういたしまして、だ。それからメモリーも、消去させてもらうよ。我々が作り直した効果的な戦闘プログラムをインストールするのでね」



    

  
    
      



    

  
    
      　メレンゲは僚冶から目を逸そらさぬようにしながら、銃を握っていないほうの手でコンピュータを扱った。すぐにＣＲＴモニターにいくつものウィンドウが開く。やがてまたプログレスバーが現れ、そして作業完了の警告音が鳴った。

「これで元通りだよ。残念だったね」

「まったくだな。名実ともにおまえたちのきっ子、か」

「そのとおり。ただ組み上げただけじゃない。古臭い擲てき弾発射機なんてものなどは取り外した。フレームから最新式にリニューアルだよ」

「満足そうだな。たいそうなこった」

「これはオリジナルのメモリーかね」

　コンピュータに繋つながれたままの、きっ子のメモリーをメレンゲは目で指した。

「ああ、そうだ」

「まあ、いちおう調べてみよう。預かっておくよ。そしてヘルミスター荒あら、君にもまだ聞きたいことがある。おとなしく拘束されるなら、私から言って手荒な真ま似ねはさせん」

「そいつはありがたいな。お言葉に甘えるのが得策のようだ」

「そのとおりだよ。君は頭がいい」

「ほめられたのは、小学校のとき以来だぜ。ところで、一つだけ聞いていいか。あんたたちは、まだ総統を崇あがめているのか。ヒトラーを」

　僚りよう冶じの、ヒトラー、という言葉に、メレンゲの顔色が変わった。

「……ずいぶん、詳しいようだな。君は思っていた以上だよ。じつに興味深い。“〝オーディン”〟についても意見を聞きたいものだね」

「オーディンだのサターンだの、芸がないねえ。もっとマシな呼び名はないのかよ」

　そこまで僚冶が言ったときだ。突然室内の明かりが点滅し、同時にサイレンのような音が船内に鳴り響いた。

「何だ、これは」

　メレンゲのほうが驚きの顔を見せた。僚冶が笑う。

「いまさら警報装置なんて押さなくてもいいだろう。俺おれたちのスイートな会話に邪魔がはいるぜ」

「私ではない。どうやら君以外にも、この船に忍び込む命知らずがいたようだ」

　命知らずとはむろん、馨けい一いちたちのことだ。馨一や流ながれ山やまが見つかってから数分後、どうやら船員が警報装置を作動させたらしい。これで完全に、船の連中を起こしてしまった。いまに総出で侵入者を狩り出しにかかるだろう。

　警報装置の効果は、僚冶とメレンゲが対峙している実験室にもすぐに表れた。

「ドクトル、異状はありませんか？　ん、こいつは！」

「撃つなよ。私の大切な客だからな。もっとも、私から呼んだ覚えはないが」

　二人の外国人の男が、実験室にあわただしく飛び込んできたのである。メレンゲとの会話は、ドイツ語で交わされた。

「いいのかい。あんたの大切な研究がメチャメチャにされてるかもしれないぜ」

「私の研究か。そうだ。それを君にも見せてやろうと思ってな。こっちへ来たまえ」

　メレンゲは銃をかまえたまま、僚りよう冶じを促うながした。部屋の奥の扉を開ける。扉の向こうにはさらに同じような部屋があり、カバーのかけられた別の作業台があった。メレンゲがスイッチを入れると、モーター音とともに作業台のカバーが開いた。

　僚冶は作業台を一いち瞥べつし、驚くふうもなく言った。

「やっぱりか。こいつにきっ子のメモリーデータをコピーしたな」



　　　＊　＊　＊



　ガラス窓の向こうに僚冶の姿を見つけた馨けい一いちは、なんとか連絡を取ろうとガラスを叩たたいた。しかし分厚いガラスは、ガラス板というよりブロックのようで、叩いても音もしなければ振動が向こう側へ伝わる気配もない。

「きっと向こうの部屋でする実験か何かを、ここはモニターする部屋なんだ。安全のために、こんな防弾ガラスみたいなのが使われているんだな。でも、なんとか先生に、ここのことを教えなきゃ！」

　直接僚冶のいる部屋へ行く扉はないようだ。となると一度廊下へ出なくてはならない。追っ手が馨一たちを捜している今、危険だが、早くしなければ、馨一たちを捜している船の連中に、僚冶が見つかる恐れもある。

　そうするうちに、僚冶は何かを見つけたらしく、手術台のようなテーブルに歩み寄った。載せられている物のカバーを外す。馨一は息を呑のんだ。

「……きっ子!!」

　ガラスを隔ててもはっきりとわかった。手術台に横たわっていたのはきっ子だった。すでに完全な形に再生されている。眠るように目を閉じていた。まるで、初めて島の研究所跡で会ったときのような、きっ子がそこにいた。

「きっ子、きっ子！　荒あら先生！」

　馨一は必死でガラスを、壁を叩たたいた。しかし分厚いガラスも壁も、ビクともしない。

　ガラスの向こうで僚冶はきっ子を調べるような動作をすると、やがて壁際のコンピュータに向かった。そしてデイパックから取り出したものを、馨一は見逃さなかった。

「あれ、は……きっ子のメモリーじゃないのか!?　そんな……荒先生は、ぼくにメモリーをくれたはずだ。きっ子の心だって、そう言って……！　それを、なんで荒先生が持っているんだ。なにをしようとしてるんだ!?」

　混乱した。

　三ヶ月前の戦闘の後、バラバラになったきっ子の身体からだの中から、僚冶がメモリーを捜し出してくれたのではなかったか。いや、正確には、戦いによる怪け我がで入院していた馨一に、流ながれ山やまが言こと付づかってメモリーを届けてくれたのだ。あのメモリーはまだ部室の馨一の机にあるはず。それを僚冶は持ち出してきたのか。それとも馨一が持っているメモリーは偽物だとでもいうのか!?

　わからなかった。すべては僚りよう冶じに聞いてみるしかない。

「なんとか……そうだ。部屋の明かりをつければ、向こうも気づいてくれるはずだ！」

　そうして馨けい一いちが部屋の明かりのスイッチを探して、点けようとしたとき、窓の向こうで異変が起こった。

　部屋に入ってきた白髪の男によって、僚冶が手を上げさせられている。僚冶は何かしゃべりながら時間稼ぎをしているようだ。抜け目なくあちこちをその目が動いている。その目が一瞬、ガラスのこちら側の馨一を見たような気がした。

「先生！　ど、どうすればいいんだ!?」

　今度は僚冶を助けなくてはならない。しかし白髪の男は銃を持っている。白衣を着た姿は、銃を扱うのが専門だというふうには見えない。しかしいざとなったら、それを発砲するのに躊ちゆう躇ちよはしないだろうという雰ふん囲い気きは十分にあった。

　混乱と迷いの中にあって、馨一の目は助けを求めるかのようにあちこちを探した。

「何か使えるものは……武器とか、何かないのか……あっ！」

　武器があったわけではない。しかしガラス窓の下に、いくつかのボタンが配されているのを馨一は見つけたのだ。その中の一つには、明らかにスピーカーを示すアイコンが記されていた。

「これは……向こうの音が聞こえるのか？　でも、違うボタンだったら……ええい、やるしかない！」

　目をつぶってスイッチを入れた。すぐに、壁に仕込まれたスピーカーから、ちょっと電気的な声が聞こえてきた。

『どういたしまして、だ。それからメモリーも、消去させてもらうよ。我々が作り直した効果的な戦闘プログラムをインストールするのでね』

　メレンゲの声だった。

「あの男の声だ。日本語をしゃべってる。メモリーって、きっ子のメモリーのことなのか？　消去するって!?」

　馨一は部屋の向こうで交わされる会話に耳を奪われた。

　次々と興味深い話が飛び交う。中でも、

『これはオリジナルのメモリーかね』

『ああ、そうだ』

　というくだりは衝撃だった。僚冶の持っていたメモリーがオリジナル？　では馨一が持っているメモリーは？　そしてその後の僚冶の言葉。

『……あんたたちは、まだ総統を崇あがめているのか。ヒトラーを』

「ヒトラー？　なんだ。なんなんだ。あの、ヒトラーなのか？　あの……」

　二十世紀の大悪魔。大虐殺。世界大戦……。

　刺激的な言葉が馨一の脳のう裏りをかけめぐる。

　しかしそれ以上具体的な説明はない。代わりに、サターン、オーディン、といった符丁めいた言葉が飛び交っている。

「何かとんでもないことが……この島には……いや、きっ子に……!?」

　しかし馨けい一いちの思考は突然の警報によって断ち切られた。

「しまった！　先輩たちが見つかったのか。それとも、さっきの船員たちが警報を……ええい、どうするんだ!?」

　苛いら立だちは自分に向けられる。だが何をどうすればいい？

　ガラスを隔てた部屋の僚冶の危機。そして未だ目覚めていないらしいきっ子。流ながれ山やまと九く品ほん仏ぶつの安否。一度に考えても、答えの出るものではなかった。

　馨一が躊ちゆう躇ちよするうちに、ガラスの向こうではさらに驚くべきことが起こった。

　警報で出動してきたらしい男たちが二人、メレンゲの背後に加わった。男たちが持っているのはライフルどころではない。もっと近代的な短機関銃だった。

　メレンゲが僚冶を促うながして、奥のドアを開けるのが見えた。しかしその部屋は馨一のほうからは見えない。会話も聞こえなくなった。

「どうなってるんだ？　でも、なんとかしなきゃ！　こうなったら、ここを出て、隣の部屋へ行く……！」

　馨一が決意して動こうとしたときだった。

　スピーカーから音がした。

　バババババ!!

　と、発砲音。続いてガシャン！　と窓の破れる音がした。

「先生！」

　思わず馨一は窓に向かって叫んだ。

　見ると、再び僚りよう冶じは窓の向こうの部屋へ戻ってきている。

　僚冶は無事だった。発砲はまだ威嚇のレベルだったのだ。しかし９ミリ弾は本当の船窓に当たってそのガラスをブチ破った。

　僚冶はそこから素早く動いた。

『また来るぜ！』

　言うが早いか、まだコンピュータに繋つながれていたきっ子のメモリーを引きちぎると、そのまま窓の向こうへ放り投げた。

「ああっ！　きっ子のメモリーが！」

　そして僚冶もまた、窓の外へ飛び込んでいく。少しして、海面へ飛び込む水音がスピーカーを通して聞こえてきた。

『バカめ！　追え！』

　メレンゲは窓際へ走りより、首を出して海面を見ると、短機関銃の男たちに命令した。男たちがあわただしく出て行く。メレンゲも部屋を出た。

「い、今だ！　荒あら先生は……いや、しかし、今しかない！」

　馨けい一いちは意を決してドアを開け、外へ飛び出した。

　ドンッ！

「わ！」

　勢いよく走ってきたらしい男に、馨一はぶつかって弾はじき飛ばされた。壁に身体からだを打ちつけながら、もう本当にダメか！　と思う。

「市いちヶが谷や……？　おい、市ヶ谷ァ！」

「まさか、先輩！　部長も！」

　ぶつかった男は流ながれ山やまだった。九く品ほん仏ぶつもいる。どうやら馨一と別れたあと、流山と九品仏は別れる踏ん切りがつかないまま、いっしょに逃げ続けていたらしい。

「無事だったか、市ヶ谷！　警報が鳴ったから、捕まってどこかへ連れて行かれたかと思ったぞォ！」

「え、あの警報は先輩たちが……と、そんな話、しているヒマないんです！」

「そうだ。早くここから逃げなきゃならん！」

「違うんですよ。ここ。この部屋を、見てください！」

　馨一は率先して、今までいた部屋の隣のドアを開けた。中へ躍り込む。

「先輩、これを……！」

「これ……こ、これはァ！　き、き、き……」

「ボケ、いいですから」

「きっ子ちゃんじゃないかァ！　おおお、おい！　市ヶ谷ァ！　しかも、パーツじゃない。もう完全に……人間と同じに……！」

　感極まったのか、流山は言葉を失っていた。ボロボロと涙があふれる。見ると、九品仏も号泣していた。二人とも感激屋なのだ。

「い～ぢ～が～や～……！」

「先輩！　部長！　ごめんなさい、今はとにかく……」

「わかってる。感激は後回しだァ！　きっ子ちゃんをここから連れ出すんだ！」

「はい！」

　馨一と流山は作業台の上のきっ子を二人で持ち上げようとした。

「この布でくるんで……市ヶ谷、いくぞ、せーの！」

「いちにちの、それ！」

　二人がかりで、肩と脚を持ってきっ子を持ち上げる。しかしここでネックなのがきっ子の自重だ。百九キロという重さは、二人で分担してもそうとうなものだった。持てることは持てるが、運ぼうとするとよたよたとタタラを踏んでしまう。

「こ、これじゃあ、船を出られるのは、いつになるか……」

「やるしかないだろォ！　オレたちの、きっ子ちゃんを取り戻すんだ！」

　ポン、と馨一の肩を九品仏が叩たたいた。見ると、背中を向けてしゃがみこむ。

「……部長……大丈夫なんですか？　わかりました。お願いします！」

　九く品ほん仏ぶつの背中に乗せられるきっ子。日ごろ鍛えている九品仏にも、きっ子は軽い荷物とはいかない。しかし、背負って立ち上がる。

「部長ォ！　すいません。あとはオレたちが先導します！」

　九品仏は多少ぎこちない笑顔で、ポツリともらした。

「……まえより、軽い」

「よおし！　今度こそ行くぞ、市ヶ谷ァ！」

　そこからは、三人が協力しての脱出行だった。

　流ながれ山やまと馨けい一いちが先行して見張りがいないのを確かめ、きっ子を背負った九品仏を促うながす。ときに、どうしても避けて通れない箇所に警備の者がいるときには、馨一が囮おとりになって敵をひきつける、という危険なことまでやった。ときには短機関銃の発砲音が背中に聞こえることもあった。

　自分でも、どうしてこんな無謀ができたのか、と思った。しかしきっ子を連れ帰るため、取り戻すため、と思うと、どんなことにも恐怖はなかった。勇気と力が溢あふれてくるような気がした。

「はぁ、はぁ、もう、そこが甲板です。一人、銃を持ったヤツがいる。ぼくが、あっちへ走りますから、その隙すきに……」

　飛び出そうとした馨一の腕を、流山がつかんだ。

「市ヶ谷、もうおまえは疲れてる。こんどはオレがやる」

「いえ、先輩は、部長を助けて、無事に船を降りてください。部長も、もういっぱいいっぱいなはずですから」

　流山の後ろで九品仏はきっ子を背中に乗せたまま、しゃがみこんでいた。もう顔は真っ赤に充血している。百キロ以上もあるきっ子を乗せて、走ったり止まったり、ときに隠れたりと、無理に無理を重ねてきたのだ。

「……わかった、市いちヶが谷や。だが、無茶はするなよ！」

「はい。いざとなったら、反対側の海へ飛び込みますよ」

「よォし！　行くぞォ！」

　うなずきあうと、まず馨一が飛び出した。

「うわああああああ！」

　大声を上げて注意を引く。案の定、警備の男は馨一を見て何か叫んだ。

「×××××!!」

　ドイツ語だった。見ると、男も外国人だ。帽子を目ま深ぶかにかぶっている。

「部長、行きますよォ！」

「……！」

　続いて、流山と九品仏が走り出す。一目散に、船のタラップを目指した。

「×××！」

　しかしすぐに気づいた警備の男が、馨一から流山たちに射撃のターゲットを変更した。

　ババババ！

　野外で聞く短機関銃の音は意外と大人しい。が、威力を考えるとむしろそれが恐ろしい。

「こおのおおおおお！」

　怒鳴りながら短機関銃の男に突進したのは、流山ではない。馨けい一いちだった。全力で走るその勢いのまま、体当たりする。全身の骨がきしむほどの衝撃だった。

　男と馨一は折り重なって倒れる。馨一よりもふた回りは大柄な男が、獣のように叫びながら立ち上がろうとした。弾はじき飛ばされた短機関銃を捜す。

「市いちヶが谷やァ！」

　見ると、流山と九品仏はもうタラップにたどり着いていた。あとは急いで降りるだけだ。馨一は大声を出した。

「急いで!!　かまわずに、降りて、逃げて！　きっ子を安全なところへ！」

　自分でも意外なほどにせっぱつまった怒声が迸ほどばしる。馨一とは思えないその勢いに、事態を察した流山と九品仏は、声も出さずにタラップを走り降りた。

「先輩……きっ子……」

　タラップを降りていく流山たちを目で追って、馨一は自分も走り出そうとした。脚がひどく痛い。くじいたのだろうか。立ち上がり、フラつきながらタラップへたどり着いたところで、背後から鋭い突きを食らった。

「ぐっ！」

　背骨にガツンと鉄の棒を叩たたきつけられたような痛みに馨一はうめいた。振り返るまでもなく、襟えり首をつかまれ、引き戻された。さっき体当たりを食らわせた相手の男だった。興奮した赤ら顔が帽子の下に見えた。

「×××！　××××！」

　怒鳴っている。鉄の棒、と感じたのはもちろん短機関銃の銃口だった。トリガーに指をかけているのが見えた。ちょっと指に力を込めるだけで、馨一の身体からだに無数の鉛弾が撃ち込まれるだろう。

「……きっ子、きっと……！」

　なにを言おうとしたのか、自分でもわからなかった。馨一は言葉を飲み込み、目をつぶった。と……

　バシャアアアアア！

　猛烈な勢いに身体を押された。顔など、重いパンチで叩かれているようだった。

「んぶあああ！」

「市ヶ谷くん！　逃げてー!!」

「市ヶ谷さん！」

　下から声が聞こえる。ゆひと由ゆ佳か里りの声だ。なんと、二人がかりで消防ホースを抱え、馨一をめがけて放水している。いや、もちろん、馨一を撃とうとした外国人をめがけて放水しているのだ。

「ゆ、ゆひちゃ……！」

　猛烈な水の勢いに押されながら、馨けい一いちは這はいずるようにタラップへたどり着いた。見ると、短機関銃を持った男は真正面から水を浴び、銃を撃つどころではない。立っているだけでも不思議だったが、ついに弾はじき飛ばされた。

「今よ！　市いちヶが谷やくん！」

　馨一はゆひの声に励まされ、タラップを駆け降りた。足を引きずっているが、痛みは感じなかった。なんとか下までたどり着く。ゆひたちはまだ放水を続けていた。

「ゆひちゃん！　由ゆ佳か里りさん！」

「行ってください！　私たちもすぐ行きます！」

「は、はい！」

　見ると、消火栓の開閉バルブを開けていたのは響織子きようこだった。目で合図をして、馨一は懸命に走った。数分走ったところで、背後からゆひたちが追いついてきた。

「流ながれ山やま先輩たちは!?」

「先に行っています。私たちも急ぎましょう！」

「はい……ありがとう。助けてくれて」

　馨一の言葉に、由佳里は笑顔でうなずいた。

「市ヶ谷さんも、立派でしたよ」

　由佳里にほめられて、馨一も笑った。



　　　＊　＊　＊



「ドクトル・メレンゲ、これは、どういうことだね」

　代よ々よ木ぎだった。しかし今度はドイツ語で話している。

　きっ子のいた研究室。もちろん今はきっ子はいない。馨一たちに持ち去られたのだ。

「“〝大佐”〟にどう説明するのかね。これだから科学者のわがままというものは困る。自分たちが人類の文明を進めてきたと思っているのだからな」

　皮肉たっぷりの代々木の顔が酷薄な笑いを浮かべても、しかしメレンゲはまったく動じたところがない。

「問題ない。まったくな。奪われたアンドロイドは、アンドロイドで取り返す。あの学生たちも、ここを見られたからには生きてはおられないだろう」

　そう言うとメレンゲは奥の部屋へ通じるドアのロックを外し、開けた。中に鎮座しているのは……。

「これを使うのか、ドクトル」

「ああ。これは私が一から組み上げたアンドロイドだからな、クックック」

　メレンゲはそう言うと笑い声を漏もらした。

　その声は、代々木をしても眉まゆをひそめたくなるほど、嫌な響きに満ちていた。



    

  
    
      


８　恐怖！　高機動ドルニエ



　華道部の御ご殿てんに戻った馨けい一いちと由ゆ佳か里りたちは、きっ子を挟んで広間の床に座っていた。すぐに追っ手が来るという心配はとりあえずなくなったようだ。それでも華道部の少女たちが、交代で今夜は見張りに出てくれている。

「きっ子、きっ子……」

　馨一は戻って来てからずっときっ子の名前を呼んでいる。ときに、身体からだをゆすってみたり、耳元に吹き込むように話しかけてもみた。しかしきっ子はいっこうに動かない。よく観察すると、身体は温あたたかく、胸が間欠的に上下し、かすかに呼吸もしている。僚りよう冶じが言うところの、余剰熱と水分の排出ということになるのだろうが。

　ゆひや由佳里の手で、きっ子は夷い皇おう島じま学園高等部の制服を着せられ、髪もきれいに整えられた。今は夜具の上に寝かされている。

　こうしてみると、きっ子は元通りで、ただ普通に眠っているだけのようだ。首輪のようなチョーカーに鈴まで同じ。三ヶ月前の惨劇などなかったことのように思える。

「きっ子ちゃん、前と同じだなあ……」

　ポツリと流ながれ山やまが呟いた。

　前、というのはもちろん、三ヶ月前の、島の研究所跡で偶然馨一が見つけたきっ子のことだ。そう。このきっ子は、前のきっ子とは違うのだ。ボディーが違う。それに、以前のきっ子の記憶を持ってはいない。なのに、いま目の前に横たわっているのは、まぎれもなく前と同じきっ子だった。姿かたちがそう思わせるのか。それとも誰だれもが、前と同じきっ子であって欲しいという願いを持っているからだろうか。

「前と、同じですよ。このきっ子さんは。たとえ身体は違っても、きっと必ず、きっ子さんの心を持っていてくれるはずです」

　由佳里の言葉に一同はうなずいた。

「それに、市いちヶが谷やくんは本当のきっ子ちゃんのメモリーを持っているんでしょう？」

「メモリー……あ、うん」

　ゆひに尋たずねられ、馨一は改めてメモリーのことを思い出した。僚冶が持っていたメモリー、あれは何だったのだろう。僚冶は何をしようとしていたのか。僚冶の持っていたメモリーが本物だとしたら、馨一にくれたメモリーはいったい何なのだろう。

　馨一はメモリーのことをみんなに言おうとして、思い留とどまった。

　まだないしょにしておいたほうがいい。自分でまず僚冶に尋ねてみなくてはならない。それに、僚冶の安否も心配だった。

「変な言い方かもしれないけど、こうしてきっ子のボディーは完全な形で手に入ったんだから、あとはメモリーの修復さえできれば、本当の意味できっ子が帰ってくるのよね」

　響織子きようこの言葉はみんなの願いでもあった。そして、一時は完全に失われた、“〝死んだ”〟はずのきっ子が蘇よみがえることが、本当に不可能ではない、手の届く領域に近づいてきたことを、深い感慨を持って噛かみしめるのだった。

「うっ、きっ子ちゃん……うぅ」

　ゆひなどはもう涙をこぼしていた。流ながれ山やまも泣いている。九く品ほん仏ぶつも鼻をすすり上げ、目元を赤くしていた。由ゆ佳か里りがゆひの肩を抱いて、背中をなでた。

「よかったですね。本当によかった……」

　由佳里の言葉に、ただうなずく一同だった。

　………………

「それにしてもだ、やつらはけっきょく何なんだ？　これで完全に、日本の文部科学省の調査船という線は消えたわけだよなァ」

　落ち着いてくると、情報の整理が始まった。大半は推測の域を出ないが、船内に侵入した馨けい一いちたちの情報をもとに、全員が思案する。

「日本の、文部科学省の役人じゃないのよね」

「最初に見た人たち以外はドイツ語をしゃべっていた。背後には、ドイツ人の組織があるらしいですね」

「きっ子ちゃんを最優先で確保していた、ということはだァ、おそらくこのきっ子ちゃんを絶対に取り返しにくる……」

　最後の流山の一言は、広場に暗い影と緊張感をもたらした。

　それを破ったのは馨一だった。

「……先輩、彼らの会話を聞いてたんですけど……」

　馨一はあえて僚りよう冶じのことには触れなかった。

「ヒトラー、っていう名前が、聞こえたんです」

「ヒトラー？　おい、本当かァ、市いちヶが谷や」

「ええ。間違いないです」

「なんてことだ、こりゃァ……」

　流山は腕組みをしてうつむいた。

「ドイツ人だからって、今どきヒトラーなんて言葉が普通の会話にそうそう出てくるもんじゃァない。無駄話をしていたわけでもないだろうに、本当にヒトラーと言っていたとしたら……」

「……ネオ・ナチ、とか？」

「う――ん。いわゆるネオ・ナチかどうかはわからんがァ。関係があることは確かだろうな。もともとのナチスの残党かもしれんし」

「そんなものが、まだ生き残ってるっていうんですか」

「わからないぞォ。一説には南米のほうで密かに街を作って生き延びているって話もある。六十年以上、ヒトラーを信奉して過ごしてきた、狂信的な人間たちだよォ」

「ハイル・ヒトラー、ってことですか」

　馨一の言葉に、全員が小さくうなずく。

　そのとき、背後で異変が起こった。

　夜具に寝かせられていたきっ子の目が、突然、はっきりと開いたのだ。

「……ヤボール、ヘル、コマンダール……」

　上体がスッ、と起き上がった。

「き……!?」

　少し離れていた九く品ほん仏ぶつがまず気づいた。驚きのあまり、言葉を失ったように発する九品仏の声に全員が振り返ったとき、きっ子は夜具の上に完全に立ち上がっていた。

「きっ子!!」

「きっ子ちゃん！」

「きっ子さん！」

　あまりのことに、声も出ない一同。が、驚きは徐々に懐疑に、そして別の驚きへと変わって行った。

　きっ子の口が開いた。発する言葉は……。

「メイレイヲ、コマンダー……」

「メイレイ……命令って言ってるのか？　きっ子、ぼくだよ、市いちヶが谷や馨けい一いちだ。わからないかい。ぼくのことが……」

　きっ子が振り返った。が、その顔を見て馨一の心は凍りついた。

　表情がないのだ。

　顔はまぎれもないきっ子だった。夷い皇おう島じま学園のセーラー服を着て、髪も、以前と同じだった。しかし違う。大きな欠落がある。きっ子のその表情に、まったく感情がないのだ。

　大きな黒目がちの目も、小さいけれどツンとした鼻も、足首のないサリーちゃんの脚も、全部きっ子のものなのに、ただ一つ、その身体からだには心がなかった。

「メイレイヲ、コマンダー」

　ひたすら命令を待つそれは、ただの女性型アンドロイドだった。純粋な戦闘兵器。感情という余計なものを持たない、合理的で効率的な破壊兵器だ。

「やっぱり、メモリーのユニットを入れ替えないと、きっ子ちゃんは、ただのアンドロイドなのか」

　流ながれ山やまの言葉がすべてを物語っていた。

　記憶を持たないきっ子は、指揮官に忠実なアンドロイド兵士でしかない。

　しかし、ならばなぜ、あのときのきっ子は、馨一を好きになったのだろう。あのときのきっ子には、最初から心があるようだった。最初こそ、ポツリポツリとしかしゃべらなかったが、そのうちにみんなと会話もできるようになった。馨一を慕って自分からいろんなことをしたり、話したりしていたではないか。

「でも、どうして突然、動き出したのかしら？　この、きっ子ちゃん」

　ゆひは言うが、感情のないきっ子を、きっ子と呼ぶにはためらいがあるようだった。

「さっき誰だれが、何を言ってたんだァ。確か、市ヶ谷が……」

「ハイル・ヒトラー、と言ってたわ」

　響織子きようこが言うと、きっ子はキュッ、と響織子のほうを向いた。

「この言葉、みたいね」

　しかしきっ子は、それ以上のリアクションはせず、響織子のほうを向いたまま動きは止まっている。

「“〝ハイル・ヒトラー”〟を起動パスワードにしているようじゃァ、いよいよもってネオ・ナチか、ナチスの残党ってことになりそうだなァ」

　これが本当なら、ヒトラーを頂点に狂信的に戦ったナチス・ドイツの影が、この夷い皇おう島じま学園にまで伸びてきた、ということになる。あまりのかけ離れた恐怖の影が、急に身近になったような不気味さ。

「タイキモードニハイリマス。パスワードデ、サイキドウ……」

　急に声がした。きっ子はそれだけ言うと、再び瞳ひとみを閉じた。全身から力が抜けていくのがわかる。ガクッ、とひざをつくと、そのまま上体も崩くずれてその場に座り込むような格好になった。いわゆる“〝女のコ座り”〟だ。

「どちらにしても、明日にするしかないだろう。きっ子ちゃんには、交代で見張りをつけてだなァ」

　流ながれ山やまの意見にみんな賛同した。船への潜入と逃亡で全員、ドロのように疲れていた。きっ子の起動と、かつてのきっ子との乖かい離りは、その疲労をさらに大きくしていた。

「すいません。ぼくは、ここに寝てもいいですか。ちゃんと寝ます。眠りますけど、やっぱり、きっ子の側そばにいてやりたいんです」

「市いちヶが谷やさん……」

　由ゆ佳か里りがうなずく。

「それがいいかもしれません。きっ子さんも、市ヶ谷さんが側にいることで何か変わるかもしれません。今はダメでも、少しずつでも感じ取ることがあると思いますし。でも、ちゃんと眠ってくださいね。寝ずの番はダメですよ」

「はい。わかりました。今日はみんな、みなさん、どうも、ありがとう……」
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　馨けい一いちを除く全員が、自分たちの部屋へと戻って行った。流山と九く品ほん仏ぶつは発明部の部室へ帰る。馨一もそれに同行して、少しの間だけ部室へ戻った。自分の机の、きっ子のメモリーを確認するためである。

　引き出しを開けてみると、それは確かにあった。

「……ある。持ち出したような形跡もない。だったら、あれは……」

　ゴロリ、とした感触の鉛の固まりであるメモリーをつかむと、馨一は握り締めた。

　船で、僚りよう冶じが持っていたのは同じ形のメモリーだ。それを、僚冶は海へ投げ捨てた。

「どうした？　市ヶ谷」

　背中を向けて黙っている馨一に、流山が話しかけた。手元を覗のぞき込む。

「きっ子ちゃんのメモリーかァ。これを移植することさえできれば、あの無感情なきっ子ちゃんが、オレたちのきっ子ちゃんに戻るんだ。希望を持て、市いちヶが谷や！　きっ子ちゃんに会えるのはもうすぐなんだぞ！」

「ええ、そうです、よね」

「これまでは基礎的な勉強ばかりしてきたがなァ、明日からは、現実的な方策を考えなくちゃならんよなァ。そうだ。荒あら先生が、きっ子ちゃんのマニュアルを持っていたんだよなァ。荒先生にさっそく相談してみるか！」

　僚りよう冶じの名前が出てきたことで、馨けい一いちはゾクッとした。

「荒先生、ですか」

「おゥ。先生はそれまでにもきっ子ちゃんを診察したこともあるんだ。絶対に力になってくれるぞ」

「そうか。そうですよね」

　馨一は流ながれ山やまや九く品ほん仏ぶつには、船でのことを話しておこうか、と迷った。

「うん、どうした、市ヶ谷？」

「い、いいえ。じゃあ、おやすみなさい、です」

「ああ。といってももう五時近いがなァ。一時間でも二時間でも、眠っておけよ」

　………………

　けっきょく、流山たちにも僚冶の件を切り出せなかった。

「明日だ。荒先生が無事に戻ってきているかどうか。それを確かめて、直接、先生に聞いてからだ」

　再びきっ子のいる広間へ戻っていた馨一は、手のひらの中のメモリーを握った。

　片手で握るには少々あまる大きさだった。さっきからずっと持っているせいで、体温がうつって鉛が温あたたまっている。

「これを、きっ子に……」

　きっ子は再び、夜具の上に仰向けにされていた。これも、三人がかりでようやくしたものだ。

　馨一が持っているメモリー、これをきっ子に移植すれば、本当にきっ子は戻ってくるのだろうか。それ以前に、このメモリーは本当に、あの、きっ子のメモリーなのか。

「きっ子……」

　馨一は眠ったように動かない、待機モードのきっ子の頬ほおに触れた。

　温かい。温かくて、やわらかい。

　この温かさがある限り、きっ子は必ず戻ってくる、そんな気がした。

「必ず、戻してみせるよ。約束したからね。待っていてくれ。きっ子……」

　馨一はきっ子の身体からだに、掛け布団をかけてやった。そうして、今度こそ、自分も寝ようと思う。少し離して並べられた布団に、馨一は足を入れた。いざというときにすぐに動けるように、服は着たまま寝ることにする。

「今日は、本当に、疲れたな」

　一人になると緊張感が緩ゆるむのか、疲れが一気に襲ってきた。あちこち身体からだも痛む。銃で突かれたところは、はっきりと痛みが残っていた。

「痛いけど……このくらい、我慢しなくちゃな……」

　完全に布団に入り、目を閉じた。まだ意識は興奮していたが、それよりも疲れと睡魔が勝った。眠りの中へ引き込まれていく……。

「……！　ヘンシェル！　そうだ。ヘンシェルは!?」

　ガバッ、と馨けい一いちは跳ね起きた。

　ヘンシェルは気分が悪いと言って、夕方から部屋へ引きこもったままだ。そのあと、きっ子の騒動があったので、すっかり忘れてしまっていた。

「なんてことだ、ぼくってやつは！」

　おそらく、いろんなことが一度にありすぎて、みんなもヘンシェルのことを失念しているに違いない。どのみちこの時間だ。部屋で休んでいる、と思っているのか。しかしあれから一度も姿を見ていない。耳のいいヘンシェルが、きっ子を連れて戻ってきたときの騒ぎなどを聞きつけていないはずはない。

　馨一は再び布団から這はい出た。

「きっ子、ちょっと待っていて」

　もの言わぬきっ子に話しかけて、馨一は立ち上がった。上着を羽織る。

「この部屋、だよな」

　華道部御ご殿てんの奥へと、ぼんやりとした明かりしかない廊下を進んでいくと、客用に用意されている部屋にたどり着いた。ヘンシェルは留学の初日以来、この部屋で寝泊りしている。もっとも、馨一は入ったことはなかった。

「ヘンシェル。いるかい」

　控えめに襖ふすまを叩たたいた。耳を澄ましたが、返事はない。

「ぼくだよ。馨一だ。いいかい。開けるよ」

　断っておいて、襖に手をかけた。鍵かぎなどは、もともとないのがこの手の日本家屋だ。

　細く開けて、少し待った。それでも変化がないので、半分ほど開けて、中を覗のぞき込んだ。

「ヘンシェル……！」

　誰だれもいなかった。もぬけの殻だった。

　部屋の中はきちんと整せい頓とんされていて、最初から誰だれもいなかったようだ。少なくとも、ここ数時間に出て行ったのではない。部屋の空気は冷え切っていて、まったく人の気配がなかった。

「どうしたんだ。どこへ行ったんだ。ヘンシェル！　いったい、いつから……」

　馨一はまたも途方に暮れることになった。
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　けっきょく、馨一は朝まで待った。

　すぐに由ゆ佳か里りや流ながれ山やまたちに報しらせようか、とも思ったが、それでどうなるものでもない。ヘンシェルが帰ってくる可能性もある。

　一度、馨けい一いちはきっ子のいる広間へと戻ったが、こんどは一睡もできなかった。

　幸い、すぐ南国の早い朝が訪れて、日が昇った。しかしそれから二時間の間というもの、馨一はヘンシェルの部屋と、きっ子の広間とを往復するだけで終わった。

　朝になってヘンシェルの失しつ踪そうを告げると、由佳里は自分たちの迂う闊かつさを悔いた。

「ヘンシェルさんが……私たちが、きっ子さんのことで手一杯になってしまって、ヘンシェルさんのことを振り返ることができなかったのが、いけなかったのですね」

「いや、由佳里さんだけじゃありません。ぼくらも、気づかなかった」

　由佳里は、船へと出かけるときから、御ご殿てんの通用門などに見張りを立てていた。しかし彼女たちに聞いても、ヘンシェルが出て行くところを見た者はないという。

「ヘンシェル、どこへ行ったんだ……まさか……」

　きっ子が帰ってきたから、馨一がきっ子を連れて来たから、怒って出て行ってしまったのか。しかし、きっ子がこの御殿へ来てから、ヘンシェルは姿を現していない。いや、鋭いヘンシェルのことだ。きっ子が来たことを悟ってどこかで見ていたのかもしれない。

『きっ子を再生させたいとそなたが言うなら、私はそれに協力する。一度こうと選んだ男性がしたいことなら、どこまでもついていく。とことん、従う、それが私だ』

　馨一の脳のう裏りに、ヘンシェルの言葉が蘇よみがえった。あの言葉は、ウソではないはずだ。

「そうだ。ぼくはヘンシェルを信じよう。きっと何か、彼女の身に起こったんだ。ヘンシェルが、感情だけで勝手な真ま似ねをする人でないことくらい、最初からわかってるじゃないか」

「市いちヶが谷やくん。みんなで心当たりを手分けしてヘンシェルさんを捜そうと思うのだけど」

　ゆひの提案を、しかし馨一は断った。

「うん。でもとにかく学校へ行ってみようと思う。ひょっとすると、夷い皇おう島じま大学あたりへ行っているだけかもしれないしね。授業にはひょっこり出てくるかもしれないし、それに、みんなも学校があるんだから。まず今日の授業を終えて、放課後にまた、話し合って、捜すことにしませんか」

　馨一は自分で言いながら、ヘンシェルが一言も告げずにそんなことをするはずがない、と思っていた。だが、今は待つことも必要だ。きっ子のこともあるし、授業を休ませてまでみんなにヘンシェル捜しをさせてはいけない。

「うむゥ。ここは市ヶ谷の提案に従うってことにしようじゃないですか。とりあえず、あいつにも考えがあるようだ」

　流山がフォローしてくれ、みんなも納得した。放課後、校庭に集まることにして、表向きは全員いつもどおり登校することになった。
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「ゆうべ、港のほうで騒ぎがあったって、聞いたけど」

　リオナが遅い朝食を優雅にとっている迎げい賓ひん館かんの食堂の間。

　壁一面は大きな窓になっていて、レースのカーテンを通して柔らかい日差しがたっぷりと射し込んでいる。

　二十人はかけられる長テーブルの正面にリオナ、そのすぐ側そば、左右に黎れいとめぐみが席についている。すでに午前九時。これからデザートなのだから、一時限目には絶対間に合わない。

「デザートはなにかしら。シェフ」

　学生服に縦長のシェフ帽をかぶった生徒がどうやらここ迎賓館の料理長らしい。学生といっても明らかに二十代後半ほどに見えた。しかし職員ではなく、あくまで学生、というところがミソである。

「はい。今日は新鮮なマンゴーが手に入りましたので、クリームチーズを載せて召し上がっていただきます」

　デザートが運ばれてきた。マンゴーは種を取って角切りにされ、クリームチーズがたっぷりと乗せられている。カロリーも高そうだ。

「わーい、マンゴー大好きー！」

　とはしゃぐのはもちろんめぐみだ。黎は無言で一口。

「……おいしい」

　リオナも満足そうな顔を見せる。背後では弦楽四重奏団が贅沢にも生で室内楽を奏でていた。

　ここにきわまった感のある貴族趣味的なリオナの朝を破る者が、この日現れるとは誰だれが想像しただろうか。

　取り次ぎの学生がリオナの耳元で何かささやいた。リオナの表情が怪け訝げんなものに変わる。

「ヘンシェルですって？　なぜここに。一人で来ているというの？」

　しかしリオナが承諾するまでもなく、ドアを乱暴に開けて入って来た者がいる。

　もちろんヘンシェルである。

「どういうことなの。断りもなくこの迎賓館へ入るなど、いくらわたくしに仮装大会で勝ったからと言って……」

　リオナの言葉は、しかしヘンシェルによって遮さえぎられた。

「……は、どこだ」

「え？　誰ですって？」

「なによ、こいつー、リオナさまに謝りなさいよー！」

　めぐみが立ち上がって文句を言う。しかし黎は素早く動き、リオナの腕をつかんで引き寄せた。

「何!?　黎……！」

　全部言い終わるまえに、その意味がリオナにもわかった。たった今リオナがいた空間を、ヘンシェルの手刀が切り裂いていた。そのまま止まらず、テーブルへ激突する。

　バリバリッ！

　樫かしの木の一枚板を薄く削そいで、何枚も張り合わせた豪華なテーブルが、一撃で真っ二つになった。まるで空手のエキシビションを見ているようである。

「な、何を！」

　騒然となる室内。しかしヘンシェルは平然としている。たった今したとんでもないことなど、露つゆほども感じさせない。

「きっ子、はどこだ」

「なんですって？」

「リオナ、あの子のことを言っているみたい」

　黎れいがリオナの手を引いて後ずさりしながら言った。

「きっ子ちゃんが、ここにいるわけないでしょう！　パーツだってあの船の連中が全部持って行ったのよ！」

　途中から、ヘンシェルに向かって怒鳴るようにリオナが言う。

「リオナさまー、なんだか、変ですよ。この人ー」

　変、なのはすでに行動が証明済みだ。が、ヘンシェルの異常はその姿を見てもわかった。

　顔に表情がない。

　もともとクールな顔立ちのヘンシェルだが、まるで欠落してしまったかのように表情に変化がなかった。顔の中で、目だけが、あるいは振り返るときも首だけが動く。そして最小限の言葉をしゃべる、そんな感じなのだ。

「きっ子は、どこだ」

「だいたい、なぜあなたがきっ子ちゃんのことを知っているの!?　どうして捜す必要があって！」

　リオナはなんとか気丈に言い放つが、ヘンシェルにはまったく届いていない。会話をする気などないのだ。ただ自分の要求だけを口にし、それを繰り返す。

「リオナ、もう」

「わかってるわ！」

　リオナと黎、それにめぐみは階上へ走る。庭へ出るドアはヘンシェルの背後にあるので、階上へ逃げるしかない。

「めぐみ！　取り押さえさせなさい！」

「は、はいー！　この女を取り押さえるのよー！　リオナさま、安全なところへー！」

　ヘンシェルは余裕ありげに、三人を見ていた。が、突然動いた。

　いや、動きは見えなかった。それほど素早かった。一瞬でリオナが開けようとしていたドアに取り付き、押さえた。

「な……!?」

　リオナにしてみれば、目の前に突然ヘンシェルが現れたようだった。恐怖は、喉のどから迸ほどばしる悲鳴すら奪ってしまっていた。

「！」

　一瞬早く、黎れいがリオナを突き飛ばした。

　バキッ！

　音を立てて、ドアが吹き飛ぶ。ヘンシェルの拳こぶしだった。これがもしリオナに当たっていたら……。

「こーのー！　うりゃあああー！」

　どこから持ってきたのか、掛け声とともに、めぐみが金属バットをヘンシェルの背中に精一杯叩たたき付けた。ヘンシェルの身体からだがわずかに傾く。

「今ですー！　逃げてください、リオナさまー！」

　めぐみに言われるまでもなく、ここは逃げるしかない。

「めぐみ、頼んだわ！　黎、行くわよ！」

　リオナと黎は、ドアの裂け目から強引に出ると、廊下を走った。すぐに階段ホールがある。上って、執務室に逃げ込んだ。乱暴にドアを閉める。鍵かぎをかけた。

「はぁ、はぁ、はぁ……黎、あれは何なの!?」

　ドアを背に、リオナがもたれかかる。

「わからないけど、あの力……」

「……まさか、アンドロイド、ということ!?」

　きっ子のケースがあったからといって、なんでもアンドロイドに結びつける気はない。しかしヘンシェルの態度と力は、間違いなく人並みはずれたものを感じさせる。



    

  
    
      



    

  
    
      「わからない。でも、もうここには隠れる場所もない。逃げないと、リオナ」

　黎れいは寝室からシーツを引っ張り出すと、手で裂き始めた。結び合わせてロープを作る。結び目も、引っ張って解けるようなものではない。普通の人が知らないような、特殊な結び方だ。

「黎、あなたどこでそんなことを……」

　しかしゆっくり説明している時間などはなさそうだった。

「リオナ、ドアから離れて。早く」

「え？　ええ」

　リオナがドアにもたれていた身体を離した、その瞬間、

　ドガッ！

　激しい音ともにドアの一部が吹っ飛んだのだ。頑丈な執務室のドアが裂け、隙すき間まからヘンシェルの金髪が見えた。

「何なのよ！　あの女!?」

「こっちへ、リオナ！」

　バルコニーから黎がシーツで作ったロープを垂らしている。リオナはそこまで走った。

　グワッ！

　しかしヘンシェルのほうが速かった。ドアを破ると、一気にリオナを通り越し、バルコニーに立ちはだかる。

「きゃあああああ！」

　リオナの喉のどから、今度こそ悲鳴が迸ほどばしり出た。黎も間に合わない。

「……」

　ヘンシェルの動きが止まった。

　すでに振り上げられていた腕が振り下ろされれば、リオナの首は確実に折れていただろう。震ふるえるリオナを前に、ヘンシェルはクルッときびすを返した。表情はなかった。バルコニーの手すりの上に軽々と立つ。

　次の瞬間、ヘンシェルの姿は消えていた。落ちたようにも見えた。金髪が、ファサッ、と下へ向かってなびいたような……。

「いない」

　黎が素早くバルコニーから身を乗り出し、下を確認した。しかし、ヘンシェルの姿はどこにもなかった。

「なんなのよ……なんなのよ、もう……！」

　あとは、大きな目に涙をためたまま、まだ震えの治まらないリオナの姿が残った。
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「何だ、市いちヶが谷やのヤツ、一人でヘンシェル嬢を捜しに行ったのかァ？　ねえ部長」

　昼休みに馨けい一いちのクラスを訪れた流ながれ山やまが、九く品ほん仏ぶつに言っていた。いつもヘンシェルといっしょにいた校庭も捜したが、見当たらない。

「あんがい、もう御ご殿てんのほうへ帰ってるんじゃないだろうなァ。それとも、市いちヶが谷やめ、ヘンシェル嬢を見つけてどこかで遊んでるんじゃァ。授業をさぼって、むむ、許せん！」

　勝手に推測して、勝手に激げき昂こうする流ながれ山やまだった。しかしその肩を、九く品ほん仏ぶつがツンツンと指で叩たたいた。

「何ですかァ、部長……っと!!」

　振り返った流山の視界の中を、金髪碧へき眼がんの美少女が横切って行く。これほどの目立つ姿はなかった。百メートル先からでも目に付いたろう。流山たちは急いで走り寄った。

「なぁんだァ、ここにいたんすかァ……あ」

　話しかける流山を一顧だにせず、ヘンシェルはスタスタと歩いていく。まるで、声が耳に入っていないようだ。

「あのー、フロイライン・ヘンシェル？　グーテンターク？　イヒリーベディヒ？　アインシュツルテンデノイバウテン？」

　考えられる限りのドイツ語を言ってみるが、ヘンシェルに効き目はない。思わず流山は、ヘンシェルの肩に手をかけようとした。

「きっ子は、どこだ」

　突然、ヘンシェルが振り向いた。

「え、え？　きっ子ちゃん？　知ってるんですかァ？　昨夜、きっ子ちゃんが運び込まれて、起動したこ……ウぎゃ！」

　そこまでしゃべったときだった。突如、裏拳を思い切り顔面に叩たたき込まれ、流山はその場に昏こん倒とうした。ヘンシェルは倒れる流山を一顧だにせず、再び早足で歩き出そうとした。その前に、九品仏が立ちはだかった。

「……」

　ようやくヘンシェルの歩みが止まった。どうやら目の前にいる九品仏の実力を認めたらしい。九品仏は緩ゆるやかに身構えるが、その額に汗が浮かんでいた。それほど暑い日でもないのというのに。

　ヘンシェルはとくに構えを取る気配もない。緊張もしていないようだがリラックスしている様子もない。強いて言えば、人間ぽくないのだ。

　三十秒……一分。ヘンシェルと九品仏が対峙してから、二分になんなんとするころ、一瞬にして勝負は決まった。

「……ぐ！」

　百九十センチ近くある九品仏の身長を軽々と飛び越え、ヘンシェルの膝ひざ蹴げりがその顔面に決まったのだ。崩くずれ落ちる九品仏。

「……速い……」

　着地したヘンシェルは後ろを振り返ることもなく、そのまま歩み去った。
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「もう午後の授業が始まっちゃったかな」

　馨けい一いちは急ぎ足で校庭を横切っていた。昨夜考えたとおり、昼休みを利用して僚りよう冶じを捜していたのだ。しかし保健室は鍵かぎがかかったまま、どこにも僚冶の姿はない。同時にヘンシェルを捜していたこともあって、短い昼休みはとうに過ぎていた。

「荒あら先生……ヘンシェルも、どこにもいない。どうなってるんだ。……あれ？」

　校庭に、人影があるのを見つけたのだ。馨一の思ったとおり、すでに午後の授業は始まっていた。なのに校庭にまだ人が残っているというのは……。

「……先輩！　部長！　それに、あれは由ゆ佳か里りさんと響織子きようこさん！」

　馨一に気づいて、由佳里たちも手を振った。馨一は彼らの元へと急いだ。

「どうしたんです……って、うわ！　先輩、大丈夫ですか。部長も！」

　流ながれ山やまと九く品ほん仏ぶつはヘンシェルにやられて昏倒していたのである。それを見つけた生徒が、由佳里と響織子に報しらせたということだった。

「むゥ、市いちヶが谷や。ちょっと油断したよ。が、軽い脳のう震しん盪とうだけだからな。もう、大丈夫だ」

「いったいどうしたんですか？　九品仏部長まで！」

「ヘンシェル嬢にやられたんだ。部長もなァ」

「ヘンシェルに!?」

　流山が経緯を手短に説明する。

「ヘンシェルが……信じられない。それに、きっ子を捜していたなんて」

　呆ぼう然ぜんとする馨一。

「オレも信じられなかったがなァ、でも本当なんだ」

「やっぱり、ね」

「なんです、響織子さん？」

　九品仏の手当てを終えて、立ち上がった響織子の言葉を、馨一は聞き逃さなかった。

「情報があったのよ。朝、生徒会の迎げい賓ひん館かんが何者かに襲われたって。けが人十数名。襲ってきたのは目立つ金髪の、女子生徒だったらしい」

「まさか！」

「もっとはっきり言ってもいい。あれだけの有名人だものね。制服も私たちと違うし、見間違いようがないわよ」

「信じられない……ヘンシェルが……」

　流山と九品仏を一撃で倒し、そして生徒会の迎賓館までを襲っていたとは。

「で、でも、なぜ、ヘンシェルが！　それに、生徒会なんて、わざわざそんな……！」

「ヘンシェルさんが、きっ子さんを捜すためにまず生徒会へ行ったのだとしたら」

「昨夜、きっ子が華道部の御ご殿てんに運び込まれたっていうことを知らなかったことになるわね。それに、最初に生徒会を疑うところなんて、まるであの船の連中の思考パターンだと思わない？」

　確かに、まだ文部科学省のふりをしていた彼らに、最初にたてついたのはまず生徒会だ。昨夜の馨けい一いちたちによるきっ子の奪取を、生徒会だと疑っても不思議はない。そうなると、ヘンシェルは船のナチス残党の意思を行動に移していることになるのか。そして……。

「先輩！　ヘンシェルはそのあとどこへ？」

「さあなァ。きっ子ちゃんを御殿へ運び込んだのを知らないのか、ってオレが……あ！」

　流ながれ山やまが口を開けたまま固まった。

「……華道部の御ご殿てんが危ない！」

　馨一が思わず口走ったのとタイミングを同じくして、校庭の向こうからゆひが走ってきた。息を切らしている。

「たいへんです！　華道部の御殿が……襲われて！」

「やっぱり！　ゆひちゃん！　大丈夫!?　御殿にいたの？」

　駆け寄る馨一たち。

「由ゆ佳か里りさんの言いつけで、いま御殿を見に行ってきたの。はぁ、はぁ……あちこち荒らされて、襖ふすまや障子も破れて、ひどいようすで」

「留守居の子たちは、大丈夫でしたか？」

　由佳里が聞く。華道部の御殿には、つねに誰だれかが常駐することになっているのだ。

「すぐに二人とも避難したらしいから大丈夫です。かすり傷くらいで」

「お、オレたちの部室はァ!?」

　流山が聞く。

「そっちのほうも、部屋の中はメチャクチャで、ドアも窓もなくなっていました」

「あーっ！　我が発明部の部室がァ！」

「先輩！　そんなことより、きっ子は!?　きっ子は無事なの!?　だいたいその、御殿や部室を襲ったヤツって、まさか、ヘン……」

　馨一のうろたえた表情に、ゆひは残念そうに首を縦に振った。

「そんな……」

「留守居の子たちに確かめたけれど、ヘンシェルさんに間違いなかったって。『きっ子はどこにいる』って聞くだけで、あとは、止めようとしてもすごい力で、あちこち壊して……」

「信じられない……けど」

　これだけの証言が揃そろっているのだ。やはり破壊の元凶はヘンシェルなのか。なぜヘンシェルは豹ひよう変へんしてしまったのか。

「そ、それで、きっ子は……!?」

　それがいちばん肝心なことだった。相手が誰だれだとしても、きっ子を連れ去られては取り返しがつかない。

「それは大丈夫だから、部室の心配をしてたんじゃないかァ、市いちヶが谷や」

　流山が胸を張る。

「先輩、じゃあ、きっ子は」

「きっ子ちゃんは、安全なところに移してあるのだァ！」
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「安全なところって、ここですかあ、先輩」

　ギシギシときしむ廊下を進んでいく一行。

　まだ日中だというのに窓はほとんど塞ふさがれて明かりがないため、流ながれ山やまが持った懐中電灯だけが頼りだ。

　ここは夷い皇おう島じま学園旧男子寮。

　開校から数十年の間使われていた建物だった。

　当時はまだ生徒数も少なかったため、中、高、それに大学の学生たちがひとつの寮に入っていたという。それだけに寮の建物は大きく、地上三階地下一階である。もっとも、今なら中等部は六人部屋、高等部は二人部屋で大学になると個室が与えられるが、当時は大学生でも相部屋だったらしい。

　老朽化が激しく、現在は窓や入り口も塞がれて立ち入り禁止になっているが、そこは建前。学校にも行かない浮浪生徒があちこちに住み着いているという噂だった。

　そしてこの旧男子寮は、発明部の倉庫としても使われていた。過去に製作した怪しげな発明品を保管してあるのである。保管、と言えば聞こえはいいが、ようは使わないものを突っ込んであるだけで、今では何があるのかすらほぼ忘れられていた。埃ほこりをかぶった機械や道具の物置である。

「ここだァ。我が発明部の倉庫だな」

　流山が、三階の突き当たりの部屋の扉を指差さした。

「ここにきっ子を……いつの間に運んだんですか？」

「ごめんなさい市いちヶが谷やさん」

　そう言うのは由ゆ佳か里りだ。

「市ヶ谷さんが登校してから、やはり御ご殿てんにきっ子さんを置いておくのは危険だということになったんです。きっ子さんを奪われた船の人たちが捜すとしたら、生徒会か華道部、発明部も含めてですが、その二つをまず考えるはずですから」

「それにしても、来たのがヘンシェルだというのは予想できなかったわね」

　響織子きようこがポツリと漏もらした。馨けい一いちは唇を噛かむ。

「さあ、ここだぞォ」

　流山がガラガラと引き戸を開け、全員を招き入れた。壁際のスイッチを入れると天井から吊り下げられた灯あかりがつく。どうやら電線を勝手に繋つないで、電気をタダ取りしているらしい。

　中は、教室一つ分ほどの広さの部屋だった。もっとも、その大部分を、ガラクタが占めているので決して広いとはいえない。馨一や流山、由佳里たち六人が入るとむしろ狭いほどだ。

「きっ子ちゃん、一人でさびしかったかァ」

　流ながれ山やまがガラクタの山の一つに近づき、毛布のような覆いを取った。

　きっ子は教室の椅い子すに腰掛けるように眠っていた。正確には、待機モードのまま、起動命令を待っているというわけである。しかし、人間と寸分たがわぬその姿は、まさに眠っているようにしか見えない。

「きっ子、よかった……」

　馨けい一いちはひとまずきっ子の無事を確認してホッと息をついた。しかしまだまだ本当の意味で安心するには程遠い。

「これから、どうしましょう、先輩」

「そうだなァ。いちばんいいのは、きっ子ちゃんが真に目覚めてくれることと、あの船が諦あきらめてどこかへ行ってくれること、だな」

「それにはどうしても時間がいるわね。あの船にしても、このまま帰るとは思えないし、きっ子にオリジナルのメモリーを移植するにも研究がまだまだ必要でしょう」

　流山の言葉を接いで発言したのは響織子きようこだ。理論派らしい合理的な考えだった。

　みんなで小一時間ほども話し合っただろうか。

　しかし明確な結論は出ない。不確定要素が多すぎる。

「とにかくだァ。新たに安全な場所が見つかるまで、ここにきっ子ちゃんを当面保管しておくしかないだろうなァ」

「交代で見張りをつけるといいわね。一人より二人。一人じゃ、何かあったときに対処しきれないもの」

「じゃあ決まりだァ！　最初の見張りは、九く品ほん仏ぶつ部長とオレで……」

「いえ、先輩、ぼくが！」

　流山や馨一が言おうとするのを、由ゆ佳か里りが遮さえぎった。

「いいえ。私と響織子で最初の見張りをします。流山さんも九品仏さんも、襲われて怪け我がをしているのですから、戻って休んでください。市いちヶが谷やさんも、昨日から働きすぎです」

「由佳里さん、私も、残ります！」

「ゆひは戻って、華道部の御ご殿てんの復旧に努めてください。それも大事なことですから」

　由佳里の言葉はやさしいだけではなく、人を動かす説得力がある。それも、つねに自分の身をもっとも困難な、あるいは危険なところに置こうとするからだろう。

　けっきょく、由佳里と響織子を残して、馨一、流山、九品仏、それにゆひは、一度華道部、発明部の部室へ戻ることになった。

「ひとまず戻って、部室を片付けるかァ。一眠り、したら、由佳里さんたちと交代だ！」

　流山が言い、馨一がうなずく。

「ぼくはやっぱりヘンシェルを捜して……」

「待って、市ヶ谷くん。あれ！」

　それぞれの部室へ戻ろうと、旧男子寮の玄関から外へ出たときだった。空から急降下してきたものがあった。

　最初はゆひしか気づいていなかった。青空の中から一点の染しみのようなものが見る見る大きくなったかと思うと、地面に突き刺さるように落ちてきた。

「へ、ヘンシェル……!?」

　馨けい一いちは言い、そして言葉をなくした。

　目の前に落ちてきたのは確かにヘンシェルだった。ゆっくりと立ち上がる。空から落ちてきたヘンシェルの背中には、四枚の羽があった。メカニカルな羽が銀色に輝いている。

　これが何かの作り物で、仕掛けがあるなら今すぐ教えてほしかった。しかしヘンシェルは何もない空から落ちてきて、怪我一つせずに立ち上がっている。背後の羽は、音もなく背中へ収容された。

「で、出たぞォ！　気をつけろ、市いちヶが谷や！　動きが目に見えないくらい、素早いからなァ！　すぐに建物へ入って、ドアを閉めろ！」

　流山が言う。しかし馨一にはまだ信じられなかった。

「ヘンシェル。ぼくだ。馨一だよ。わかるよね。大丈夫？　いままでどこに……」

　しかし馨一の言葉は途中で途切れた。ヘンシェルが馨一のほうを見たのだ。目と目が合う。しかし、その目の冷たさに馨一は身体からだの芯しんが震ふるえるのを感じた。

「おまえ、市ヶ谷馨一」

　ヘンシェルがしゃべった。

　目は変わらずしっかりと馨一を見ている。にもかかわらず、まるでその目には何も映っていないようにも見える。馨けい一いちを見るようで、馨一の背後の空間を見ているようでもある。

　まったく感情がないのだ。

　もともと整ったヘンシェルの顔が、あたかも氷であるかのような冴さえ冴ざえとした冷たさを発していた。

　これは……、と馨一は思った。

　きっ子と同じなのだ。純粋な戦闘アンドロイドとして起動したきっ子にはまったく感情がなかった。そのきっ子の、きれいだがまったく生気の感じられない表情と同じだった。

　アンドロイドかもしれない……いや、しかし、まさか……バカな！

　馨一の直感が告げていた。しかし、どこまでいっても否定したい気持ちがある。ヘンシェルは人間のはずだ。一見クールに見えても、じつは恥じらったり、すねたり、甘えたりするヘンシェルの表情の変化を、馨一は鮮やかに覚えている。

　それだけに、いま目の前にいるヘンシェルとまったく姿かたちの同じ少女に、よけいに違和感が突き刺さってくるのだ。

「ヘンシェル、きみは……ヘンシェルじゃないのか」

「ヘンシェル……ナインＮＯ！　イッヒ　ハイヒ私の名は　ドルニエ。きっ子は、どこにいる。市いちヶが谷や、馨一、おまえなら、知っているな」

「ドルニエだって？　ヘンシェルじゃないのか？　いや、でも……」

　ヘンシェルそっくりのアンドロイドなのか。ヘンシェルは別にいるのか。だとしたらどこに？　なぜヘンシェルそっくりのアンドロイドなど造らなくてはならない？

「市いちヶが谷やァ！　気をつけろ！　そいつの言うことを信じちゃダメだ！　惑わされるぞォ！　ここは退ひけェ！」

　流ながれ山やまが、馨けい一いちの腕を引っ張った。それがよかった。馨一とヘンシェル、いや、ドルニエとの間にはまだ数メートルの距離があったはずなのに、一瞬後にはドルニエが目の前に迫ってきていた。

「わぁ！」

　ドルニエが動くところは見えなかった。人間なら、走ろうとすればそれなりの構えをしなくてはならない。まして走り出しは、走り出してスピードが乗ってからに比べれば格段に遅い。

　なのに、ドルニエは動くそぶりも見せず、しかし確実に動いて馨一の前にいた。振り下ろされた手が、馨一の胸に薄く当たった。

「うっ！」

　シャツが破れ、血が噴き出した。馨一にとって幸いだったのは、流山が有無を言わさず引っ張り続けてくれたことだろう。

「そら、走れ市ヶ谷ァ！　次、来るぞ！」

「ま、待ってください。ヘンシェルとちゃんと話し合わなくちゃ！」

「おまえの気持ちはわかるがなァ、市ヶ谷！　いま死なれちゃ困るんだ。オレが引っ張んなくちゃ、確実に深手を負ってたぞォ！　とにかく下がれ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「市いちヶが谷やくん、早く、こっち！」

　全員が、旧男子寮に再び戻った。流ながれ山やまがドアを閉め、鍵かぎをかける。

「鍵くらいじゃダメだ。何かでこのドアを塞ふさがなきゃァ！」

　そう言う間に、九く品ほん仏ぶつが古ぼけた勉強机を二個、運んできていた。すぐにドアの前へバリケードを作る。さらに全員が協力して、次々と椅い子すやテーブルを積み上げた。

　バキッ！

「きゃああ！」

　机を積んでいる間にも、ドアの上部が弾はじけとんだ。穴が開いて、そこからドルニエの手が突き出た。

「このおおおォ！」

　流山は久品仏と机を持ち上げ、無理矢理ドアの穴を塞いだ。机に挟まれることになって、白い腕は引っ込んだ。

　流山も馨けい一いちも、そしてゆひまでも、必死にドアを塞ぐ家具や重いものを運んだ。恐怖が彼らをそうさせたのだ。一心不乱に積み上げた結果、玄関は家具に埋まってしまった。よほどのダンプトラックでも突っ込んでこない限りは、まず大丈夫だろう。

「はぁ、はぁ……」

　誰だれもが息を切らして、ようやくひとまず助かったことを確認した。

　外が静かになった。多少余裕ができたのか、流山が口を開く。

「市ヶ谷でも、ヘンシェル嬢をどうすることもできないということか。多少反応したみたいだがなァ」

「空から、降りてきたみたいに見えたけど。背中に、羽があった」

　ゆひが言う。

　確かに羽があった。それも、まるで三ヶ月前、きっ子が戦闘モードに変化して、見せた羽のようだった。

「……ドルニエ、と名乗ってました、自分で。確かに、いま外にいるドルニエはアンドロイドだと思う」

「ドルニエ？」

「ヘンシェルとドルニエは違うんじゃないかと思う。そこにいるのはドルニエで、ヘンシェルはきっとどこかにいるんだ！」

「じゃあ、なぜヘンシェルさんの行方が昨日からわからないの？」

「それは……きっと何か事情が……船の連中に捕まっているのかもしれない。わからないけど」

「でも市ヶ谷くん！　アンドロイドなんて、この島の誰かが造るはずないんだから、あの船の人たちが持ってきたに決まってるわ！　だとしたら、ヘンシェルさんとドルニエが同一人物かどうかは別にしても、なにか関係があるのは当然なのじゃない？」

　ゆひの言うことには確かに一理ある。

「誤解しないで、市いちヶが谷やくん。私、ヘンシェルさんのこと、怒ってなんかいないの。とても正直で、一生懸命で、すごくいい人だと思う。ただ……」

「わかってる！　わかってるよ。でも、ぼくはヘンシェルを信じたい……」

　馨けい一いちの言葉に、全員が黙った。

　確かに、誰だれもがヘンシェルを信じたかった。しかし現実には、ドア一つ隔てて外にいるのは、恐ろしい破壊者、まぎれもない戦闘アンドロイドなのだ。

「ここは現実的に今できることを考えようじゃないかァ。ヘンシェル……ドルニエとすると、彼女の持っている能力にオレたちは対抗しなくちゃならない」

「……さっきも見たけど、目にも止まらないような素早い動きができるようだったわ」

「加速装置、かなァ……しかし、ずっとそれを使い続けることはできないみたいだなァ。もしそれが可能なら、オレたちは一気に全滅してたはずだ。おそらく使えるとしても一瞬。それに一度使うと、すぐにはまた使えないんじゃないか」

「なるほど」

　一同が納得する。

「空を飛べる、というのは？」

「さっきは確かに、空から降りてきたけど、本当に飛べるのかどうかはわからないよ。でも飛べる、と考えて行動したほうがいいと思うけど」

　馨一が話に参加し始めた。

「そうだなァ。自分たちに不利な材料は最悪の部分で考えておいたほうがいいからな。あとは、手足を使った、空手のような攻撃、だな」

「あ、剣を持っていなかった。ヘンシェルはいつでも剣を持っているもの。やっぱり、ヘンシェルとドルニエは違うんだ！」

「市ヶ谷ァ、この際、同じ、違うっていう議論はあとにするべきだぞ。しかし確かに剣は持っていない。打撃系の技だけ、だな」

　冷静になって一つ一つ分析し評価すると、絶望的とも思えることも打開策が見えてくる。そこが重要なのだ。

「結論だ。ドルニエは空を飛べるし、恐ろしく素早い動きができる。つまり、何もない原っぱのようなところで戦うのは愚の骨頂だなァ」

「なら、こういう狭い建物の中なら、ぼくらにも勝算はある……」

「わたしたちがここに立てこもるのも意味があるっていうことよね」

「……ラッキー」

　流ながれ山やま、馨一、ゆひ、九く品ほん仏ぶつがそれぞれ言う。

　馨一は勝算がある、と言ってから複雑な気持ちになった。

　このまま戦って、もしドルニエに勝つことができたら、それはどういうことなのだろうか。ドルニエを撃退する……破壊する……。しかし、ドルニエとヘンシェルは……。

「そんなこと、できるのか……」

　馨けい一いちの顔を読んだように、流ながれ山やまが言う。

「市いちヶが谷やァ、おまえの考えてることはわかるぞ。だがなァ、いまは全力で集中しないと、簡単にやられるぞ。気をつけろよ！」

「は、はい、それは……」

　わかっているのだが……。

　しかし躊ちゆう躇ちよしている心は、再び緊張が妨げてくれた。

　バリッ！

　廊下の、塞ふさがれていた窓の一つが破られたのだ。白い腕が見える。そんなことができるとは思えない細い腕だった。

「まずい！　退路を断たれるぞ。奥へ逃げろォ！」

　流山が言い、九く品ほん仏ぶつがすぐに動いた。いちばん重い頑丈な机を持ち上げると、天板を窓に向かってぶち当てるように押し付けた。

「いまのうちに、早く！」

　馨一もゆひをかばって避難を誘導する。

　馨一たちが廊下の奥へ逃げられたのを見届けると、九品仏も流山たちも、窓を塞いだ机を叩たたきつけて走った。

「市ヶ谷、迷うなァ！」

「は、はい、すいません」

　窓に開いた穴から、ヘンシェル、いや、ドルニエの金髪と碧みどり色の目がちらっと覗のぞいたのを、馨一は見逃さなかった。
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　旧男子寮の奥では別の異変が起きていた。

「あ、市ヶ谷さん！　たいへんです、きっ子さんが……どうしたんですか、それ！」

　見張り役の由ゆ佳か里りが馨一の姿を見て声を上げた。破れて血だらけのシャツを見たせいだ。

「大丈夫です。それより由佳里さん、きっ子が何か……！」

　由佳里に促うながされるようにして、発明部の倉庫部屋に入った馨一は息を呑のんだ。

「どうしたんだ、市ヶ谷ァ！　……あ」

　流山も言葉を失った。

　きっ子が、立ち上がっていたのである。

「まさか、由佳里さん、起動パスワードを？」

　馨一の問いに、響織子きようこが代わって答える。

「いいえ。つい二、三分まえに、ひとりでに目を覚ましたのよ。驚いたわ」

　起動パスワードを入れていないのに、なぜきっ子は目を覚ましたのだろう。

「メイレイヲ、コマンダー……」

　しかし変わらず、きっ子は命令を求めるだけの、感情のないアンドロイドだ。まさか、どこかから遠隔操作されているのではないか。もしやあの船から……。

「メイレイヲ、コマンダー……キョウイレベル、Ｄ、メイレイヲ……」

「そうか！　もともとのきっ子も、脅威を感じると自動的に戦闘態勢に移るようになっていた。ドルニエが側そばに来たのを、きっ子も感じてるんだ」

　馨けい一いちはヘンシェルと瓜うり二つのドルニエがここまで襲ってきたことを話した。

「……しかし、きっ子がちゃんと動くなら、勝機はある、かもしれないわね」

「どういうことですか？　響織子きようこ」

　由ゆ佳か里りが問う。

「つまりこういうことよ。今のきっ子は、残念だけれど、ただの戦闘アンドロイドでしょう。でも強力な武器を持っているわ。なら、その武器を使って……」

「だ、ダメです!!」

　馨一はかろうじて言うが、響織子の発想はじつに合理的で明快だ。

「考えてみて。きっ子はまだ以前の記憶を持ってはいないわ。それに、どうやら命令を待って戦いに備えている。ヘリも一撃で撃墜する武器があれば、そのドルニエも倒せるかもしれないのよ」

「それは、そうですけど……！」

　響織子の提案は正論だけに、この場にいる全員にとって魅力的なものであるはずだった。

　今のきっ子にはどうせ感情も、過去の記憶もないのだ。

　ならば命令を与えて、ドルニエと戦わせてみたらどうだろう。

　勝てば儲もうけもの。もしきっ子が破れて破壊されても、それはそれで納得できる。誰だれも困らないし失うものもない。その間に、人間は脱出することもできるだろう。

「ダメだ！　ダメなんだ。きっ子を戦わせるわけにはいかない！」

　馨一が突然叫んだ。

「きっ子は、ぼくたちのために戦って、それで死んでいったんだ。それなのに、また同じことをさせるなんて……ぼくには絶対そんなことはできません」

　それだけ言い切った。

　流ながれ山やまが、馨一の肩をつかんだ。

「わかってる。市いちヶが谷やァ。誰もきっ子ちゃんを戦わせはしないさ！」

　由佳里、ゆひも口を揃そろえた。

「きっ子さんを、守りましょう、市ヶ谷さん」

「市ヶ谷くん、私たちでがんばろうよ！」

　九く品ほん仏ぶつは無言でうなずく。全員が迷いを捨てた。気持ちが一つになる。

「でも、響織子さんは」

「いいわ。私もきっ子を守って戦うほうに賛成」

「え、でも!?」

「借りは返す主義なのよ、私はね」

　響織子きようこはこう言い、小さく笑った。

「私はあのとき、みんなといっしょにはいなかったけれど、きっ子に感謝している気持ちは同じなのよ。ただ、私も含めて、可能性をみんなが捨て切れていないんじゃないか、って思って。迷いがあると、後悔や不満が残るものね」

「そうか……響織子さんはぼくたちの迷いを」

「響織子、あなた……」

　由ゆ佳か里りが響織子の手を取る。

　馨けい一いちは仲間たちに、感謝だけでは表しきれない気持ちがこみ上げてくるのを感じた。

「ありがとう……今、ぼくたちのためにきっ子が死んだって、言ったけど、でも、やっぱりぼくが、ぼく自身が、きっ子を戦わせて、死なせてしまったんだって、思うんです。だからひょっとしたら、ぼくだけのこだわりにみんなを巻き込んでるんじゃないかって、本当は、このきっ子に戦ってもらったほうがいいって、頭ではわかってるんです。だけど、それはどうしてもできない。絶対にできないんです……」

　ぼくが、死ぬことがあっても……！

　馨一は、心の中で口に出さなかった一言を噛かみしめた。

　今度こそ、絶対にきっ子を戦わせはしない。

　今度もきっ子を身代わりにして、そんなことをして、生きていたくない!!



    

  
    
      


９　光るそら



　発明部の倉庫部屋は奇妙な雰ふん囲い気きに包まれていた。

　起動したきっ子は、依然、命令を待って直立したままだった。ということは、ドルニエの脅威はまだ去っていないということを表している。

　きっ子の側そばには、由佳里、ゆひ、響織子が付いている。では馨一、流ながれ山やま、九く品ほん仏ぶつの三人は何をしていたのかというと……

「戦う、とはいっても徒と手しゆ空くう拳けんで向かって行ってもただ被害を大きくするだけだ。相手は加速装置っていうとんでもない能力を持ったアンドロイドなんだからなァ。そこで、だ」

　流山が言い、九品仏が胸を張った。

「どうするんです、先輩？」

「おまえは、ここが何の部屋だか、忘れたのかァ！　我が発明部の発明品倉庫だぞォ！　数々の輝かしい発明が、ここにあるのを！」

「といっても、使えそうなものは……」

　確かに、ここにあるものといえば、単気筒のラジコンエンジン飛行機、しかし分解済み、とか、陸の上では何の役にも立たない深海作業艇、などである。

「あ！　先輩、これ！」

「そうか、これがあったかァ！　これで勝てるかもしれないぞォ！」

　流ながれ山やまがそう言って叫んだのは、仮装大会で使ったジェットホウキ２６２である。

「そうか。このホウキを飛ばして、ミサイル代わりにするんですね」

「いちおうラジコンで操作できるしな。しかし空でドルニエとやりあう気はないぞ。存在がバレちまったら、たいしたものじゃない。驚かせられるのは、最初の一撃だけ、だ」

　馨けい一いちは九く品ほん仏ぶつを手伝ってジェットエンジンの燃料を入れた。コンプレッサーを使ってエンジンを始動する。

　ブオオオオー！

　今度はジェットエンジンの爆音が部屋の中を満たす。

「スロットルを、絞って、先輩！」

　ジェットホウキの柄えを持っているのは馨一と九品仏だ。飛んでいかないように押さえていなくてはならない。

　発明部の倉庫部屋は、長い二本の廊下が直角に交わる角にある。つまり、九十度振ることによって、どちらの廊下へもジェットホウキの発射が可能な絶好の位置と言えた。

「よォし、これでいつでも来いっていうもんだ！」

　流山はラジコンのコントローラーを握った。

　ジェット燃料がもつのは約十分だ。それを超えると再び給油しなくてはならない。しかしドルニエが現れてからエンジンを始動していたのではおそらく間に合わない。こうして待ち受けるしかないのだ。

　五分、六分……時間が過ぎる。

　全員が二つの廊下の先を注視していた。どんな異変も見逃すまいとする。ドルニエの加速装置を使えば、こんな廊下は一瞬でまたぎ越すように飛んでこれるのだ。

　そのとき、きっ子が声を発した。

「キョウイレベルサイダイ、セッキン、メイレイヲ、コマンダー」

　しかしジェットエンジンの轟ごう音おんで、その声は届かない。いちばん近くにいたゆひだけが、きっ子の反応に気づいた。

「なあに！　きっ子ちゃん、なにか言った!?　うるさくて聞こえない！　市いちヶが谷やくん！　そのホウキ、止めて！」

　ゆひが耳を塞ふさいで怒鳴った。声が聞こえていない、と思って動いた。そのときだった。

　バリバリバリッ!!

　ゆひの背後の壁が衝撃とともに裂けた。あっと言う間に、その穴は大きくなる。外から、金色の髪が覗のぞいた。ドルニエだった。

「きゃあああああ！　ここ！　ここよ！」

　ゆひが叫んだ。由ゆ佳か里りと響織子きようこはきっ子をかばって自分を盾にしようとする。

　あっと言う間にドルニエに部屋の中へ侵入された。しかも、きっ子のすぐ間近である。

「渡して、もらう」

「な、なァにィ!!」

　攻撃正面を、廊下側に設定していたジェットホウキは、真後ろの敵にどうすることもできない。ドルニエは空を飛んで、三階の倉庫部屋の壁を直接ブチ破ってきたのだ。

「！」

　九く品ほん仏ぶつが素早く動き、きっ子を守ろうとした。しかし、ドルニエの一撃で一いつ蹴しゆうされる。体重百キロを超える九品仏の身体からだが横殴なぐりに吹っ飛んだ。

「しまったァ、部長！　市いちヶが谷や！」

「はい！」

　馨けい一いちは必死にジェットホウキを百八十度回そうとした。

　が、焦った上にホウキの柄えが長いので、つかえてしまった。タイミング悪く、回転を待てない流ながれ山やまが、スロットルを全開にした。

　ボゥ!!

　ジェットエンジンがうなりを上げる。馨一はもう持っている、というよりしがみついているのがやっとだった。しかしホウキは柄が壁のコーナーにつかえたまま、どこにも飛んでいけない。

　が、これが功を奏した。

　ジェットエンジンの高温高圧の排気が、ドルニエをまともに襲ったのだ。

「ぐ！」

　弾はじき飛ばされるドルニエ。そのまま自らが開けて来た壁の穴まで後退する。両手を広げて、壁にしがみついた。

「先輩！」

「わかってるゥ！」

　流山はエンジンも焼けよ、とスロットルを開け続ける。馨一は渾こん身しんの力でホウキを支えた。排気がドルニエから外れないように、だ。

「すごい……」

　誰だれともなく声が漏もれた。

　確かに、恐ろしいばかりの場面だった。

　ジェットエンジンを武器代わりにアンドロイドへ噴射し続ける馨一。その排気に飛ばされまいと、穴から半分ほども身体からだを飛び出させながら、なおも縁にしがみつくドルニエ。

「ま、まだ、落ちないのか！」

　高温のジェット排気に、ドルニエの服に火が付き、広がっていく。馨一は目を背けたかった。この鬼気迫る雰ふん囲い気きでは、ドルニエはもはやヘンシェルと同じ容姿をしているとも言いがたい。しかしドルニエはヘンシェルかもしれないのだ。その可能性がある限り、馨一のやっていることは……。

「ダメだ！　今は考えるな！」

　きっ子を守るために、馨一はジェットエンジンの反動に耐えて、掲げ続けることをやめるわけにはいかない。

　ついにドルニエの片手が離れた。このまま吹き飛ばせる、と思った。

　しかし……。

　ドルッ、ドッ、ドドドド……ガスッ、ガスッ……。

　急にタービンの回転が落ちた。あっと言う間に失速していく。

「なんだ!?」

　燃料切れだった。

　すでに五分以上もアイドリングをしていたところへ、フルスロットルで運転したのだから、あっと言う間に燃料は尽きる。一気にエンジンは力を失い、タービンは鈍い音とともにその回転を止めてしまった。

　バリッ……。

　ドルニエはまだ壁の穴に取り付いていた。すでにタービンの排気はない。穴から再び部屋へと渡ってきた。

　高熱で服の半分は燃えて飛び散り、その下の皮膚も黒く焼け焦こげていた。長く美しい金髪は、バラバラに乱れている。

「きっ子を、渡して、もらう。抵抗は、やめろ」

　ドルニエはゆっくりと進み出た。

　足を引きずっている。今の攻撃で加速装置が壊れたのか、素早い動きはもうない。

　馨けい一いちはすでに止まったジェットホウキを、それでも思い切りドルニエに押し付けた。そのまま再び穴へ落としてしまう勢いで。

　しかしドルニエは軽くエンジンの一部をつかむと押し留とどめた。逆に引っ張り上げ、馨一の手からジェットホウキ全体を奪ってしまう。

「すごい、力だ。やっぱり、ヘンシェルじゃないのか……がっ！」

　ホウキの柄えの部分でいきなり突かれたのだ。胸に食い込んだアルミの棒は確実に馨一のあばら骨を折っていた。

「市いちヶが谷やァ！　ぐわっ！」

　駆け寄ってこようとした流ながれ山やまへ、ドルニエはジェットホウキを振り回す。弾はじかれるように流山が吹っ飛んだ。メガネが砕くだけ散る。

「先輩！」

　倒れたときに頭を打ったらしい。流山はそのまま昏こん倒とうした。

「流山さん！」

　駆け寄ろうとした由ゆ佳か里りら、華道部の少女たちに、ドルニエは手にしたジェットホウキを投げつけた。

「きゃあああ！」

　由佳里、ゆひがホウキの柄に当たってなぎ倒される。響織子きようこは百キロ近い重さのエンジンの下敷きになって、うめいた。

　九く品ほん仏ぶつは最初にドルニエの餌え食じきになっていたし、すでに、ドルニエときっ子の間を隔てるものはない。

　ドルニエはきっ子に一歩近づいた。

「もらって、いく」

　しかしきっ子の表情は変わらない。

「キョウイ、サイセッキン、ハイジョ、シマスカ？　メイレイヲ、コマンダー」

　きっ子の右腕が上がる。腕の周囲のスリットが開き、手のひらが開口して光が収束していくのがわかった。

「だ、ダメだ、きっ子！」

　馨けい一いちは胸を押さえながら立ち上がった。周囲を見回す。落ちていた材木を拾うと、ドルニエに振り下ろした。

　バキッ！

　ドルニエの肩に当たって真っ二つになる材木。しかしそんなことではドルニエはビクともしない。馨一はなおも材木を拾おうとした。しかしドルニエに襟えり首をつかまれ、引き立てられた。

「じゃまを、するな。殺す」

　そのまま持ち上げられる馨一、ゴミのように投げ捨てられた。

「うあっ！」

　なおもドルニエの前で、きっ子は腕の荷電粒子砲の構えを解いていない。

「メイレイヲ、コマンダー、ハイジョ、メイレイヲ」

「武器を、解除しろ。私と、ともに、来い」

「ダメだ、きっ子、行っちゃダメだ！　うう……」

　投げつけられたときに、馨一は受け身ができずに顔から落ちた。顔の半分を擦すり剥むき、血が滴したたっていた。歯も折れたらしい。口の中が歯で傷つき、血が溢あふれてきた。

「市いちヶが谷やくん！」

　かろうじて動けるゆひが、立ち上がる馨一を押し留とどめようとした。

「市ヶ谷くん、もういいよ！　きっ子ちゃんは、あの……あの人が持って行っても。市ヶ谷くんが死んじゃうよ！」

「ダメなんだ。ゆひちゃんは、危ないから下がって。由ゆ佳か里りさんも響織子きようこさんも、来ちゃダメだ！　絶対手を出さないで！　これは、ぼくがしなくちゃならないことなんだ。きっ子を、ぼくが守らないと」

「市ヶ谷さん！」

「市ヶ谷くん、死んでもいいの!?」

　しかし馨一はゆひたちを制するように片手を広げると、ドルニエから目を離さずに立ち上がった。身体からだ中が痛い。ひざはがくがくする。折れたあばら骨は、まるでそこから何かが漏もれてるんじゃないか、というくらい激しい痛みと熱さをはらんでいた。

「きっ子に触るな！　きっ子は渡さない！」

「またおまえ、か。いい加減に、諦あきらめたら、どうだ。私はこの、アンドロイドを回収するだけ。おまえたちに興味は、ない。しかし、あくまでも邪魔を、するなら、殺してでも、排除する」

「脅しには乗らない！　殺すとか死ぬとか、そんな、あとの結果は、ぼくには、どうでもいいんだ。ぼくには今このときしかないんだよ！」

「何だ」

「ぼくはまえに、きっ子を見殺しにした。ぼくの命令で、きっ子は戦って、そして死んだんだ。勝ち目のない戦いだったのに、きっ子は、ぼくに文句一つ言わずに、戦って……。ぼくを恨んでくれてよかったんだ。ぼくを嫌いになってくれても、それできっ子が助かるなら、よかったのに……！」

　馨けい一いちは、自分に向かってしゃべっているようだった。ドルニエにでもない、回りの由佳里や響織子にでもない。強いて言えば、自分と、きっ子に。

「ハイジョ、シマスカ？」

　しかしきっ子は戦闘の準備を崩くずしていない。いつでも荷電粒子砲を撃てる体勢のまま、命令を待っている。

「撃っちゃダメだ！　戦ってはダメなんだ。武器を、しまうんだ。下がって！　きっ子は、戦っちゃダメだ！　代わりに、ぼくがやる。こんどは……こんどは、ぼくがきっ子を守るから！　今ここで守れなくて、いつ守るんだよ！」

　しかし、馨一の叫びもドルニエには届かない。

　きっ子の前に立ちはだかった馨一の首を、ドルニエの手がつかんだ。

「このまま首を、つぶせばおまえは、死ぬ。気管がつぶれて、窒息死、する。最後の選択、だ。アンドロイドを、渡すか」

「もちろん答えは、これだ！」

　言いながら馨一は、左手に隠し持った金属片を、ドルニエの背中に突き刺した。

　いや、刺そうとした。ドルニエの右手のほうが速かった。一瞬早く馨一の手首をつかむと、握りつぶした。

「ぐあっ！」

　嫌な音がした。金属片を取り落とす。

　投げ飛ばされたときに床から拾っておいた、馨一の最後の切り札もこれで潰ついえた。

「無駄な、ことを」

　ヘンシェルは予告どおりに、馨一の喉のどを再びつぶしにかかる。馨一は残った右手でなんとかガードしようとするが、手ごと首をつかまれ、押し付けられた。やはり気管が圧迫される。ものすごく、苦しい。

「うぐ……あ……！」

「ハイジョ、シマスカ、メイレイヲ、コマンダー」

「ダメ、だ。武器を解除、して、戦っちゃ、ダメだ」

「ハイジョ、シマスカ、メイレイヲ、コマンダー」

「……きっ子……」

「これで終わり、だ」

「たのむ……一つだけ、聞かせて……キミは、ドルニエ……ヘンシェルでは、ないんだな。キミは、ヘンシェルでは、ないんだよね」

　馨けい一いちの断末魔の問いに、ドルニエの表情が変化した。ほんの少し、笑ったように見えた。凄せい絶ぜつな笑みだった。

「死ぬおまえに、教えて、やろう。私……ドルニエとヘンシェルは、同じもの、だ」

「なんだ、って……じゃあ、ぼくは、ヘンシェルと、戦っていた、の、か……!?」

　同じもの？　同じなのか。ドルニエとヘンシェルは同じもの……ヘンシェルも、アンドロイドだったということなのか。

　ならば、ヘンシェルはなぜ馨一に近づいたのか。馨一の何かを探るための命令、プログラムだったのか。それが完了したから、姿を消したのか。

　ならば、ヘンシェルとの思い出は、すべて偽りだったのか。

「……違う……」

　馨一は覚えていた。繋つないだヘンシェルの手の温あたたかさ、ふと身体からだを寄せたときに感じる肌や髪の香り、見つめた瞳ひとみの碧みどりの深さ……。

「偽りのわけはないじゃないか！　ぼくはヘンシェルを、信じる……ヘンシェルを、信じるんだ！」

　そうだ。ヘンシェルの微笑ほほえみ、はにかんだようなしぐさ、気高さや美しさ、誇り高いその姿が、偽りなんかであるわけはない！

「何を言っても、私には関係の、ないこと。納得できたなら、このまま死ね」

　ドルニエが言うと、馨一の喉のどをつかんだ手にグッと力が加わった。

「ぐ！　うっ！」

　今度こそ、息ができなくなる。このまま気管がつぶれれば、馨一は確実に死ぬだろう。

　きっ子のところへ行くのか……。

　馨一は薄れゆく意識の中で思った。

　けっきょくきっ子を蘇よみがえらせることはできなかった。

　視界が赤くフェードしてきた。

　痛いよ。苦しい……。

　こんなに痛いのか。頭が、割れそうに痛い。腕も、足も、感覚がもうないよ。

　胸が痛い。痛くて、熱いんだ。どうなってるんだ。なにか、刺さってるのか。

　口が、口の中が、痛くて、痺しびれて……。

「きっ子……」

　その視界の先に、きっ子がいた。

　きっ子も、痛かったろうな。きっ子もあのとき、痛くて、苦しかったろう。

　こんなに、痛かったんだな。

　きっ子だけをこんな目にあわせて、ごめん……。

　力を失い、がっくりと仰のけ反ぞった馨けい一いちからは、きっ子は逆さかさまに立っている。きっ子が馨一を見た。

「ハイジョ、シマスカ？　メイレイヲ、コマンダー」

「こ、ここから、出て、逃げるんだ。どこでもいい……早く……命令だ……逃げろお！」

「メイレイデスカ？　ソノ、メイレイ、ハ……」

「きっ子ちゃん！　市いちヶが谷やくんを助けて！　お願い！　このままじゃ、市ヶ谷くんが死んじゃう！」

「シヌ……」

「ダメだ、きっ子、行くんだ！　ううう!!」

「市ヶ谷さん！」

　……きっ子は馨一を見ていた。

　馨一の顔は、もう血と泥と汗でひどく汚れていた。前髪は血で固まり、こびりついている。片目も半分開かなくなっていた。口の辺りはひどく腫はれ上がっている。

　きっ子は再び起動してから、ずっと馨一と、流ながれ山やまたち、それに由ゆ佳か里りたちを見ていた。その行動、戦いをすべて視界の中に収めていた。

　きっ子は、ずっと命令を待っていた。それがプログラムどおりの行動だった。どんなに、コマンダーや自分に対する脅威のレベルが高まっても、命令がなくては行動できない。武器も使用できない。

　だがコマンダーは、馨一は武器を使うなという。戦闘をするなという。そのうちにも馨一の仲間は倒れ、馨一自身も死の淵ふちに確実に追いやられている。目の前には敵がいる。敵と認識するアンドロイドがいる。それなのに、命令は戦闘をするな、逃げろ……。

“〝きっ子、戦っちゃダメだ！　逃げろ！”〟

“〝きっ子ちゃん、市ヶ谷くんを助けて！”〟

“〝きっ子さん……”〟

“〝きっ子ちゃん！”〟

　きっ子……？　最初からそう呼ばれていた。それは何？　それは誰だれ？

　それは、自分……？

「きっ子……逃げろ……ぐふっ！」

　馨一は、苦しい息の中、最後になるかもしれない言葉を言った。それだけが精一杯だった。きっ子が見ている。自分を見ている、と思った。その顔は、いつか、見慣れたきっ子の顔に似ているような気がした。

「きっ子……」

　馨一は、笑った。自然に笑いが口に浮かんだ。懐かしさがこみ上げた。

「……めいれい、を……へーか？」

「はは……きっ子の声が聞こえる……まだ、へーかなんて……バカだな……!!」

　馨けい一いちは目を見開いた。きっ子は？　きっ子を……!?

　きっ子は馨一を変わらず見つめていた。しかしその目は、もう無感情な機械の目ではなかった。不安、戸惑い、哀かなしみ、そんな感情をたたえた黒目がちの瞳ひとみが、馨一の目を射た。

「へーか、どうしたでありますか？」

　間違いない。きっ子の声だ！

「きっ子なのか！　きっ子、そこにいるんだね！」

　馨一は、苦しさを忘れて叫んだ。

　きっ子の声はゆひや由ゆ佳か里りにも届いていた。

「きっ子ちゃん!?」

「戻ってきたんですね、きっ子さん！」

「本当に、きっ子なの!?」

　そして、きっ子の声が昏こん倒とうしていた九く品ほん仏ぶつや流ながれ山やままでも目覚めさせたのか。

「……きっ子……ちゃん」

「きっ子ちゃん！　きっ子ちゃんですかァ！　本当の、きっ子ちゃんなのォ!?」

　きっ子は自分から馨一に近寄ろうとした。しかしそこにはドルニエがいる。

「来るな！　来ちゃダメだ！」

「でも、へーか、くるしそうであります……このひと」

　きっ子がドルニエを見る。ドルニエもまた、きっ子を睨にらんだ。

「どうしたの、か。何が起こって、いる。おまえに勝ち目は、ない」

　ドルニエもまた戸惑ったのか。馨一の首を掴む力が緩ゆるんだ。

「きっ子！　逃げるんだ、みんなと、ここから逃げろ！　早く！」

「いやであります。へーか、ちがでてるです。きっこになにか、めいれいしてほしいであります」

「これが命令だ、きっ子。ここから、みんなと逃げるんだ！　あとのことは、先輩や部長に……。でないと、みんなここで、死んでしまう」

「市いちヶが谷やァ！」

「市ヶ谷くん、諦あきらめちゃだめだよ！」

「いっしょに逃げましょう、市ヶ谷さん！」

　しかしもうドルニエは容赦しなかった。躊ちゆう躇ちよもなかった。

「ならば、死ね……」

　ドルニエにとってみれば、取るに足らない一撃を再び馨一に叩たたき込むのみ……。

　バキッ!!

　何かが破れる、折れるような嫌な音がした。

　瞬間、馨一も、由佳里たちも、流山も思わず目をつぶってしまっていた。

　ドルニエが、振り向いた。身体からだを捩ねじり、背後を見ようとした。しかし、果たせなかった。その胸からは長い剣の刃が天へ向かって飛び出していたからである。

「背中から襲うのは趣味に合わぬが、火急の時ゆえ許せ」

「な、何だ、これ、は!?」

　そのとき、馨けい一いちは見た。

「ヘンシェル！」

　ドルニエの半分焼け焦こげた身体の背後に、ぴったりと重なるようにして、金髪、碧へき眼がんの美少女剣士が立っている。その手にした細身の剣は、背中からドルニエを完全に貫いていた。

「ヘンシェルさん！」

　全員が色めきたつ。

　ヘンシェルはいたのだ。

　ドルニエとヘンシェルは同じではなかったのである。そしてヘンシェルは、まぎれもない馨一たちの仲間だった。

「きさま、こんな、ことを……」

　ドルニエは形相すさまじく剣を自分から引き抜いて振り返ろうとした。しかしこれまでの馨一たちの努力ですでに損傷し、今また剣に深々と貫かれたドルニエは、もはやヘンシェルの敵ではなかった。

「私と同じ姿をしたものよ。永久に、去いね」

　ヘンシェルは素早く剣を引くと、そのままドルニエの胸に付き立てた。

「が！　ぐ……！」

　おそらく、それは針の先ほどの隙すき間まなのだろう。装甲されていない一点を、ヘンシェルの剣が正確に刺し貫いた。

　ドルニエの身体からだは一瞬硬直し、そして停止した。

　ズルッ。

　重さだけになった身体が、崩くずれていく。ひざが床に付き、そのまま前のめりに倒れようとする。ヘンシェルがその肩を支え、静かに横たわらせた。

　……終わった。すべて終わった。

　一瞬の沈黙ののち、歓声が起こった。

「ヘンシェルさん！」

「きっ子ちゃん！」

「きっ子ちゃん、うォォ！　ヘンシェル嬢、ばんざーい！」

　その中で、馨一はヘンシェルを見つめていた。

「……戻って、来てくれたんだね。ヘンシェル」

　しかし、馨一を見るヘンシェルの表情は暗く閉ざされていた。

「それが、きっ子なのだな」

「そうなんだ。きっ子、ヘンシェルに挨あい拶さつしなさい」

「……はいです、へーか。きっ子であります。あの……」

「かわいいな。ケーイチに、お似合いだ」

「ヘンシェル、君は……」

「さよなら、だ。ケーイチ」

　そうして浮かべたヘンシェルの笑みは、哀かなしみに満ちていた。

　馨けい一いちがとっさに起き上がり、踏み出そうとした。しかしヘンシェルはその手をくぐり、壁の裂け目に身を投げた。ドルニエが作った壁の穴だった。そして、たった今、ヘンシェルが入ってきたのも、ここからだった。

　バッ！

　ヘンシェルの背中に、四枚の羽が開いた。

　それはまったくドルニエの羽と同じものだった。

「ヘン……!!」

　馨一は壁の裂け目に駆け寄った。下を見る。

　しかしヘンシェルの姿はなかった。空を見ると、かすかにヘンシェルが残した飛行機雲が、スッ、と尾を引いて消えたような気がした。

「ヘンシェル……君は、いったい……」

「……行っちまった、か……」

「荒あら先生!?」

　僚りよう冶じである。たった今、倉庫部屋の中へ入ってきたのである。

　ゆひが僚冶のもとへ駆け寄った。

「先生、無事だったんですか？」

「市いちヶが谷や、ひどくやられたな。手当てをしてやる」

「それより、いったい何が、どうなっているんです」

「あらせんせいでありますか」

「きっ子か！　そうか。無事に再生したか。ここまで元通りになるとは……」

「あの、きっ子のメモリーは……それに！」

「わかってる。説明が必要だな。だが、みんなケガを治ち療りようしてからだ。ひとまず、校舎の保健室へ移動するぞ」
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「ドルニエが、失敗した？」

　すでに、夷い皇おう島じまの港にいる船は、出港準備に入っていた。

　ブリッジの代よ々よ木ぎは、メレンゲ博士に詰問する。

「ドクトル！　場合によっては、大佐に報告する内容も変わってきますぞ」

「データは採とれた。もともと今回は、この島を制圧するのが目的ではない。足がかりは十分につかんだ、と言えよう」

「潜入させてあったヘンシェルも失われたらしいじゃないか。ドルニエにヘンシェル、二体で五十億ライヒスマルクの損失だ。きっ子、というヤーパン日本のアンドロイドも、組み立てまで行っておきながら、奪われた。だいたい、今回の件は、ドクトル、あなたの科学者としての妙な好奇心がそもそもの原因。この責任は、免れませんぞ」

「アンドロイドなどまた造ればいい。肝心なのは、そのデータと技術だ。金かねはそのためにかけているのだからな。データと技術がこちらにある限り、アドバンテージは我々にある」

　メレンゲはいっこうにひるんだようすはなかった。最終的にすべての知識と技術を確立しているのが自分である、という矜きよう持じはいっこうに崩くずれない。

「そのへんの判断は、大佐にお任せする。どのみち我々は、もうこの島に長居はできなくなった。ここまで騒ぎを起こしたのだ。本物の、日本政府が出てくるまえに、ここを去らなくてはならない」

「けっこうだ。南の島で、たっぷりリゾートとはいかなかったがね。興味深いデータが満載だよ。私は道々、その研究に時間を費やすとしよう。では、我が“〝祖国”〟へ帰還の旅に出ようではないか」

　代よ々よ木ぎはメレンゲの話を胡う散さん臭くさく聞いていたが、もはや抗議はしなかった。代わりに、ただちに抜ばつ錨びようして出航を命じた。

　夷皇島の港を、船がすべるように出て行くのを、何人かの生徒が目撃したが、もはやなにもすることはできなかった。



　　　＊　＊　＊



「あたたたたァ！　先生、痛い、痛いっす！」

「我慢しろ。この程度で済んで、おまえたち、まったく運がいいぞ。あのアンドロイドを相手に、全滅してもおかしくなかったんだからな」

　相変わらず、荒っぽい治ち療りようは僚りよう冶じである。

　いちばん重症の、馨けい一いちは真っ先に手当てされて、ベッドに半身を横たえていた。

「明日にでも、大学病院へ行って精密検査を受けて来い。俺おれが紹介状を書いておいてやる」

「は、はい。それより、説明してくれませんか、先生」

　馨一が言う。ベッドの端にはきっ子がチョコンと座っていた。

「ん。しかし何から説明したもんかな」

「あの船の人たちは、やっぱり、そのナチスの……」

　ゆひだった。流ながれ山やまも同調する。

「船内ではドイツ語を使ってたし、武器もドイツ製だったしなァ。なにより、きっ子ちゃんの起動パスワードが……」

「なんだ？　もう大丈夫だ。言ってみろ」

「いやァ、ハイル……！　っていう例のアレですよ」

　流山がきっ子を気にしながら言った。

「そうか。まあお前たちの言うとおりだろう。俺もおかしいと思って調べてはいたんだ。これは推測だが、アルゼンチンかその周辺に潜ひそむ、旧ナチス・ドイツの残党と考えて、間違いないだろうな」

「そんな連中が、なぜ！」

「ここからは全部推測だがな。この島で起こった、きっ子の事件や戦闘が、どうやら連中に漏もれたらしいな。日本政府の上層部とも、どこかで繋つながってるのかもしれない。で、彼らはきっ子に興味を持った。そのほかにもこの島に、やつ等らをひきつける何かがあるのかもしれない」

　リオナがこの場にいれば、「それがお宝なのよ！」と言っただろう。

「あのドルニエは、ナチスのアンドロイド、なのね」

　響織子きようこが言う。ドルニエにしか言及していないが、ニュアンスとしてはヘンシェルも入っているのは誰だれにもわかった。

「ああ。俺の調べたことに大きな想像を付け加えて言うなら、もともときっ子も、ナチス・ドイツからもたらされた技術で造られたものだ、ってことだ」

「ええ？」

「きっ子ちゃんがァ！」

　馨けい一いちは隣で聞いているきっ子を思いやった。きっ子は意味もわからず、目をぱちぱちさせている。

「ああいう先端技術は、戦争末期にドイツからもたらされたものばかりだろう。ジェットエンジンだの、ロケットだの、な。ドイツ側にもアンドロイド兵士の計画があった。しかし日本より先に降伏に追い込まれてしまった。おそらく、敗戦直前に、そういう技術を資金とともに持ち出した連中がいた。やつ等らは南米に潜ひそみながら研究を続け、ドルニエを作り出すに至った。そして、南の島での、アンドロイドと特殊部隊の戦闘を聞きつけた」

「荒あら先生、その、三ヶ月前に攻めてきた、敵の正体というのは、わかったのですか？」

　由ゆ佳か里りだった。

「それはわからん。今もってな。まあ、それは置いておこう。ナチスの残党は、おそらく政府の簡単な調査報告も手に入れた。まだ島には研究施設や、きっ子の完全なパーツが残っていることも知った。第一義的には、それらを手に入れるために、ここへ来たんだろう」

　一同、誰だれともなしに、ふぅ、とため息が漏もれた。

　これで、敵の正体と、その目的についてはおおまかなことがわかったのだ。

　ようやく馨一は僚りよう冶じに尋たずねた。

「先生は、あの船にいましたよね。ぼくたちみたいに、潜入して」

「ホントかァ、市いちヶが谷や！」

　馨一がうなずいて、説明した。あのとき、ガラス越しに僚冶を見たことは、まだ誰にも言っていなかったのだ。

「あれを見られてたとはな。まあ、いいだろう。あれは俺おれの、一か八かの大芝居だったんだからな……」

　僚冶の話によると、船に潜入し、意外にも完全に再生されたきっ子を発見したとき、あらかじめ持ってきたきっ子のメモリーが役に立つことになった。改造して現代のＰＣインターフェイスを付加したメモリーを、僚りよう冶じはきっ子の身体からだにコピーした。しかしそうしながら、僚冶はもう一つ、別なことをしていた。

　船の研究室にあったコンピューターのハードディスクに、コンピュータウイルスを感染させていたのだ。そのウイルスとは……。

「どういうことですか？　それより、あのメモリーは、本物なんですか!?　先生は、逃げるときに、海へ投げ捨てていた。それに、ぼくがもらったメモリーは！」

「安心しろ、市いちヶが谷や。おまえに渡したメモリーは、正真正銘、きっ子の身体の中にあったもんだ」

「じゃあ……」

「悪いとは思ったがな。おれはきっ子のメモリーを見つけたとき、それを調べて、中身のデータをコピーすることに成功したんだ。だから市ヶ谷、おまえに渡したメモリーが本物で、俺があのとき持っていたメモリーは、あとから島の研究所跡で見つけてきたものに、データをさらにコピーしたものだったのさ。見つかったときに、オリジナルだ、と言い張れるよう、わざと同じ古いメモリー部品を使ったというわけだ」

「そう、だったんですか……」

　馨けい一いちはわずかにでも、僚冶に疑いを持ったことを恥じた。僚冶はそんな馨一の気持ちがわかるかのように言った。

「気にするな。それより、ここからが重要だ。おれはきっ子のメモリーデータを自分なりに研究してみたが、そこにはたいしたことは保存されちゃいなかった。ようするに、行動の記録、みたいなものだ。飛行機のフライトレコーダのような、な。俺おれたちが考えていた、人間らしいきっ子の心や、感情はどこにも残っていなかった」

「それじゃあ……」

「だがな、調べていくうちに、俺は奇妙なものを見つけた。今でいう、コンピュータウイルスだ。その増殖が、カギだったんだ」

　最初のきっ子が目覚めたとき、そのイレギュラーな起動の仕方から、内部の生体コンピュータに致命的なバグが生じた。しかしそれは、きっ子のシステムを破壊することなく、コンピュータウイルスの状態で増殖し、やがて生体コンピュータそのものを変えてしまうことになった。

　つまり、馨一や流ながれ山やま、由ゆ佳か里りたちといっしょに過ごし、暮らすことで、きっ子の中のウイルスが、きっ子を変えたのだ。

　感情が生じ、自分で考え、判断し、行動する。そして人を好きになることも知った。それはきっ子に最初からプログラムされていたものではない。すべては、偶然から生じたウイルスのもたらしたものだった。ウイルスが、アンドロイドの自由連想プログラムを飛躍的に拡大させた結果だった。

「……はっきり言えば、きっ子は市ヶ谷、おまえのことを、プログラムで好きになったわけじゃない、っていうことだ。自分から、好きになったんだ」

「ええっ!?」

　驚いた。

　ベッドの端に座りながら、きょとんとした表情で馨けい一いちのほうを見ているきっ子を思わず見つめた。

　これまでどうしても拭ぬぐえなかった、たった一つのこと。

　きっ子は体内に仕込まれたプログラムで馨一を好きになったのではないか、ということ。起動させた誰だれかを、好きになるようあらかじめセットされていたのではないか。

　そうではなかった！

　きっ子は、自分から馨一を選んだ。馨一に恋したのだ。そして、今も！

「先生、その、きっ子は、どうして元に戻ることができたんですか」

　馨一は思わずあふれて来そうになる涙を隠すように、質問を続けた。わからないよう、こぶしで目のあたりを拭った。

「ああ。船にいたきっ子には、メレンゲの戦闘プログラムが入っていた。おれがオリジナルきっ子のメモリーをコピーした、と知ったメレンゲは、本来の戦闘プログラムを再コピーした。上書きコピーで、オリジナルきっ子のメモリーを消したと思ったのだろうが、システムのほうにウイルスが感染していた。そしておまえたちがきっ子を運び出した」

「え、じゃあ、きっ子のメモリーには」

「メレンゲの本来の戦闘プログラムが入っていた。が、ウイルスがいずれ増殖して、いつかきっ子のシステム自体を乗っ取ってしまうことを期待してたんだが、こうも早く発現するとは思わなかったぞ。おそらくは、きっ子の目に映ったおまえたちの姿、とくに、市いちヶが谷やの姿が、きっ子の生体コンピュータを刺激したんだろう。戦闘プログラムを書き換えてしまうほどにな」

「きっ子ちゃんを、最後まで守ろうとした市いちヶが谷やくんの気持ちが、きっときっ子ちゃんを蘇よみがえらせたのね」

　ゆひだった。

「よかったなァ！　本当によかったなァ！　市ヶ谷も、きっ子ちゃんも！　こんどは、オレになついてくれるように、と思ったんだがなァ、きっ子ちゃんが自分で市ヶ谷を選んだんなら、勝ち目は最初からなかったってわけかァ。ははは！　憎たらしいが、今日は愉快だァ！」

　九く品ほん仏ぶつも、響織子きようこも笑っている。由ゆ佳か里りやゆひは、涙まで流していた。

　馨一は、今なら泣いてもいいかな、と思った。

　が、僚りよう冶じの言葉がそれをさえぎった。

「市ヶ谷、よく聞け。きっ子のウイルスをコピーされたアンドロイドがもう一人いる……」
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　馨けい一いちは走っていた。もう日が沈む。

　脚が地面を蹴けるたびに、怪け我がをした胸が痛んだ。顔も身体からだも、包帯と絆ばん創そう膏こうでいっぱいだ。それでも走りたかった。一秒でも早く、会わなくてはならなかった。

　走りながら、僚りよう冶じの言葉が脳のう裏りに響いた。

「俺おれがコピーしたきっ子のメモリーデータは、政府の調査チームに送っておいた。最初に聞き込みに来ただろう。ま、あまり期待はしていなかったんだがな。が、期待どころか、そのデータがやつらナチスどもの手に渡っていやがった。で、そいつを手に入れたナチスの科学者、メレンゲは、自分のアンドロイド、ヘンシェルにメモリーデータをコピーした。科学者としての好奇心てやつだろう。きっ子のメモリーデータをきっ子以外のアンドロイドにインストールし、きっ子と同じ環境に放ったらどうなるか。やつらが船で乗り込むまえに、スパイとして潜入させておく意味もあった……」

　そんな、ヘンシェル……！

　ヘンシェルがアンドロイドであることはもう疑いようがなかった。

　しかし、その中には、きっ子と同じメモリーデータがコピーされていたのだ。つまり、きっ子から生じた、ウイルスも！

「ハァ、ハァ、ハァ……ヘンシェル！」

　馨一はその場所に人影を見つけて叫んだ。

　もう太陽は南の海へ没するところだった。空と海が、真っ赤なゼリーのように燃えている。その陽ひを浴びて立っている一人の少女のシルエット。

「ヘンシェル！　やっぱり、ここにいたのか」

　それは馨一とヘンシェルが初めてお互いの気持ちについて話した場所。

　仮装大会の、ヴァインの花を摘つんだ場所。

　二人の、思い出の場所だった。

「ケーイチか……」

「ヘンシェル、ぼくは、その……ありがとう。助けてくれて」

「フッ」

　ヘンシェルが笑った。

「滑こつ稽けいだろう。自分がアンドロイドだと知らなかったのだからな」

「そんなこと、関係ないさ！　ヘンシェルはヘンシェルだろう？」

　おそらく、留学生として潜入させる際に、数々のデータも捏ねつ造ぞうされていたのだろう。

「笑止！　それは私が人間であったとしての場合だ。ケーイチ、貴き公こうも心の中で笑っているだろう。人間気取りのアンドロイドが、生意気に人を好きになって……押しかけ女房というのだろう、ヤーパン日本ではな！」

「ヘンシェル、聞いてくれ」

「言うな！」

　ヘンシェルは電撃的な素早さで剣を抜いていた。その切っ先は、近寄ろうとした馨けい一いちの喉のど笛ぶえに向いている。

「……ヘンシェル」

「近寄るな……私は、死んでしまいたい……」

　それまで馨一を避けるようにうつむいていたヘンシェルが、初めて顔を上げた。

　夕日に染まったヘンシェルの頬ほおには、幾筋もの涙の跡があった。

「この涙とて、こういう場面で流れるようにプログラムされているにすぎぬ。同情を惹ひくためか。それとも相手に付け入るためか？　なにからなにまで人工的に作られた、機械なのだ、私は！」

「ヘンシェル」

　馨一は、しかし笑った。

　笑って、両手を広げた。そして一歩踏み出した。ヘンシェルが掲げた剣の切っ先が、馨一の喉に本当に当たった。

「なにを、する。なにを笑っている。それ以上近づくと、本当にこの剣でそなたの喉を突くぞ！」

　しかし馨一は笑みをやめない。

「突かないよ、ヘンシェルは。誰だれも傷つけたりしない。荒あら先生に聞いたんだ。あの船から先生が脱出したとき、助けてくれたのはヘンシェルなんだろう」

「それは……」

　そのとおりだった。

　代よ々よ木ぎに会ったとき、ヘンシェルの中の隔離されていたデータボックスが解除された。そして本来の行動目的と、自分の真の姿を知ったのだ。そのためにヘンシェルは、御ご殿てんから失しつ踪そうしたのである。しかし、それは命令を遂行するためではなかった。現にヘンシェルは、船に潜入しようとする僚りよう冶じも、馨一たちも見守っていた。そして海へ飛び込んだ僚冶を助け、安全な場所まで運んで介抱さえしたのである。

「ヘンシェルはぼくに斬りつけたりしない。ぼくはヘンシェルを信じてる。ヘンシェルを、最後まで信じるよ」

　馨一はさらに一歩を踏み出した。

　驚きのあまり、ヘンシェルの、剣を引くタイミングが少し遅れた。切っ先がほんの少し、馨一の喉に食い込んで傷つき、ポツン、と赤い血が漏もれ出た。赤い血は小さな丸い玉のようになり、それがやぶれるようにして、一筋、垂れ落ちた。

「あぁ！　ケーイチが、悪いのだぞ、急に、近寄るから」

「わかってる。こんなこと、なんでもない。ぼくがヘンシェルを信じる気持ちは、変わらないよ。これからも、ずっと」

「なぜだ！　なぜそんなことが言える！　私はアンドロイドなのだぞ。それも、ケーイチ、そなたらの敵によって作られた。ならば敵ではないか。いつ裏切るか、わからないのだぞ。私自身、いつ、自分の中に、隠されている何かの命令が、急に自分を操るのではないかと怖いのだ。だから、そうなるまえに、自分を殺してしまいたい！」

　殺す、と聞いて、馨けい一いちは初めて険しい顔を作った。

「ダメだ、殺すなんて！　それは命を一つ、失うことなんだ。そんなことは、誰だれにもさせてはならないんだ！」

「命だと、バカを言うな。こんな命……量産できる命ではないか！　私に、やさしくするな、ケーイチ。哀れみを、かけないで。私は、そなたとともにいても、なんの価値もない……何も、生み出さない……そんな命が、あるか」

「命に変わりはないよ。人間だって、結婚しても子供のいないカップルは大勢いるじゃないか。だけど、信じあう気持ちとか、お互いを思いやる気持ちを、ずっと生み育てているんじゃないのかな。お互いを必要として、誰かに必要とされているから、命に価値があるんだよ！　……ヘンシェルは、自分で考えて、自分で行動している。意思がある。それがあるから、最後にドルニエを倒して、ぼくやみんなを助けてくれたんだろう。だったら、アンドロイドと、人間とどこが違うんだ」

「ケーイチ……」

「人間にだって、ひどい、最悪の人間もいる。信用ならない、そんな人間よりも、ぼくはすばらしいヘンシェルといっしょにいたいんだ。ずっと、信じてる」

「ケーイチ……うっ」

　ヘンシェルが剣を取り落とした。剣は乾いた音とともに、岩場へ落ちて行った。

　ヘンシェルの瞳ひとみから、新たな涙があふれて、頬ほおを伝って流れた。

「それに、ヘンシェルは、プログラムでぼくのことを好きだと言ってくれたわけじゃない。それだって、ヘンシェルの意思が、自分で選んで、自分で感じ取った、感情なんだ。決して、プログラムじゃないんだ」

「ならば、記憶は……シュバルツバルト家も、いくつかの想おもい出も、みんなウソだったではないか。私は……」

　答える代わりに、ヘンシェルの手に、馨一が触れた。そっと握り締めた。

「ケーイチ……！」

　そこから先は、あふれる感情をヘンシェル自身ももう止めることはできなかった。馨一の胸に飛び込んだ。そして、泣きじゃくった。

「泣いていいんだよ。いっぱい泣いて、いいんだ。想い出は、これから作ろう。みんなで、作っていこう」

　馨一はこのときだけは、ヘンシェルの肩を抱き、その髪をやさしくなでた。
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　しばらく経たって、涙を拭ふいたヘンシェルと、馨一はまだ丘の上にいた。

　すっかり陽ひは沈み、水平線の残りの赤みも、ほとんど消えて闇やみに変わろうとしていた。

「みんなのところへ帰ろう、ヘンシェル。華道部の、発明部の仲間のところへ」

「私を、受け入れてくれるのか……怖い」

「大丈夫だよ、さあ……あれ？」

　たそがれの中を、こっちへ歩いてくる影があった。小さな影。

「きっ子！」

「へーか、むかえにきたであります。あの……」

　きっ子はヘンシェルを見て、少し言葉を途切らせた。

「きっ子、ヘンシェルだよ。ヘンシェルは、きっ子を知ってるね」

「なつおか、きっこであります。ヘンシェルさん、あの、よろしく、おねがいするであります」

　ぺこり、とお辞儀をする。ヘンシェルも、笑みを浮かべた。

「ヘンシェルでいい。私こそ、よろしく、だ」

「さあ、きっ子も、行こうか」

　馨けい一いちが促うながして、歩き出そうとした、ときだ。

「へーか」

「え？」

「ヘンシェル、は、きっことおなじあんどろいどでありますか？」

　馨一はちょっと驚いたが、正直に答えた。

「うん。そうだよ」

「よかったー、であります」

「よかった？　どうして」

「だって、きっこ、ともだちができたであります。ううん、ゆひも、きょうこも、ながれやまこういちろうも、みんなともだちでありますけど、おなじあんどろいどのともだちができて、うれしいであります」

「そうか。それを言うなら、ヘンシェルはきっ子のお姉さんだな」

　それを聞いてヘンシェルがつぶやいた。

「お姉さん……私の、妹……」

「ほんとうでありますか！　きっこ、すごくうれしいでありますー。きっこには、おとうさんもおかあさんもいないでありますから、おねえさんができるなんて、ゆめのようでありますー。へーかともまたあえたし、きょうはほんとうにいいひであります」

　無邪気に喜ぶきっ子に、ヘンシェルは目を細めた。

「なんだか、かわいいわ……妹を持つ気持ちって、こういうものなのかもしれない……私たちは、その設計上、本当に姉妹のようなものだもの」

「よかった。さあ、みんなのところへ、帰ろうか」

「うん」

　馨一、ヘンシェル、きっ子は誰だれともなく自然に手を繋つなぎ合った。暗くなった道を、波の音が聞こえる道を、華道部の御ご殿てんへ歩いていく。

「そうだ。一つだけ言っておくぞ、ケーイチ」

「え、何？」

「まえにそなたに言ったであろう。きっ子を再生させるのが貴き公こうの目標なら、私はそれに従うとな」

「ああ、言ったよね、でも……」

「そうだ。こうしてきっ子がここにいる以上、もうそなたの目標は達成されたのだから。ならば、もう立場はイーブンだ」

　そう言ってヘンシェルはきっ子を見た。

「なんでありますか、ヘンシェル」

「つまり、妹だろうと、恋の競争は手加減しない、ということよ。ケーイチを本当に私のものにするまではな」

「私の物って……ちょっと、ヘンシェル」

「あー、ずるいでありますー。へーかのことは、きっこがいちばんすきでありますのにー」

「はは、これは、この先どうなるのかな……ぼくは」

　馨けい一いちは力なく笑った。しかし、その笑みには心からの安あん堵どが込められていた。

　やがて道の先に、見えてきた。

　灯あかりの下に、由ゆ佳か里り、響織子きようこ、ゆひ、それに流ながれ山やま、九く品ほん仏ぶつがいた。みんなが待っていた。仲間が手を振っている。

　仲間の待つ場所へ、馨一とヘンシェル、きっ子は早足で向かって行った。



    

  
    
      


あとがき



　男勝りで正義感が強く、なんでも完璧にこなすけれど、どこかいつも無理をしていて、本当は寂しがりや。

　そんな女のコ、女性が側にいたら、きっとほおっておけない気分だなあ、と思います。

　そして、今回の新しい女性キャラクター、ヘンシェルはそんな気持ちを形にしてみました。うまく表現できているかな、あるいは、いねえよこんなヤツ！　と思われるでしょうか。でも、もしこんな女のコが（男性でも）いたらどうなるだろう、と考えるのが小説の楽しみでもありますね。



　ところで、どんな理想的な異性でも、偶然やきっかけがないと、出会うことも知り合うこともできません。

　たとえば、相性が絶対的にいい男女がいたとしても、出会うきっかけがなければその二人はお互いの存在を一生知らず、結ばれることもないわけです。

　なんだかとても損な、そして残念な気がします。

　相性診断機のようなもので、たちどころに数値が現あらしてくれれば、または、理想の相手を探してくれたら、どんなにいいでしょう。

　お互いに百パーセント満足し合えるパートナーを、誰もが探しているはずなのですから。

　しかし、人間はお互いの関係性の中で変わっていける存在です。

　相手の嫌いだったところが好きになったり、知らない世界を教えられたり、まったく興味のなかった事柄も、パートナーの存在で好きになったり、のめりこんだり、そのことがきっかけで一生が変わってしまうこともあると思います。

　それはとてもエキサイティングな体験でしょう。

　機械が教えてくれた絶対に相性のいい相手を選ぶか、多少気に入らないところがあっても、偶然出合ったパートナーといっしょに未来を拓ひらいてみるか。

　もし二択を迫られたら、どちらを選ぶのか。とても難しいな、と想像したりします。



　前作『戦え！　夷皇島学園華道部』が、好評をもって迎えられたおかげで、今回この作品を上じよう梓しすることができました。支持してくださった多くの方々に、この場を借りて御礼を申し上げます。そしてヘンシェルやきっ子や馨けい一いちたちの未来がどう拓かれていくのか、ぼくも一生懸命想像していきたいと思います。これからも見守っていてください。





　２００２年も残りわずかな日に。

すずきあきら　
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